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　真っ黒なおかっぱ頭が揺ゆれるたびに、ちりんちりん、という鈴すずの音ねが響ひびき渡る。その他ほかにはなにも聞こえない。足音ひとつ立てることもなく、祝はふり部べは畳たたみの上を進んでいく。襖ふすまを開けるときも聞こえたのはただ静せい寂じやく。呼吸の音すら聞こえない。

　あるいは、彼女は呼吸などしていないのかもしれない。

「たかや」

　まるでその思いを聞きつけたかのように、祝部はタカヤを振り向いてそう呼ばわった。少女と呼ぶにもまだ足りない、幼くあどけないその姿に、似つかわしくないほど老ろう練れんな響きを伴ともなった声だ。

「なにを、かんがえている？」

　タカヤを見上げ、首を傾かしげる。鈴の耳飾りがその動きに呼こ応おうして、澄すんだ音を響かせる。人の心を見み透すかすような視線。それをまっすぐに受け止めながら、タカヤは表情を変えずに尋たずねた。

「まだ着かないのか？　もう二十は部屋を通り過ぎたと思うんだが」

　祝部は目だけで笑えんだ。再び前を向き、ゆっくりと歩みを進めながら、たしなめるような口く調ちようで、

「なんときのみじかい。じょうみょうのもののわるいくせだな。さようにしんぱいせずとも、こちらのいちねんは、あちらのいちにちにもみたぬ。じかんのことはきにするな」

「……祝はふり部べ、俺おれはお前と違って、一年も飲まず食わずで歩きつづけたら干ひ涸からびてしまう身体からだなんだよ」

　祝部は空いているほうの手を上げて、打ち消すようにそれを左右に振った。赤地に金きん刺し繡しゆうを施ほどこした着物が波打つように揺ゆれ、その声に不満そうな響ひびきが宿る。

「いまのはことばのあやというものだ。おまえはだまってわたしについてくればそれでよい」

　タカヤはため息をついた。まあ、元よりそんなことはわかりきっている。ここは自分が属するべき世界ではない。八はち畳じよう一ひと間まの座ざ敷しきが、延々と続くこの異い界かい──『座ざ敷しき楼ろう』は、『具ぐ生しよう』の妖よう怪かい・座ざ敷しき童わらしの領域なのだ。自分がどうこう口を出すべき場所ではない。

　襖ふすまを開け、進み、閉じる。祝部が何度その動作を繰くり返そうとも、目の前に広がるのはただ八畳一間だけだ。鈴すずの音ねだけが響くその世界の中で、ふと、祝部が呟つぶやいた。

「しかし、おまえもおかしなやつだな。なぜひとりでいくのだ？　じんやそく、それに──あの、びゃくだんとかいうのを、つれていけばいいのに」

「…………」

　タカヤは沈ちん黙もくし、目を伏ふせた。鈴の音。祝部が振り返り、こちらを見つめているのが、頰ほおに感じる視線でわかった。

　やがて、彼は短く答えた。

「これは、私し事じだ。ヒルコガミは関係ない」

「……そうか」

　祝部はよくわかっていないような声を出した。実際、よくわかっていないのだろう。祝部は──座敷童は、『具生』の妖怪、人々の恐怖や歓かん喜きといった精神の情じよう動どうから発生した存在だ。その精神性は人間からして見れば奇き異いそのもの。そして同じように、人間の──タカヤの精神性も、祝部から見れば奇異であるに違いないのだ。

　襖を開ける。敷しき居いを跨またぎながら、祝部は小さな声で、

「まあ、どちらでもよいか。おまえがそうしたいというのなら、わたしはそれをきいてやるまでだ」

　襖を閉め、座敷の中ほどまで進んだところで、祝部は不ふ意いに足を止めた。タカヤを見上げ、その大きな目を細める。

「だが、あぶないことはするなよ、たかや」

　それを聞いて、タカヤは小さく笑い、

「お前こそおかしな奴やつだ、祝部。なぜ俺のことをそこまで気にかける？　俺の二十倍も長く生きているお前が、定じよう命みようのものを気にすることもないだろうに」

　ゆっくりと、祝部は瞬まばたきをした。タカヤの手を握にぎる力が強くなる。彼女は感情の混じらない声で、こう答えた。

「そんなこと、きまっているではないか。わたしはおまえのことがすきなのだよ。おまえは、わたしや、ほかのいきばのないものたちを、『ひるこがみ』にかくまってくれたではないか」

「……それは、」

「じぶんのもくてきのため、だというのだろ？　けれど、わたしたちはみなわかっているのだよ、いとしいたかや。おまえが、けっしてそれだけのにんげんではないということを」

　甘えるように、祝はふり部べはタカヤの腕うでを抱だき締しめた。子こ猫ねこのようにその額ひたいをタカヤの肘ひじのあたりにこすりつけながら、そのくせ子供をたしなめる母親にも似た声で、祝部は続けた。

「おまえは、やさしい。だからわたしはしんぱいなのだ。やさしすぎるということは、ときとして、みのきけんをまねくからな」

　タカヤはなにも答えられない。その代わりのように、ちりん、という鈴すずの音ねが、再び彼の耳をくすぐった。黒く揺ゆれる祝部の髪かみが、ふと、こんなことを言った。

「『いわと』のけっかいのなかでは、わたしはおまえをまもってやることはできぬ。だから──かわりに、これをもっていけ」

　手のひらに硬い感触を覚え、タカヤはそこに視線を落とした。白い鈴を模もした、耳飾りだ。驚きを浮かべたタカヤの表情を見て、祝部は満足そうに笑って髪を撫なで上げた。その動作で、片方だけになってしまった鈴の音が、寂さびしそうに鳴るのが聞こえた。

「それは、わたしのいちぶだ。『いわと』のけっかいも、よもやそんなちいさなはへんまではひろえまい。もしきけんなめにあったなら、ざしきのちかくでそれをならせ。──かならず、わたしが、たすけにいくから」

　タカヤは少し迷ってから、こくりと頷うなずいた。危険は承知の上だし、それを独どく力りよくで切り抜ける覚かく悟ごも備えていた。だが、備えをどれだけ厚く塗ぬり重ねても、やりすぎるということはない。こうまで言ってくれている祝部の気持ちを無む下げに断ることも、タカヤにはできそうになかった。

　タカヤが鈴を受け取ったのを見て祝部は満足そうに頷き、それから前に向き直った。数メートル先の襖ふすまを指差して、彼女は言う。

「この『ざしきろう』はわたしのいるべきばしょ、わたしだけのせかいだ。すべてのざしきは、このばしょにつながっている。おまえがのぞむばしょも、ほら、あのふすまのむこうにある」

「──わざわざすまなかった、祝部」

「れいなどいらぬ。そんなものよりも──」

　そう言っているあいだに、祝部は数メートルの距離を詰つめた。確認するようにタカヤのことを見上げ、タカヤはそれに力強い頷きを返した。

「──ぶじにかえってくるのだぞ、たかや」

　タカヤはふっと笑い、

「わかっている。元からそのつもりだ」

　その言葉に、祝部も微笑ほほえみを浮かべ、それから彼女は、最後の襖をゆっくりと開け放った。
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　天あま総つかさの社やしろ第だい一いち分ぶん殿でんは、瀬せ川がわナナミにとって自らが勤める場所であると同時に、帰るべき我わが家やでもある。アマツカサに所属する多くの人間が出入りする場所である以上、第一分殿には少なからぬ人数が寝泊まりするスペースがあるのだが、ナナミはそこから一歩進んで、第一分殿の敷しき地ち内ないに自分が『居住』する場所を確保しているのだった。

　理由は色々あるが、一番大きいのは『訓練のため』である。なにしろ訓練用貯ちよ水すい池ちのほとりにあるのだから、ナナミが依より坐ましの訓練へ傾ける情熱のほどが窺うかがえるというものだ。そして、強すぎる情熱というのはしばしば人を辟へき易えきとさせる。ときとして情熱というものは、他人にも同じだけの温度を強要するものであるから。

　だからこそ、第一分殿『雷いかづち』の訓練室でメイの姿を目にしたナナミは、その失望を隠かくそうともしなかった。

「……なんて格かつ好こうをしてるの、あなた？」

　そんなことを言われても、メイは振り向きすらしない。二つに畳たたんだ座ざ布ぶ団とんを胸の下に置いて、うつぶせになって両足をぱたぱたとさせながら、「んー？」とやる気のない声を返してきた。こちらを見返さないのはファッション雑誌の観かん賞しように忙しいからで、その声がくぐもっているのは歌か藍らん堂どうの薄うす皮かわ饅まん頭じゆうをくわえているから。それらパーツのひとつひとつを確認するたびに、ナナミは眉まゆがぴくぴくと動くのを感じた。

　それでもナナミはどうにか平静を保とうとしていた。大きく息を吸い込んで大きく息を吐はき出して、内心に生まれた怒りをできるだけ表に出さないようにしながら語りかける。

「訓練をしていたんじゃないの？　沢さわ村むらさんはそう言っていたけど？」

「くんれん？　……あー、うん、訓練ね。うん。するする」

「珍めずらしい訓練の仕方だこと。『水』と『雷いかづち』ではやり方が大きく異ことなるのかしら？」

　努力も空むなしく、言葉に棘とげが混じるのをどうしても抑おさえることができなかった。いや、抑える必要もないのだ、と思い直す。誰だれかが苦く言げんを呈ていさなければ、メイが自分からこの態度を改めることはないだろう。そして、自分をおいて彼女に苦言を呈するものなどいはしない。ナナミは現状をそう解釈していた。

　メイは薄うす皮かわ饅まん頭じゆうを飲み込んで、口の中に残ったあんこをお茶で流し込んでから、ようやくナナミのほうを振り向いた。その顔に浮かぶのは、親に勉強しなさいと言われた子供のような「うるさいなあ」という表情だ。

「言われなくたってわかってるよ。するっていってるんだからそれでいいでしょ？　今はほら、あれだよ、ちょっとした休きゆう憩けいじゃない。あたしの訓練のスケジュールに口出ししないでよね」

　ナナミはその返答を表情ひとつ変えずに受け止めて、それをそのまま部屋の隅すみに置いてあるテレビ──正確には、その内部を掌しよう握あくしている『雷』の天まが魂たま・タケミカヅチへと投げかけた。

「だそうだけど、そうなの？　タケミカヅチ？」

　テレビのスピーカーから『ハッ』という嘲あざけるような声が流れ、

『最近では「休憩」って言葉は、やることやりもせずにダラダラ怠なまける、という意味で使われんのか？　いやまったく、日本語の変へん遷せんは著いちじるしいな』

　つい、とメイを見返すと、彼女の目はあからさまに泳いでいた。ナナミはため息をつく。その音がメイの耳に確実に届くように、大きく、深々と。

　メイはすかさずそのため息に反発した。うつぶせの体勢から跳はねるように起き上がると、膝ひざ立だちになって、ぱんぱん、と床ゆかを叩たたいて抗議する。

「うるっさいなあもう！　いいじゃんか別にちょっとくらい怠けたって！　あたしにだってたまにはやる気が起きない日があるのよ！」

「たまには？　ほとんど毎日の間ま違ちがいでしょう？」

『お前はもう少し国語の勉強をすべきだな、メイよ。そんなんだから国語の中間テストであんな成績を──』

　メイは右手に握にぎり締しめていたコンセントをテレビに向かって投げつけた。金かな具ぐの部分がブラウン管に当たって小こ気き味みのいい音を部屋の中に響ひびかせ、それきりタケミカヅチの声は聞こえなくなった。ナナミの口元に薄うすい笑えみが浮かび、それから彼女は心しん底そこから面おも白しろそうな声で言った。

「一いち事じが万ばん事じとはこのことね。依より坐ましの訓練も国語の勉強も、努力が必要という点では同じことよ。あなたに足りないのはそれだと思うけど」

「こっ、国語の成績は関係ないでしょ!?　依より坐ましのほうだって努力してるよ！　あんたが知らないだけで、あたしだってちゃんと──」

　と、そこで不ふ意いにメイの言葉が途と切ぎれた。一いつ瞬しゆんだけその表情が消えたかと思うと、次の瞬しゆん間かんにはそこに笑顔が戻っていた。ものすごく面おも白しろそうな──というか、ものすごく面白い悪戯いたずらを思いついた子供のような笑顔だ。それを見て、ナナミは本能的に後あと退ずさっていた。嫌いやな予感がする。そして神じん野のメイは、瀬せ川がわナナミの嫌な予感を現実のものにするという特技を持っている。

　案あんの定じよう、彼女は両手の指をわきわきと動かしながら、セクハラ親父おやじのような声こわ音ねでこう言った。

「──そうね、なんなら証明してみせようか？　あたしがどれだけ『雷いかづち』を使えるようになったか。わかりやすくあなたの身体からだで」

　最後の言葉になんだかとても引っかかるものを感じたので、ナナミはその申し出を丁てい重ちように断ことわろうとした。

「……いえ、遠えん慮りよさせてもらうわ。私はちょっとこれから──」

　ありもしない用事をでっちあげて部屋から去ろうとした瞬間、ナナミは異い変へんに気づいた。

　足が動かない。

　メイはどこまでも明るい笑顔を浮かべたまま、説明を始めた。

「まあそりゃ確かにね、空気中に放電させる、なんて真ま似ねはそう簡単にはできないよ？　だって空気って絶ぜつ縁えん体たいだしさ、そこに雷かみなり通すなんてそりゃもうメチャクチャ神経使わないとできないんだからさ。でもね──」

　メイはちらりと視線を落とす。いつのまにか彼女の両手は、畳たたみの床ゆかに当てられていた。その手と、びくとも動かないナナミの足を交こう互ごに見ながら、メイは説明を再開する。

「こういうふうに、なにか物を通じて電気を通す、ってことなら、これが案あん外がい簡単にできちゃうんだよね。そりゃゴムとかなら無理だろうけど、別に畳は絶縁体ってわけじゃないもんね。こうやって畳に電気を通して、ついでにあんたの身体にも電気を通して足の神経を『支配』して、動かせなくするってことも可能なわけ」

　ナナミは無理に笑顔を作ろうとして失敗し、それからできるだけ穏おだやかな声音でメイのことを説得しようとした。

「──それは、その、そうね。すごいわね。あのちょっと神野さん、わかったからこれ解といてくれない？　私はこれから──」

「なによりもこの力のすごいところは、足に電気を通すことができれば、ほとんど全身の神経を『支配』できるってとこなのよね！　まあよくよく考えてみれば神経なんて思いっきり電気の通り道なわけなんだから、こっちの『雷』が侵入にさえ成功しちゃえばあとはもうこっちの思うがまま」

　メイが聞く耳を持っていないということがわかるや否いなや、ナナミは腕うでを使って這はってでも部屋から出ようと試こころみたが、いつの間まにか足どころか腰も腕うでも動かなくなっていた。ひひひ、という魔ま女じよのような笑いがメイの口から漏もれたような気がしたが、あるいはそれはナナミの恐怖が生み出した幻げん聴ちようだったのかもしれない。

　メイの『支配』は進行していく。両腕が勝手に動いたかと思うと、大きく頭上に掲かかげられる。メイのそれはそれは楽しそうな声、

「はい、ばんざーい」

「ちょっとあなたいい加か減げんにしなさいよっ！」

　顔を真っ赤にしてナナミはそう怒ど鳴なり、メイはそれを柳やなぎに風と受け流す。

「瀬せ川がわが最初に言ってきたんじゃない、あたしが訓練してないとかなんとかさ」

「だからってわざわざ私の身体からだを使わなくてもいいでしょう！　早くこれを解ときなさい！」

　メイはちろりと舌を出し、

「い・や。あたしってそういうふうに言われると、逆にもっとやりたくなっちゃう性格なのよね。天あまの邪じや鬼くだから」

「あなたね、あとでどうなるかわはっへふ──っ!?」

　言葉の途と中ちゆうで腕が再び勝手に動き、ナナミは自分の指が自分の両りよう頰ほおをつまんで引っ張るのを感じた。まるでひとりでにらめっこをしているようなナナミの姿を見て、メイは一いつ切さいの遠えん慮りよなくけたけたと笑いはじめた。が、笑しよう声せいの出で所どころはメイの喉のどだけではなかった。沸ふつ騰とうしそうなナナミの頭の奥おく底そこからも、メイに負けず劣おとらず大きな笑い声が聞こえてきていた。

（ミツハノメッ、笑ってる場合なの!?　なんとかしなさい!!）

　密ひそやかな笑い声は魔女のようで、さっきのは幻聴ではなくてこいつだったのか、とナナミは直感する。ミツハノメは笑えみを声に含ふくませながら、いたって能のう天てん気きな答えを返してきた。

『笑っている場合だと思うがの。よいではないか楽しそうで。友達ができてよかったのう、ナナミよ』

　なに言ってんだこいつは。

『しかしあれだな、メイはずいぶんと細かいところまで支配できるようになったのだな。電気を支配して、人の身体の自由を奪うばう、か。ふむ。『雷いかづち』の力をそんなふうに使った依より坐ましは、メイが初めてやもしれぬぞ？』

　感心したようなミツハノメの言葉は、しかしそのかけらもナナミの耳に届いていなかった。こんな屈くつ辱じよくを味わわされて、黙だまって耐たえていられるほどナナミは精神的に成熟しているわけではない。彼女は蛇へびのような狡こう猾かつさと執しゆう念ねんで、どうすればこの金きん髪ぱつ女おんなに反はん撃げきできるかを一いつ心しんに考えはじめた。そして、その執念はすぐに実を結んだ。

　ほんの少しではあるが、足が動くようになっていたのだ。

　恐おそらく腕や指にまで『雷』の支配を及ぼしたせいで、足への支配がその分だけ手て薄うすになってしまったのだろう。千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機きとばかりにナナミは両足に前に出るように命じ、両足は自らの主あるじの執しゆう念ねんに誠せい意いでもって応こたえてくれた。復ふく讐しゆうの一念に駆かられたナナミの身体からだは、ほんの数メートルしか離れていないメイの身体めがけて、タックルに近い勢いきおいで突っ込んでいった。

　床ゆかに手を当てて精神集中していたメイがそれを避よけることなどできるはずもなく、二人はもつれるように畳たたみの上に転ころがった。結果的に有利な位置を得たのは復讐の女め神がみに取り憑つかれたナナミのほうで、彼女は怒いかりに顔を歪ゆがめながら自分がされたのと同じことをメイの頰ほおにやり返した。

「こっ、れっ、でっ、私の痛みが少しはわかるでしょ！」

　メイに馬乗りになったナナミは、膝ひざを巧たくみに使ってメイの両りよう腕うでを封ふうじた。いわゆるマウントポジションと呼ばれる体勢である。防ぼう御ぎよすら不能になったその顔をナナミはいいように蹂じゆう躙りんし、メイはじたばたと無む駄だな足あ搔がきをしながら痛みに耐たえかねるように喚わめいた。

「わ、わかった、わかったから！　ごめんなさい、ごめんなさいってば！」

　その敗北宣言を聞いて、ナナミは凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべ、勝ち誇ほこるようにしてメイの顔を覗のぞき込んだ。二度とこんなことはしないように──と、ドスの効きいた声をメイの耳元に吹き込もうとした瞬しゆん間かん、彼女たちの横手にあった襖ふすまが、かたん、と音を立てて開いた。

　メイとナナミは、同時に視線をスライドさせた。

　驚きに目を見開いた楠木くすのきマナが、両手で口元を覆おおいながら襖の向こうに立ち尽つくしていた。

　不ふ意いに、ナナミの中に現在の状況を客観的に分ぶん析せきできるだけの冷静さが戻もどってきた。現時点でナナミは、メイの身体からだに馬乗りになって、その顔を両手で抱かかえながら自分の顔を近づけている。
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　無む理り矢や理りメイのことを押おし倒たおしてキスをしようとしているように見えなくもない。

　瞬しゆん間かん的てきにナナミはメイから距離を取った。ようやく自由を得たメイはゆっくりと身体を起こし、「あいたー……」などと小声で呟つぶやきながらその両頰ほおを押さえている。その行こう為いがまた、秘ひめ事ごとを目もく撃げきされて恥はじらっている少女のように解釈することもできなくはなかった。ナナミは恐おそる恐るマナのほうに向き直り、そしてマナは実にわかりやすく行動した。

「──ごっ、ごめんなさい、あの、わっ、私、全然知らなくて──」

「く、楠木くすのきさん？　あのね、これは──」

　ナナミの弁べん解かいを聞こうともせずに、すぱんっ、と小こ気き味みのいい音を立てて襖ふすまを閉めてしまったのだ。襖越しに聞こえてくる恥はずかしそうな声、

「いえ、その、大だい丈じよう夫ぶです！　ただちょっとびっくりしただけで──私、そういうことには理解があるほうですから！」

「そういうことってどういうことよ！　ちょっとここ開けなさい！」

　ナナミが開けようとしても、マナは意外なほど強い力で襖を固定しているらしく、ちょっとやそっとでは開きそうになかった。力ずくよりは説得のほうが無ぶ難なんだろうと考えたナナミは、メイのことを振り返って焦あせったように言う。

「神じん野のさん、あなたもなにか言いなさい！　このままじゃ変な誤解されるわよ！」

　メイは頰を押さえたまま、不ふ思し議ぎそうにナナミのことを見返した。それからせめぎ合いの渦か中ちゆうにある襖に視線を移して、こほん、と咳せき払ばらいをする。

「あー、マナちゃんマナちゃん、開けても大丈夫だよ。うん」

　腹立たしいことに、メイのその一言でマナの力が劇げき的てきに緩ゆるんだ。数センチだけ襖が開き、その向こうから気き弱よわな小動物を思わせるマナの瞳ひとみが覗のぞく。その瞳に、ナナミは必死になって言い募つのった。

「あなたが考えてるようなことじゃないのよ。ただの喧けん嘩かなの。私たちは、ほら、仲が悪いから」

「……本当、ですか？」

　その質問はメイに向けられたもので、ナナミも自然とメイのことを振り返っていた。畳たたみの上で膝ひざを崩くずしたまま、メイはその視線を受けて、数秒だけ沈ちん黙もくした。そのあいだに彼女がなにを考えたか、それは定さだかではない。

　はっきりしたのは、神野メイは瀬せ川がわナナミをからかうためであれば、どんな犠ぎ牲せいも惜おしむことなく払う、ということだけだった。

　マナに無む垢くな瞳を向けられて、メイはわずかにだけ目をそらした。恥じらいに耐たえるように親指の爪つめを嚙かむ。その顔が赤くなっているのはナナミが思いっきりつねったためだったが、マナはそうは受け取らなかっただろう。マナの誤解を最大限に利用して、メイは消え入りそうな声で以下のようにほざいた。

「──だって──ナナミったら、あたしがこんな明るいところじゃ嫌いやだって言ってるのに、無む理り矢や理りしようとするんだもん。それで喧けん嘩かになったんだよ？」

　すぱんっ、という音がもう一度響ひびき、とたとたと走り去っていく足音がそれに重なった。ナナミはがくりと肩を落とし、それを見てメイはけらけらと笑いはじめた。




　　　　◆




　あれが全部お芝しば居いだったということをマナに納なつ得とくしてもらうために、優ゆうに三十分以上もの時間を必要とした。

　それを弁べんじたのは主おもにメイのほうだった。自分と目を合わせようともしないマナや、腕うで組ぐみをしたまま鬼おにのような形ぎよう相そうで監かん視ししているナナミに囲まれながらのその説得は針の筵むしろ以外の何物でもなく、正直ナナミがいなければさっさと逃げ出したいところだったが、やはりそういうわけにもいかないのだった。たとえ相手がマナであっても、同性愛者の疑うたがいをかけられたままではたまったものではない──まあ、そう仕向けたのは他ほかならないメイなのだから、自じ業ごう自じ得とくもいいところなのだけれど。

　メイとナナミの弁べん解かいを交こう互ごに聞いて、マナはようやく安あん堵どしたように胸を撫なで下ろした。が、もちろんそれだけで済すむはずもなく、彼女はすぐに不ふ機き嫌げんな顔を作ると、それをメイのほうに向けたのだった。

「わかりました。わかりましたけど──メイさんは、なんだってそんなお芝居をしたんですか。人を困らせるのがそんなに楽しいんですか？」

　う、と言葉に詰つまったメイに、さらにナナミが追い討うちをかける。

「まったくだわ。あんな噓うそついて一いつ体たいなにが楽しいっていうのよ？　つまらない冗じよう談だんは私のいないところでやってくれない？」

　その言いい草ぐさにかちんときたので、メイは即そく座ざにやり返す。

「いや、まあ、なにが楽しいっていうか、瀬せ川がわの困った顔が一番楽しいんだけどね。あたしにとっては」

　ナナミの表情が目に見えて変わり、メイは意い地じ悪わるな笑えみで彼女の視線を見返した。ナナミが口を開き、辛しん辣らつな言葉をメイにぶつけようとしたまさにその瞬しゆん間かん、マナが「ところで」と会話に割って入ってきた。もう何度となくこういうやり取りを仲ちゆう裁さいしてきたおかげだろうか、そのタイミングはお見事の一言に尽つきる。

「瀬川さんはどうしてここに来たんですか？　なにか用事でもあったんですか？」

　ナナミは「そういえば」という顔をし、メイはその顔を見て「え？」と声をあげる。

「用事って、あたしにケチつけるのが瀬せ川がわの用事でしょ？　そりゃもうねちねちいじいじと」

　またもやナナミの表情がひくつき、メイは危あやういところで笑い出すのを我が慢まんした。ハシバネの事件以い降こう、瀬川とは頻ひん繁ぱんに会話を交かわすようになったが──いやまったく、こんなにもからかい甲が斐いのある少女だとは思わなかった。

　と、マナが腕うでを伸のばしてメイの口元に手のひらを押し当てた。低く静かな声で、

「メイさんは、黙だまっていなさい」

　命令口く調ちようである。いい加か減げんメイの態度が腹に据すえかねたのだろう、マナにはこういう怖いところがあることを、メイはよく知っていた。口を塞ふさがれたまま抵抗もせずに、こくこくと頭を上下させる。それを見て、マナは「よろしい」と言うように頷うなずき、それを見てナナミはその顔にあからさまな嘲あざけりを浮かべる。

「それで、瀬川さんは──」

「え？　ああ、そうね。確かに用事があったわ。庵あん堂どう先生からの伝言」

「伝言？　どんな」

　聞き返したメイに、ナナミはくいっと顎あごを上げた。宣言をするように高らかに、彼女は言う。

「今日きようこそは御み宿すく会えの開かい催さい日びとなるから、各自そのつもりでいるように──ですって」

　メイは瞬まばたきをしただけでなにも言わない。それはマナも同様だった、二人の視線に晒さらされて、ナナミは少しだけ気まずそうに顔を背そむけた、数秒の沈ちん黙もくに耐たえ切れなくなり、彼女はため息をつくような声で、

「まあ、そういうわけだから、神じん野のさんは家に連絡の電話を入れておくように」

　メイはこれみよがしに嫌いやそうな顔をした。

「えええ～、またあ？　勘かん弁べんしてよもう六回目くらいじゃんその『みすくえ』とかいうのさー」

「……だって、仕方がないでしょう。桐きり山やまさんが見つからないんだから」

「じゃあ見つかってから開催するって言ってよ。毎っ回そう言ってるじゃん。そんで結局中止になるんでしょ？　九時くらいまで待ちぼうけ食くらわせておいてさ」

「…………だから、それは、庵堂先生も悪かったって──」

「あのね、あたし最近お母さんに説教されるんだよ？　『別に彼氏を作っても文句言ったりしないから、噓うそをついて帰る時間を引き延のばすのはやめなさい』とかなんとか。冗じよう談だんじゃないっつーの濡ぬれ衣ぎぬだっつーの」

「私に言われたって知らないわよそんなこと！　文句なら庵堂先生に言ってくれない？」

「うっわなにそれ逆ギレ開き直り？　さいってー、あんたさいてーだね瀬川！」

　マナが咳せき払ばらいをしたので、そこで二人の言い争いは中断された。『お前らマナの飼い犬か？』というタケミカヅチの呟つぶやきを軽かろやかに無視しつつ、メイは脱だつ線せんした話を元に戻もどした。

「──で、本当に、今日こそはその『みすくえ』ってのをやるんでしょうね？」

　ナナミとしてもこれ以上不ふ毛もうな争いをしたくなかったのだろう、今度は素す直なおに頷うなずいて、

「庵あん堂どう先生は自信ありげだったけど。やっと生むす日び山やまの一角に桐きり山やまさんを追い詰つめたんだって」

「……あの、ごめん、前も聞いたかもしれないけど、その桐山さんっていうのは、猪いのししかなにかなの？　『みすくえ』を開かい催さいするために必要な生いけ贄にえとか？」

　実際のところ、これまで御み宿すく会えが延のばし延ばしになっていたのは、ほとんどがその『桐山さん』とやらが原因だった。ナナミの説明も、「桐山さんが見つからなかった」「桐山さんが来なかった」「桐山さんを捕らえたけど逃げられた」「桐山さんは人間を警けい戒かいするようになったらしい」等など々などで、確か遠い昔に『桐山さん』が依より坐ましだと聞いたような覚えはあるのだが、それらの説明を聞くうちに、果はたして本当に『桐山さん』が人間なのかどうか自信が持てなくなってきたのだ。

　ナナミはメイの疑問を当然のものと受け止めたようだった。その上でなお、彼女は首を横に振った。

「『土』の天まが魂たま・サクヤヒメの依坐である桐山ミヅチさんは、れっきとした人間の女性。ただ、その、かなり重度の放ほう浪ろう癖へきがあるの。アマツカサどころか人ひと里ざとにすら降りずにずっと山の中で生活しているし、携帯電話とかも持ち歩かないからろくに連絡を取ることもできない。私も桐山さんを見かけたことは何年か前に一度だけだし」

「……なんか……なんだって依坐ってそんなに変人揃ぞろいなのよ？」

　呆あきれたようにそう言ったメイに、ナナミは軽く肩をすくめてみせた。

「さあね、天魂が変人だからじゃないの？　──それに、大体あなただって依坐でしょうに」

　不ふ意いを突かれた、という感じだった。

　唐とう突とつに真剣な顔になったメイのことを、ナナミは怪け訝げんそうに見た。メイはその視線を中ちゆう空くうにさ迷まよわせて、それから独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「──うん、そういえば、そうだったね」

　自覚はしていたつもりだったんだけど。その言葉は、心の中だけに留とどめておいた。

　ハシバネの事件以い降こう、メイは自分が依坐であるという事実を、徐じよ々じよにではあるが受け入れるようになっていった。しかしそれでも、今のナナミが言ったように、言葉にして「あなたは依坐だ」と指摘されると──なんというか、びっくりしてしまうのだ。火を向けられた動物のように、ほとんど反はん射しや的てきに。

　それでもまあ、以前のように反発も抵抗もしなくなったというだけ、進歩はしているに違いない。実際、あの事件以降メイの『雷いかづち』の能力は飛ひ躍やく的てきに向上していた。タケミカヅチによれば、それはメイがタケミカヅチという天魂の存在を受け入れたから、ということらしい。だからこそ、先ほどナナミにしたような、人体の電気信号を操あやつるという芸げい当とうまでできるようになったのだ。

　と、そこでメイは我われに返り、部屋の中に沈ちん黙もくが満ちていることに気づいた。メイとしては特に他た意いはなかったのだが、ナナミとマナは、メイがどれほど依坐になることに抵抗を持っていたのかをよく知っている。自らの反応を窺うかがうようなその沈ちん黙もくにメイは焦あせり、よく考えもせずにこんなことを口走っていた。

「あ、そういやさ、瀬せ川がわ。御み宿すく会えってのは、要するに依より坐ましの会議なんだよね？」

　突然話題を変えたからか、ナナミは少し驚いたように目を瞬しばたたかせた。が、すぐに気を取り直したように頷うなずく。

「ええ。依坐が直じかに顔を合わせて行う大事な会議。だから、本ほん殿でんで執とり行うことになっているわ。少し距離があるから、ここから車に乗っていく──って、前にも説明したでしょう」

「うん、確かに説明してもらったけど、肝かん心じんなこと聞いてなかったかなって」

「肝心なこと？　なに」

「その会議で、なにを話し合うわけ？」

　ナナミの肩がぴくりと動いた、気がした。その表情にはどんな色も浮かばない。ただナナミは、さりげなく視線を畳たたみの上に落としていた。

「このあいだのハシバネの件は、覚えてるでしょう」

　その言葉に、今度はマナの肩がわずかに震ふるえた。ハシバネ事件で一番怖い思いをしたのは誰だれかといえば、それは彼らに拉ら致ちされてしまったマナであるに違いない。メイは彼女を安心させるようにその肩に手を置いて、それからまたナナミのほうに向き直った。

「まあ、ついこないだのことだからね。それに関係したことなの？　あたし、あれについてはほとんどなにも知らないんだけど」

　ナナミは頷き、話を続ける。

「ハシバネ事件は白びやく檀だんという名前のカラステングが起こしたクーデターのようなものだったけれど、それは彼が単独で起こしたものではないわ。彼の後うしろに、『外部』と呼ばれる組織の手助けがあったらしいの」

「……そしき？　って、悪の組織とか、そういう感じの？」

「悪かどうかは知らないけど、アマツカサに敵対的であることは間ま違ちがいないでしょうね。白檀に協力してハシバネがアマツカサから離れるように工作していたんだから」

　敵対的な組織。よくわからないが、きな臭くさいことには間違いない。ハシバネのときや、両りよう面めん宿すく儺なのときのようなことが起こるのだろうか、と内心で危き惧ぐしながら、メイは質問を重ねる。

「要するに、その組織とかいうのにどんな対策を立てるか、それを話し合いましょう、っていうこと？」

「簡単に言えばそうなるわね。ただまあ、私やあなたが発言する機会はあまりないでしょう。ほとんどはレイコさんから他ほかの依坐たちへの通つう達たつ、という形になるはずよ」

　ふうん、とメイは首を傾かしげる。ナナミの説明を聞いてみても、やはり自分に関係がある事こと柄がらのようにはどうしても思えなかった。そりゃ確かに、メイが依坐である以上は御宿会とやらにも出席しなければいけないのだろう。だが、依坐であるということすらろくに自覚が持てていないのに、そこにアマツカサだのハシバネだの組織だのという単語が絡からんでくると、なおさら縁遠いもののように感じられるのだった。

　と、そこでマナがぽつりと疑問を口にした。

「──その、組織、っていうの、どんなものなんですか？」

　ナナミは眉まゆを寄せる。それを見てメイは驚く。視線は床ゆかに伏ふせたままなのに、彼女の顔が驚くほど険けわしくなっていたからだ。ナナミがこういう表情をすること自体は、決けつして珍めずらしいことではないが──マナの質問のどこに、彼女は気分を害したのだろう。

「そんなこと、私が知るわけないでしょう」

　口く調ちようまで厳しい。マナはそれに反発するでもなく、怯おびえたようにうつむいてしまった。二人の喧けん嘩かを仲ちゆう裁さいしたりするときこそあれほど強い態度を見せるマナだが、基本的に彼女は気弱な少女である。メイは慌あわてたようにフォローを入れた。

「でも、レイコさんや庵あん堂どう先生はその組織がどんなものかっていうのは、少しくらい目め星ぼしがついてるんだよね？　だってなんにもわからない組織がアマツカサに敵対してるなんて、そんな漠ばく然ぜんとした理由で御み宿すく会えとかいうのを開くわけないもんね。でしょ、瀬せ川がわ？」

「……知らない」

　今度はメイが眉を寄せる番だった。瀬川は──なにかを、隠かくしている。直感的にそう思い、問とい質ただす。

「あのさ、瀬川。なにか知ってることがあるなら教えてよ。なんでそんなふうに隠すのよ」

「しつこいわね。なにも隠してないわよ」

「あたしに知られるとなんかまずいことなわけ？　その組織について」

「別に、そういうわけじゃ──」

　そこまで言いかけて、ナナミは慌てて口を噤つぐむ。そのさまに、メイは思わず吹き出してしまった。固めていた拳こぶしを解といて、座ざ布ぶ団とんごとちょっとだけ彼女のほうへ近づいた。ナナミはちらりとメイのことを見たが、距離を取ろうとはしなかった。

「あんたは噓うそをつくのがうまいはずなのにね。そんなふうになるってことは、よっぽど言いたくないことなんだ？」

　緊きん張ちようした猫ねこのように、ナナミは硬い姿勢のまま身体からだを縮こまらせていた。目だけでメイのことを見て、それから小さく息を抜く。

「──そうよ。そのとおり。私は、そのことについて、なにも言いたくないの。もういいでしょう、放ほうっておいてよ」

　メイは、なおも食くい下がる。

「どうして？」

　あまりに素そ朴ぼくなその質問に、ナナミは苛いら立だたしげに腕うでを組んだ。

「こっちが聞きたいくらいだわ。どうして私が、あなたにそれを言わなくてはならないの？」

　メイは不ふ思し議ぎそうな顔でその反問を受け止める。それからちょっと笑い、ナナミの肩を叩たたき、なんでもないことのように言った。

「だって瀬せ川がわ、なんか悩なやんでるんでしょ？　だから言いたくないんでしょ？　なら、それを聞いて確かめて、力になってあげたいと思うのは当然じゃない。だってあたしたち友達だもん」

　あっけらかんとした言葉に、ナナミは呆あきれたような目で、メイのことをちらりとだけ見た。それからすぐに部屋の隅すみに視線を移し、じっと何事かを考えはじめる。

　メイはそれ以上なにも言わずに、我が慢まん強くナナミの返答を待った。彼女とは過去に諍いさかいをしたこともあったし、今でも喧けん嘩かをすることはしょっちゅうだ。それでも、瀬川ナナミが神じん野のメイの友達であることに変わりはなかった。もし悩みを抱かかえているのなら、できる限りのことはしてあげたかった。そうすることによって、少しでもナナミが自分に心を開いてくれるなら、それに越したことはない。メイは単純にそう考えていたのだが──

　しかし、メイの我慢が実を結ぶことはなかった。

　ナナミは押し殺した声で言った。

「別に悩んでなんかいないし、あなたに話すつもりもない。言ったでしょ。放ほうっておいて」

　メイはむっと唇くちびるを曲げた。再び拳こぶしを形作り、軽く畳たたみを殴なぐる。

「なによその言い方。心配してるのに」

「誰だれがあなたに心配してほしいって言ったの？　私は放っておいてって言ったんだけど」

　マナがおろおろしはじめたのが気け配はいでわかったが、メイは自分からこの話を打ち切るつもりはなかった。いい加か減げん、ナナミの態度に腹を据すえかねていたからだ。親切を押しつける気はもとよりないが、断ことわるにしても言い方があるだろう。メイは声を一段階大きくして、やや高こう圧あつ的てきに言う。

「いいから教えなさいよ。大体、あたしはそれを知っていいはずでしょ？」

　ナナミは訝いぶかしげに眉まゆを寄せ、メイはその顔にぴしりと人差し指を突きつけた。

「だって、あたしは依より坐ましだもんね。あんたがよく言う『依坐の責せき務む』を果はたすために、あんたが持ってる情報の開かい示じを要求します。御み宿すく会えに関することならなおさらね。予備知識を持ってたほうが、話し合いもわかりやすいだろうしさ」

　ぐ、とナナミの喉のどが詰つまるのが目に見えるようだった。そういう言い方をされれば、かつてメイに『依坐の責務』を果たすように強制したナナミとしては、答えざるを得えないはずだ。そう踏ふんだからこそ、メイはあえてナナミの責任感を刺し激げきするような言い方をしたのだが──ナナミは目をそらしたまま、こう答えた。

「……そういうことなら、庵あん堂どう先生に聞けばいいでしょう。そっちのほうがずっと詳くわしく説明してもらえるはずよ」

　また逃げられた。メイはそう思い、苛いら立だちをぶつけるように声を大きくする。

「だから、なんでそんな手順を踏ふまなきゃいけないのよ？　あんたが知ってるんだからあんたが教えてくれればいいじゃない」

　それに応ずるように、ナナミも大声で言い返した。

「何回言わせれば気が済すむの？　言いたくないからだって言ってるでしょう。第一あなたに説明したところで、あなたが理解できる話でもないわ」

「うっわ、なにその言い方!?　なんであんたにそんなことが言い切れるのよ！　理解できるかどうか、実際に聞いてみなけりゃそんなことわかるはずないでしょ!?」

「だから！　これは、御み座くら台だいの昔の話なのよ！　昔の話をあなたに聞かせたってしょうがないでしょう!?　どうせあなたはよそものじゃないの!!　そんなあなたに──」

「瀬せ川がわさん！」

　マナの声に、ナナミは不ふ意いに現実に引き戻されたような顔をした。途と端たんにその表情が罪ざい悪あく感かんに染まり、「あ──」と短く息を吐はくように呟つぶやく。だが、そんなことをしたところで一度出してしまった言葉が消え去るはずもなかった。

「……なによ、それ」

　メイは唇くちびるを嚙かみ締しめる。胸からこみ上げてくるのは、怒いかりよりも悔くやしさといったほうが正確な感情だ。拳こぶしを畳たたみにぎゅっと押しつけながら、メイは押し殺すような声を出した。

「──そっか。どうせあたしは、よそものだもんね。あたしになんか聞かせても、どうしようもないことだもんね。だって関係ないんだから」

　ナナミはなにかを言おうとして口を開いた。メイはそれをさせなかった。彼女の言いい訳わけを封ふうじ込めるように、座ざを払って立ち上がる。目の奥おくに熱を感じ、それを見られないために乱暴に踵きびすを返した。吐き捨てるように、メイは言った。

「あんたのことは、仲間だと思ってたんだけど──あたしの勘かん違ちがいか。あんたにとってあたしは、所しよ詮せんよそものでしかないわけね。よーくわかったよ」

「神じん野のさん──」

　メイは聞かずに歩き出し、叩たたきつけるようにして襖ふすまを開けて部屋から飛び出した。背はい後ごから自分を呼び止めるマナとナナミの声を、強ごう引いんに振り払って走りはじめる。今の自分の顔を、誰だれにも見られたくはなかった。どこかひとりになれる場所を探さがすために、メイは次し第だいに早くなっていく足を動かして、天あま総つかさの社やしろ第だい一いち分ぶん殿でんの玄げん関かんへと向かった。




　　　　◆




　遠ざかっていく足音が聞こえなくなると、マナはナナミのほうに向き直った。

　ナナミはその場に立ち上がっていた。なぜ立ち上がったのか、恐おそらく自分でもよくわかってはいないのだろう。ただただ狼ろう狽ばいしたように目を泳がせながら、ナナミは次に取るべき行動を探しているようだった。そんなナナミを見つめながら、ぽつりと、

「……あんなこと言えば、誰だれだって怒おこりますよ」

　非難というよりも、呆あきれるあまり思わずマナはそう言っていた。だが、ナナミはその言葉に、ナイフで抉えぐられでもしたかのように顔を歪ゆがめてしまった。マナは慌あわてて言いい足たした。

「あ、いや、でも、今からすぐに追いかけてちゃんと謝あやまれば、メイさんもきっと許してくれますよ」

　ナナミはマナのことを見る。揺ゆれるその瞳ひとみを見て、マナはただ単純に、瀬せ川がわさんでもこんな顔をすることがあるのか、と驚きを覚えた。常つねに冷れい静せい沈ちん着ちやくで、どんな苦く境きように置かれても動どう揺ようすることはなかったのに。両りよう面めん宿すく儺なにも、ハシバネのカラステングにも、微み塵じんも臆おくすることなく向かっていった勇ゆう敢かんな依より坐ましなのに──

　今のナナミの表情は、友人を失うことを恐おそれる十六歳の少女そのものでしかなかった。

「──あの、楠木くすのきさん」

「はい？」

「その──もし、よかったらで、いいんだけど──」

　言いい淀よどみ、恥はじらうように顔を伏ふせてしまう。その姿に、マナは若じやつ干かんのおかしみと、そして多くの安あん堵どを覚えた。確かにナナミは冷静で勇敢な依坐であるかもしれない。だが同時に、自分と同じ年とし頃ごろの女の子でもあるのだ。だからこそ、マナはナナミが感じていることが、ほとんど手に取るようにして理解できた。

　友達と仲直りするときに、誰かについてきてもらいたいと思うのは、当たり前のことだ。

　だからマナは花のように微笑ほほえんで、自分も立ち上がった。相あい変かわらずうつむいているナナミの手を取って、その顔を上げさせる。にこにこと笑いながら、マナはナナミを勇気づけるように言った。

「もちろん、ひとりで行けなんて言いませんよ。私もちゃんとついていきますから」

　ナナミは上うわ目め遣づかいにマナを見る。おずおずと、

「……でも、いいの？　迷めい惑わくじゃないかしら」

「迷惑だなんて。瀬川さんも、メイさんも、私の大事な友達じゃないですか。仲直りしてもらわないと、私も落ち着かないんですよ。──さ、早く行きましょう」

　マナはナナミの手を引いた。ナナミはそれに、子供のように素す直なおに従う。新鮮といえばあまりに新鮮なナナミのその姿に、マナはさりげなく前を向いてから、くつくつと声を殺して笑ったのだった。




　　　　◆




　いつの間まにか、眠っていたらしい。

　レイコは身を起こすと、軽く頭を搔かきながら机の上の時計を見た。三十分か、小こ一時間。それほど時間は経たってないなと安心してから、ふと自分の下した敷じきになっていた書類の山に視線を落とした。

　分ぶ厚あつく束たばねられたその紙は、日本各地にあるアマツカサ支部からの報告書で、レイコの命令に対していずれも詳しよう細さいな報告を述べてくれてはいるのだが、有ゆう用ような情報はどこにも見当たらなかった。まあ、元から期待はしていなかったのだから、それほど落らく胆たんはしていない。自らの努力が徒と労ろうに終わったことを知って、疲つかれを感じているだけだ。

　もっとも、疲れを感じる原因は──自分が下くだした『命令』そのものなのかもしれないが。

　頭の奥おくに痛みを感じ、レイコは顔をしかめた。最近、頻ひん繁ぱんにオモイカネが話しかけてこようとしている。レイコは机の上の電灯を消して、そのまま仰あお向むけに寝ね転ころがった。闇やみに包まれた世界をじっと凝ぎよう視ししながら、深く、深く、息を吐はく。

　この場所は落ち着くな、とぼんやり考えた。外げ界かいと隔かく絶ぜつしているために、思考を妨さまたげる物音がなにひとつ聞こえてこないからだろうか。勝手に誰だれかが入ってくることもないから、自分を取り繕つくろわなくて済すむからかもしれない。あるいは──

　この空間を作り出したのが、他ほかでもない、庵あん堂どうクロノであるからなのかもしれなかった。

　そんなことを考えた瞬しゆん間かん、隣となりの部屋から物音がした。きろりと視線を動かして、逆さかさまになった襖ふすまを見み据すえる。紙でできたその襖が、とんとん、と沈んだ音でノックされた。起き上がろうともせずに、レイコは低い声で囁ささやく。

「入っていいぞ」

　静かに襖が開いた。誰かが入ってくる気け配はいがしたが、完まつたき闇の中では、輪りん郭かくすらも見み出いだすことはできない。それでも、レイコはそこに立っているのが誰だかわかった。この場所を自由に行き来できるのは、ひとりしかいない。

「首しゆ尾びはどうだった、クロノ？」

　返ってきたのは、やはりレイコがよく知っている、静かで、落ち着いた声こわ音ねだった。

「かなり手こずったが捕つかまえた。これでようやく御み宿すく会えを執とり行えるな」

「ああ、ご苦労さま。──しかし、同じアマツカサの依より坐ましを捕まえるのに、こんなに時間がかかるとはな」

　そう言いながら、レイコは起き上がって電灯を点つけた。それから改めてクロノのことを振り返り──ぽかんと口を開けた。

「なんだその格かつ好こう。泥どろだらけだぞ」

　憮ぶ然ぜんとして思わず笑い唇くちびるを結んだまま、クロノは答える。

「桐きり山やまの馬ば鹿かが土の中に潜もぐったんだよ。俺おれの『闇』じゃ人間と土の区別をつけられないからな。もう少しでまた逃げられるところだった」

　レイコは思わず笑い出した。ひとしきり笑ってから、自分も立ち上がってクロノのほうに近づいていく。土で汚よごれたクロノの鼻先を、人差し指で拭ぬぐいながら、レイコは意い地じ悪わるく先回りをした。

「それで仕方がないから、周りの土ごと桐きり山やまを『闇やみ』の中に吞のみ込んだ、といったところか？　お前にしては豪ごう快かいな力の使い方だな、クロノ。生むす日び山やまの景けい観かんが損そこなわれてなければいいが」

「文句と仕事は桐山に言ってくれ。こいつの能力を使えば、山を直すのなんて容易たやすいことだろう」

　クロノは後うしろを振り向き、レイコも釣つられてそちらを見た。彼が入ってきたときのまま、開け放はなたれた襖ふすまの向こうから、もうひとつの人ひと影かげがゆっくりと部屋に入ってきた。

　桐山ミヅチ──当代の『土』の依より坐まし。白いシャツに黒いズボンという色気のかけらもない服装は、クロノと同じように泥どろに塗まみれていた。レイコと同じくらいの年齢のくせに、不ふ思し議ぎに白いその顔には、すでに老ろう成せいした雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　彼女はしばらく状況を理解しようとするかのようにその場に突っ立っていたが、やがてレイコの姿をその目に認めると、ぼそりと呟つぶやいた。

「レイコ。久しぶり」

「……ああ。ざっと一年ぶりかな？」

「それくらいになるかな。ところで、ここはどこだ？」

　レイコはクロノのほうに向き直り、信じられないといった口く調ちようで、

「もしかしてこいつ、なにもわかっていないのか？　今になっても？」

　その問いに、クロノは薄うすい笑えみを浮かべて答えた。

「少しでもわかっていたなら逃げるはずないだろう。延えん々えん一週間以上逃げつづけたんだから。わかっててやったんだとしたら、このまま『闇』の中に閉じこめて一生出られないようにしてやる」

　言葉の端はし々ばしに不ふ穏おんなものが感じられる。さすがのクロノも、一週間にも及ぶ桐山の逃走は腹に据すえかねていたらしい。レイコは慌あわてて話題を変えた。

「そ、そうか。ところでクロノ、お前も疲れただろう。御み宿すく会えが始まるまで時間があるから、少し休んだらどうだ。桐山への連絡は私がやるから」

「──ああ。そうさせてもらうよ」

　じっとりと疲労が滲にじんだ声でそう言うと、クロノはふらつきながら踵きびすを返し、襖を開けて出ていった。彼の姿が闇の中に消えるのを見届けてから、レイコは桐山と相あい対たいした。彼女は顎あごに手を当てて、何事か考えているようだったが、やがて人差し指をぴんと立てると、名めい推すい理りを思いついた探たん偵ていのようにそれをレイコのほうに向けてきた。

「そうか。私を追いかけていたのはお前たちか。道どう理りでよく名前を呼ばれると思った」

　そこから気づいていなかったのか。レイコはこめかみを指で押さえながら、

「名前を呼ばれていながら、どうして応こたえなかったんだ？　おかげでずいぶん時間を無む駄だにしたんだぞ」

「そんなこと思いつきもしなかった。逃げるときは逃げること以外考えない」

「だから、なんで逃げる必要がある？　呼ばれてるんだから顔を出せばいいじゃないか」

　桐きり山やまは、なにを言っているのかわからない、という表情で、平然と答えた。

「お前たちが追いかけてくるからだろう。追われたら逃げるのは当たり前だ」

「……野生動物か、お前は」

　そう言ってから、まあそうかもしれないな、とレイコは口の中で呟つぶやいた。桐山ミヅチはアマツカサの中でも、人ひと前まえに滅めつ多たに姿を現さないことでよく知られている。ここで言う『人前』とは文字どおり人間の目の前という意味で、彼女は御み座くら台だいの山々をねぐらとして生活し、その気になれば人間社会が滅ほろび去っても生き延のびていけるというたくましいライフスタイルを確立しているのだ。社会からほとんど隔かく絶ぜつして生きているという点においては、桐山ミヅチは人間というよりも野生動物に近い存在だった。

　とはいえ、彼女自身は別べつ段だん人間嫌ぎらいというわけでもないらしい。土ど砂しや崩くずれなどの災害が起きたときはどこからともなく現れ、率そつ先せんして『土』の能力を振るって復ふつ旧きゆうに尽じん力りよくし、それが終わるとなにも言わずに消え去ってしまう。変人ではあっても、彼女が自らの力を他者のために役立てる、立りつ派ぱな依より坐ましであることに違いはなかった。

　と、そんなことを考えていると、桐山が低い声で尋たずねてきた。

「御み宿すく会えをやるのか？」

「ん。そうだな、今から大体──二時間ほど後のちに執とり行う予定だ」

「ずいぶん急な話だ」

「……こんなぎりぎりまで連絡ができなかったのは、一いつ体たい誰だれのせいだと思ってる？」

　桐山は瞬まばたきをして考え込んでしまった。こいつに自覚を求めるほうが間ま違ちがいだ、と思い直し、レイコは構かまわずに連絡を続けた。

「まあ、そういうわけだから、お前にも出席してもらうぞ、桐山。岩いわ室むろ以外の依坐には全員出席してもらうことになってるからな」

「それはいいけど──議題は？」

　短く尋ねた桐山の言葉に、レイコは自分の心がさざめくのを感じた。しかし、それはすぐに鎮しずめることができた。これから自分は、その『議題』に関する様さま々ざまな問題を処理していかなくてはいけないのだ。ただの質問程度でいつまでも動どう揺ようしていては、仕事が務つとまるはずもない。

　レイコは手を伸のばして机の上の報告書類を摑つかむと、それをそのまま桐山に放ほうり投げた。彼女はそれを受け取り、目を通しはじめる。その姿を見るともなく見つめながら、レイコは言った。

「少し前に、生むす日び山やまが騒さわがしくなったことはお前も知ってるだろう」

「──ああ。鳥が騒いでいた。ハシバネに関することか」

「そうだ。ハシバネが外部から『何者か』の援助を得て、アマツカサから離り反はんしようとした。御宿会の議題は、その『何者か』への対処法についてだ」

　桐きり山やまは黙もくしたまま報告書類をめくった。しばらく熟じゆく読どくしていたかと思うと、不ふ意いに口を開いた。

「タカヤか」

　肯こう定ていも否定もせず、レイコは事実だけを口にする。

「外部の『何者か』は私の能力を知っていた。アマツカサの最高機密である、オモイカネの能力のことを」

「今御み座くら台だいにいないものの中で、そのことを知っているのはタカヤだけ。なるほど、可能性は一番高い」

　それから桐山は顔を上げて、レイコの顔をまっすぐに見た。彼女の目は独特の光を宿やどしている。知性ある獣けもののような光。汚けがれているわけでも純じゆん真しんなわけでもない、ただあるがままに生きているものの、どこまでも透すき通った瞳ひとみだった。

「お前、本当にタカヤのことを疑うたぐっているのか」

　その瞳は、人から噓うそをつく能力を失わせる。レイコは力なく首を振り、正直に答えた。

「私は可能性がもっとも高いものを疑う。それが誰だれであろうと関係ない。現時点で私たちが知る中で、アマツカサに敵対していて私の能力を知っているのは、タカヤだけだ」

　桐山はなにも言わずに、再び報告書に目を落とした。ややあって、ぽつりとだけ感想を述べる。

「……大変だな。祭さい主しゆというのは」

　小さく笑って、レイコは肩をすくめてみせた。

「仕方ないさ。それが私の務つとめだもの」

　桐山の頭がほんの少しだけ動いた。頷うなずいたのかもしれないが、確信は得えられない。ただ彼女は報告書を読むのをやめて、まっすぐに背せ筋すじを伸のばすと、初めて大きな声を出した。張りのある、ハスキーな声だった。

「了りよう解かいした。『土』の依より坐まし・桐山ミヅチは、御み宿すく会えに参加し、アマツカサに対して可能な限りの奉ほう仕しをすると誓ちかおう」

　突然改まった桐山にやや面めん食くらい、レイコはしばらくのあいだ彼女のことをまじまじと見つめた。やがて、彼女が自分に対して協力を申し出てくれたのだということを理解すると、我われ知らず笑えみがこぼれた。仲間に信頼を示されて、嬉うれしく思わない人間がどこにいるだろう。

「ありがとう。嬉しいよ、桐山」

　素す直なおにそう言うと、桐山は少しだけ照てれたような表情を浮かべた。彼女のそんな顔を見るのは初めてのことだ。人ひと並なみに『照れ』という感情があったのか、とレイコはやや失礼な驚きを感じた。

「私のは大たいした能力じゃないが、頭のいいお前なら使い道を考えつくだろう。──しかし、レイコ」

「うん？」

「仮かりに、タカヤが本当に私たちの敵に回ったとして──」

　そこで言い淀よどみ、言葉を選ぶような間まが生まれた。それだけで、レイコは桐きり山やまがなにを言いたいのかを完かん璧ぺきに理解することができた。猫ねこのように大きなその瞳ひとみを静かに閉じて、彼女はなにかを耐たえているような口く調ちようで、こう答えた。

「言っただろう。相手が誰だれであろうと関係ない。アマツカサに敵対するなら、戦うまでだ。それに──」

　そこでレイコは、あえぐように息を吐はいた。自分が今どういう気持ちを抱いだいているのか、それすらも判はん然ぜんとしない。諦あきらめや悲しみ、怒いかりや苛いら立だちが入り混じった黒いものが、胸の中に渦うずを巻いている。ただ、その中でひとつだけ、はっきりと自覚できる感情があった。

　それは恐おそらく、覚かく悟ご、と呼ばれる種類のものだ。

　レイコは笑う。自分でもそれとわかる作り笑顔。腕うでを組んで口元だけを笑えませながら、彼女は桐山に向かって、透明な声で言った。

「弟の不ふ始し末まつを片付けるのは、姉の役目だ」




　　　　◆




　どれくらい歩いていたのか、自分でもよくわからなかった。

　ずいぶん遠くまで来たような気もするし、同じところをぐるぐる回っていただけのような気もする。とりあえずメイにわかるのは、視界の中には天あま総つかさの社やしろの家か屋おくが見当たらないことと、どうすれば元いた場所に戻もどれるのか、さっぱりわからないということだけだ。

　右を見ても左を見ても、立ち並ぶのは木々ばかり。道を尋たずねてみようにも、人ひと影かげどころか半径十メートルに存在する生き物は頭上の鳥くらいのものだった。彼らの吞のん気きな囀さえずり声に、なんだか馬ば鹿かにされているような気がして、メイは憮ぶ然ぜんとした表情のまま歩みを早めた。一方で、頭の中にいるもうひとつの人格に対して質問を開始する。

「ね、タケミカヅチ。どっちに行けば第だい一いち分ぶん殿でんに着けるのか、わかる？」

『わかるわけねぇだろアホかお前は。自分で歩いてきたんじゃねえか。帰り道くらい自分で見つけろ』

　半なかば予想がついていたとはいえ、やはりタケミカヅチの言葉は厳しかった。普ふ段だんならばそれに猛もう然ぜんと反発し、今までに何度となく繰くり返してきた不ふ毛もうな口くち喧げん嘩かを開始しているところだったが──なんだか、今は、そんな気も起こらなかった。

　ナナミに言われたことが、まだ胸の奥おくに刺ささったままだからだ。

　そんなメイの心しん情じようを読み取ったのか、タケミカヅチが呆あきれたような口く調ちようで、

『──っとにお前は肝きもっ玉たまの小さい奴やつだな。文句があるんだったらあの場で気が済すむまで喧嘩でもなんでもしてりゃよかったじゃねえか。そうすればこんなところで迷まい子ごになることもなかっただろうによ』

「……うるさいな。少し黙だまっててよ」

　反論の声は自分で意図いとしていたものよりも遥はるかに小さくなってしまい、そのあとに続いたため息のほうが、よほど大きく木々のあいだに響ひびき渡った。

　タケミカヅチに言われるまでもなく、あの場で逃げ出してしまったのは失敗だった、とメイにもわかっていた。友人とは、たとえ食くい違ちがっていても腹を割って意見をぶつけ合える間あいだ柄がらであるとメイは考えている。ナナミと握あく手しゆしてから日は浅いが、それでも彼女が自分の友達であることに変わりはない。文句があるならばぶつければよかったのだ。逃げ出す必要はどこにもなかった。

　それでも飛び出してしまったのは──ナナミの言葉が、許きよ容よう量りようを遥かに超えてショックだったからだろう。

　よそもの。ナナミはそう言った。反はん射しや的てきに出てきた言葉だろうし、ナナミに悪意がなかったであろうことはメイにもわかっている。彼女は多分に独どく善ぜん的てきで心が狭せまいが、人に悪意を持つことができる少女ではない。

　だが、悪意のない言葉にも傷つくことはある。それはきっと、その言葉が真実だからだ。

　よそもの。確かに。メイは御み座くら台だいの中で、これ以上ないくらいによそものだった。ほんの二ヶ月前に引っ越してきて、たまたま天てん魂こん碑ひに触ふれてしまったことで御座台に古くから伝わる『天まが魂たま』と呼ばれる能力を得えてしまった。ただそれだけの理由で依より坐ましになったメイは、御座台の歴史もアマツカサの過去もなにも知らない。アマツカサにおける重要行事と思おぼしき、『御み宿すく会え』と呼ばれるものが一いつ体たいどういうものなのか、それすらも知らないのだ。昔から御座台に住んでいるものにとっては、メイはよそもの以外の何者でもない。

　と、そこで不ふ意いにタケミカヅチの声が割り込んできた。

『……だからなんだ？　知らないなら、今から知ればいいだけの話だろうが』

　自分でも意外なことに、それを不ふ愉ゆ快かいには感じなかった。メイは誰だれにともなく頷うなずきを返すと、独ひとり言ごとのようにこう答えた。

「そうだよ。あたしもそう思った。だから瀬せ川がわに、なんで御宿会をやるのかって聞こうとしたんじゃない」

『あァ、それでか。お前にしてはやけにしつこく絡からむなと思ってたんだが』

「うん──ま、そこでカウンター喰くらわされちゃったんだけどね」

　そう言って、メイは今日きよう何度目になるのかわからないため息をついた。

　いずれにしろ、ここでいつまでもうじうじしていても仕方がない。今はとにかく第だい一いち分ぶん殿でんに戻もどることだ。そうしてもう一度ナナミに会って、話をつけなければいけない。メイは覚かく悟ごして依坐になったわけではないから、依坐の責せき務むとナナミがよく言う力持つ者の責任に対して積極的なわけではないが、事前に最低限の情報を得えておこうと思うくらいには、自分の持つ力を前向きに捉とらえるようになっていた。『いい傾けい向こうだな』とタケミカヅチが満足げに呟つぶやくのが、耳の奥おくで聞こえた。メイはうんざりとしたように、

「そう思うんならちょっとは協力してよ。このあたりに見覚えは？」

『ないな。つーか外の景け色しきなんていちいち俺おれが覚えてるわけねえだろうが』

「使えないなあ、もう──」

　そうぼやいたところで、メイは不ふ意いに歩くのをやめて、耳をそばだたせた。

　風が吹き、木々がさざめく。それとは別の葉は擦ずれの音が、どこからか聞こえてきていた。その音の主ぬしが人間であることを期待しながら、メイは注意深く聞き分けて、音の方向を特定しようとした。

　その瞬しゆん間かんメイのすぐ目の前の茂しげみを搔かき分けて、ひとりの青年が現れた。

　メイが驚いて飛び退すさるのと、青年がメイの存在に気づいたのは、ほとんど同時だった。もしもこのときメイが注意して彼の様子を観察していれば、青年がメイなどよりもよほど強い驚きと──そして、警けい戒かいの念を抱いだいていることに気づいただろう。が、このときのメイにはそんな観察をする余裕はどこにもなかった。初めて目の前に現れた救いの糸に、彼女は後あと先さきも考えずに縋すがりついていた。

「あ、あのっ、すいません！」

　先ほどメイがしたのと同じように、やや身を引きながら、青年は訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。自分が怪あやしまれていると感じ、メイは咳せき払ばらいをしてから笑顔を作る。やや強こわ張ばっていたかもしれないが背に腹は代えられない。なにか突っ込まれる前に言葉を続ける。

「あたし、道に迷っちゃったんです。ほら、この辺って目印もなにもないから、どっち行けば戻もどれるのかさっぱりわからなくて。それでですね、どっち方向に行けば第だい一いち分ぶん殿でんに着くのか、教えていただけるとすごーく助かるんですけど……」

　そこで言葉が途と切ぎれ、沈ちん黙もくがあたりを包んだ。青年はなにも言わない。ただ先ほどよりは、幾いく分ぶんか警けい戒かい心しんが薄うすれたようだった。じっと自分を観察している青年のことを、メイも改めて観察してみることにした。

　年齢は二十歳はたち前後で、まだ十一月だというのに、白色のような灰色のような、白はく衣いのような外がい套とうのような上着を着ている。背は平均よりやや高いくらいで、体重は平均よりもやや軽いくらいだろうか。顔立ちは整っていて、男性としては充分に魅力的といってよかったが、美形というのとは少し違う。目は大きいけれど鋭するどくて、じっと見つめられているうちに落ち着かない気分になってくる。薄いくせに横に大きな唇くちびるも、特徴のひとつとして数えられるに違いない。

　総そうじて、猫ねこ科かの動物のような印象を受ける。

　ふと、頭に引っかかるものを感じた。誰だれかに似ている。有名人の誰かではなく、知人の誰かの面おも影かげがあるのだ。だが、それが誰なのかに思いを巡めぐらせるよりも先に、彼はある方向を顎あごで示すと、そのままそちらに向かって歩き出した。背中越しに発した声は、歳としに似つかわしくない落ち着いた響ひびきを含ふくんでいた。

「ついておいで。この辺ならよく知っているから、案内できると思うよ」

「あ──はい、ありがとうございます！」

　その背中に深々と頭を下げ、メイは小こ走ばしりに彼のことを追った。横に並ぶようにして足を動かしながら、目だけで彼を見上げて軽く会え釈しやくをする。と、不ふ意いに青年は口を開いた。

「君、名前は？」

　あまりに唐とう突とつだったので、とっさに答えが返せなかった。言い淀よどんでいるうちに、青年はさらに言葉を重ねてきた。

「ああ、悪い、自分から自己紹介すべきだったな。俺おれは──沢さわ村むら、だ。本ほん殿でん管理部所属」

　メイは目を見開いて青年──沢村のことを見つめた。その名前にはメイにも心当たりがある。これまでメイが出会った人間の中で一、二を争うほど身体からだが大きいくせに、虫も殺せないような優やさしい顔をした運転手の人（本当は違うのかもしれないけど）。見覚えがあると感じたのは、あの沢村さんの身み内うちの人だからだろうか？　──いや、違う。この沢村さんとあの沢村さんとでは、似ても似つかない。
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　と、そこでメイは、答えを待つように沢村が自分のことを見つめているのに気づいた。慌あわてて自分の名前を口にする。

「あたしは、神じん野のです。神野メイ」

「……神野、メイ。もしかして、『雷いかづち』の依より坐ましの？」

　メイは少し驚いて沢さわ村むらのことを見返した。自分が依坐だということを、彼が知っていたから──ではない。アマツカサの職員に、そのことを確認されるのは初めてだったからだ。メイはこくりと頷うなずき、

「はい。二ヶ月くらい前になったばっかりなんですけど」

「そうなんだ。いや、実は本ほん殿でん管理部所属っていっても、俺おれちょっと前に東京からこっちに来たばっかりだからさ。色々知らないことが多いんだよね」

　頭を搔かきながらそんなことを言う沢村に親近感を覚え、メイは小さく微笑ほほえんだ。

「東京からなんですか？　あたしもそうなんですよ。お父さんの仕事の都つ合ごうで、こっちに引っ越してきて」

「へえ──それじゃ、君も大変だろう。東京から来た人が依坐なんて聞いたことないからね。わからないことも多いんじゃないのか？」

　沢村に悪わる気ぎはなかったのだろうが、メイはようやく治りかけた傷口に無む理り矢や理り手を突っ込まれたような気分を味わった。表情を曇くもらせて、うつむいてしまう。そんなメイのことを見て、沢村は気まずそうに目を細めた。

「……ごめん、なんか変なこと言ったかな？」

「──いえ。ただ、ちょっと──」

　またもやため息が漏もれた。せっかく忘れかけていたのに、これではいけない。沈みかけた気分を持ち直すために、メイは無理矢理顔を上げて、もう一度沢村のことを見た。そこでふと、あることを思いついた。沢村は本殿管理部に所属しているらしい。それならば、もしかしたら、ナナミが教えてくれなかったアマツカサの『敵』について、なにか知っているのではないだろうか。

「沢村さん。ちょっとお聞きしたいことがあるんですけど」

　沢村は少し面めん食くらったように、

「……まあ、俺に答えられることなら答えるけど。さっき言ったようにこっちに来たばっかだから、ほとんどなにも知らないよ？」

「でも、御み宿すく会えが行われるってことは、知ってますよね？」

　沢村はぴたりと立ち止まった。勢いきおい余あまって一歩だけ前に出てしまったメイのことを、その大きな瞳ひとみでじっと見つめる。それから彼は、独ひとり言ごとのように、

「──なら、本殿か──」

「え？」

「ああ、いや、こちらの話。確かに、御宿会が近いうちに執とり行われると、聞いたことはあるよ。で、それが？」

「その御み宿すく会えの議題っていうのが、アマツカサに敵対する組織について、ってことらしいんですけど──その組織について、なにか知ってますか？　もし知ってるなら、教えてほしいんです。だってほら、一いち応おうあたしも出席するわけですから」

　数秒の沈ちん黙もく、それから沢さわ村むらはついと目をそらした。これはダメかな、と半なかば諦あきらめかけた瞬しゆん間かん、沢村がおもむろに口を開いた。

「知ってるよ」

「……えっ!?　ほ、本当ですか？」

　メイの答えに、沢村は声を立てて笑い、

「自分で聞いておいて『本当ですか？』はちょっとひどいんじゃないかな。──まあ、俺おれもそんなに詳くわしいことは知ってるわけじゃない。というか、アマツカサ自体、それほど詳しくは知らないんだと思うよ。組織の名めい称しようも、規模も、人じん員いんや構成も」

　メイは首を傾かしげた。それではなにもわからないのと一いつ緒しよではないか。が、沢村はそんなメイの疑問を読み取ったかのように、言葉を続けた。

「ただひとつだけわかっていることがある。その組織に、昔、アマツカサから離り反はんした人間が参加している、ということだ」

　メイは純じゆん粋すいな驚きを浮かべた。

「……離反、って、裏切ったっていうことですか？」

　その言葉に、沢村はかすかに笑った。皮ひ肉にくな笑えみだった。

「平たく言えばそういうことになる。ま、仮かりにアマツカサを辞める人間がいたとしても、そいつがただの人間であるのならなんの問題もなかったんだ。問題なのは──その裏切り者が、依より坐ましだった、ということだ」

　メイは息を吞のんで、沢村の顔を見つめた。彼の表情から、笑みが消えることはない。楽しんですらいるような口く調ちようで、彼はメイに質問する。

「意外そうだね。依坐は全員が全員、アマツカサに絶対の忠ちゆう誠せいを誓ちかっていると思ってた？」

　メイは言いにくそうに、

「──えと、はい。その、今まであたしが見てきた依坐の人たちは、みんな──なんて言うか、責任感が強くて、立りつ派ぱな人たちばかりでしたから。そういうことをする依坐がいるなんて、考えてもいませんでした」

　沢村は頷うなずいて、再び歩きはじめた。そのあとについて歩きながら、メイはナナミのことを頭に思い浮かべていた。

　彼女はアマツカサの『敵』について話すことを、最後まで拒きよ絶ぜつしていた。今思い返してみれば、それは『敵』に対する嫌けん悪おのあまりというよりも──『敵』を『敵』として認めたくないからだったのかもしれない。ナナミは誰だれよりも、依坐という存在に誇ほこりを持っている少女だから。

　メイはもう一度、沢さわ村むらに尋たずねた。

「……その裏切った人って、どんな人だったんですか？」

　少しの間ま。それから沢村は、逆ぎやくに聞き返してきた。

「それは、そいつがなぜアマツカサを裏切ったのか、という意味かな？」

　メイは一いつ瞬しゆんだけ押し黙だまったが、すぐに大きく頷うなずいた。よそものであるメイには、御み座くら台だいの過去になにが起こったのかを知る由よしもない。だが、知る必要はあるのだ。

　メイは自分のことを、依より坐ましであると認めたのだから。

　その顔を見て、沢村は息を抜くようにして笑う。前を向いた彼の瞳ひとみに、昔を懐なつかしむような遠い色が宿やどっているのが見えた。やがて沢村は、子供におとぎ話を聞かせる語かたり部べのような口く調ちようで、ゆっくりと話しはじめた。
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「私の成長ぶりを見てください」と自信満々に言われたから見ているが、実際のところ感心するよりも「寒くないのかな」という気持ちのほうが強かった。が、タカヤのそんな思おも惑わくなど無視するように、水面下を移動する肌はだ色いろはぐいぐいとその速度を増していく。水泳の日本記録を時速に直せば七キロメートルほどだと記憶しているが、彼女の身体からだは優ゆうにその五倍もの速度で移動しているように見えた。

　しかし、まあ、確かに。これが一ヶ月前に依より坐ましになったばかりの少女の動きだというのなら、それは賞しよう賛さんに値あたいするのかもしれない。俺おれのときはどうだったかな──と思いを巡めぐらせようとした瞬しゆん間かん、低く、威い厳げんのある声が頭の中に響ひびいた。

『タカヤが己おれを宿やどしてから一ヶ月の時点では、まだ依坐と呼べる段階にはとても至いたってなかったように思う』

（……そうだったか？　蔓つるも動かせなかった？）

『それくらいはできていたが。触ふれた生き物を動かすことが「生命」の依坐の本ほん分ぶんか？』

　そう言われてはなにも返せず、タカヤは笑ってごまかした。

（まあ、昔の話はいい。問題は今だ。あの子が終わったらなんと声をかけてやればいいか、そっちのほうがずっと問題だよ）

『そのようなことは考えずともよい。余よ計けいな修しゆう飾しよくなどタカヤには似に合あわぬ。思ったことを口にすればそれでよいのだ』

（そんなもんかね）

　確かに、自分は噓うそをつくのも世せ辞じを言うのも苦にが手てだ。回かい遊ゆう魚ぎよのように池の中を巡めぐっているあの子とて、そんなものを期待してはいまい。まだ十一歳という年少ながら、真面目まじめさや向こう上じよう心しんはタカヤをはるかに凌しのぐものを持っている。率そつ直ちよくな感想を述べれば喜んでくれるだろう。

　やがて、水面下の肌はだ色いろが次し第だいに速度を落としていった。タカヤのいる岸までゆったりと辿たどり着くと、彼女はようやく水上に顔を出した。そこで初めて気づく。たった今まで、彼女は息いき継つぎをしていなかった。それも『水』の支配でどうにかなるものなのだろうか。だとしたら──それは、純じゆん粋すいにすごいという他ほかない。

　ざばりと水から上がり、自分のほうに近づいてきた少女──瀬せ川がわナナミに、タカヤは用意していたバスタオルを放ほうってよこした。それを器用に受け取って、頭を抱かかえるようにして髪かみを拭ふきながら、ナナミはまっすぐに尋たずねてきた。

「どうでしたか、タカヤさん？」

「感心した。たった一ヶ月でよくここまでできるようになったもんだね」

　タカヤの賞しよう賛さんを聞いて、ナナミは照てれたように笑った。

「ありがとうございます。でも、まだまだタカヤさんには敵かないません」

　謙けん遜そんか本気か。ナナミの性格から考えるに、後こう者しやだろう。タカヤはわざとしかめ面つらを作り、

「当たり前だ。俺おれが依より坐ましになったのは今のナナちゃんくらいの歳としの頃ころだぞ。こんな短期間で抜かれたら立たつ瀬せがないじゃないか」

　それを聞いて、ナナミは声を立てて笑った。その笑い声に触しよく発はつされたように、タカヤも表情を崩くずした。

　それからナナミは、訓練用貯ちよ水すい池ちのほとりに備そなえ付けられている、真っ白なテーブルセットに腰を落ち着けた。風が吹き、彼女は寒そうに身体からだを震ふるわせる。部屋に入ったほうがいいんじゃないかな──とタカヤが言うより先に、ナナミは至いたって真面目な表情で口を開いていた。

「それで、他にはどうでした？」

「え？」

「今回はなるべく水を揺ゆらさないようにして移動してみたんです。だから水面のすぐ下を移動しました。そうすれば、タカヤさんにも波は紋もんが立っているかどうか、わかりやすいと思ったんですけど──」

　タカヤは目をぱちぱちとさせ、それからついと視線を外はずした。そんなことしてたのか。全然気づかなかった。が、正直にそう言えば、ナナミの怒いかりを買うことは必ひつ定じようだ。なるべく平静を装よそおいつつ、

「ああ、うん、そう、波紋ね。うん。なかなか良かったんじゃないかな」

「……タカヤさん？」

　剣けん吞のんな響ひびきが混じった声に、タカヤは恐おそる恐るナナミのほうに向き直った。柳りゆう眉びを逆さか立だてて、彼女は「ぱん」とテーブルを叩たたく。

「困りますよ。ちゃんと見ててくださいと言ったじゃないですか。これじゃ訓練になりません」

「……いや、ごめん」

　頭を搔かきながら素す直なおに謝あやまる。それでもナナミはしばらく膨ふくれっ面つらをしていたが、やがてぷっと吹き出してしまった。それを見てタカヤは胸を撫なで下ろし──それから、今までなんとなく考えていたことを口にした。

「でもさ、やっぱり俺おれはこういう役目には向いていないよ。人に教えることができるほど熟じゆく練れんしてるわけでもないし」

　ナナミの顔から笑えみが消えた。わずかに目を見開く。首にかけていたバスタオルで口元を隠かくし、上うわ目め遣づかいにじっと見み据すえてくる。その視線に、なんとなく気まずいものを覚えながら、彼はぼそぼそと続ける。

「こういうのは、ベテランに任まかせたほうがいいと思う。ほら、今ならちょうどクロノが大学から戻もどっているだろ？　俺よりもあいつに教えてもらったほうが──」

「嫌いやです！」

　叫んでナナミは立ち上がる。あまりの剣けん幕まくにタカヤは声も出ない。確かに自分がナナミの指導役をやっているのは、彼女が特に願ってタカヤを指名したからだが──しかし、ほのめかしただけでここまで怒おこられるとは、微み塵じんも思っていなかった。

　ナナミはさらに数回テーブルを叩き、なにかを言おうと口を開いた。が、結局そこから言葉が出てくることはなかった。次し第だいにその顔が赤くなっていき、それを見られるのを恥はじるかのように、彼女は身を翻ひるがえして、第だい一いち分ぶん殿でんのほうに走り去っていった。その背中を呆ぼう然ぜんと見送っていると、不ふ意いに後うしろから声をかけられた。

「なにをしたんだ、タカヤ？　あの子をあんなに怒らせるなんて」

　怜れい悧りなその声にぴんと背せ筋すじを伸のばし、恐おそる恐る振り返る。いつの間まに現れたのか、そこには自分の実の姉である天てん条じようレイコの姿があった。彼女はテーブルを回り込んで、今までナナミが座っていた椅い子すに腰掛けると、頰ほお杖づえをついてからかうような眼まな差ざしをタカヤに向けてきた。

「彼女の指導役はお前だろう。きちんとしてもらわなければ困る」

「……そのことで、ちょっと揉もめたんだよ」

　タカヤは大おお雑ざつ把ぱにナナミとの会話の経けい緯いをレイコに説明した。実際のところ、自分などよりも庵あん堂どうクロノのほうが、指導者としてはるかに適てき任にんだとタカヤは考えていた。なにしろ彼は、かつてタカヤを依より坐ましとして育て上げた本人なのだ。クロノの元生徒であるタカヤは、彼の教育者としての能力を微塵も疑うたがっていなかったし、それはレイコも同様のはずだった。だからこそ、タカヤはレイコの賛さん同どうが得えられると思ったのだが──

　話を聞き終えたレイコが取った態度は、意外なものだった。彼女は深ふか々ぶかとため息をつき、

「お前は、まったく──鈍にぶいというか、疎うといというか」

　タカヤはむっと眉まゆを寄せて反論する。

「なんだよそれ。間ま違ちがったことは言ってないだろ」

「本気でそう思ってるのか？　彼女の目標が一いつ体たい誰だれなのか、知らないわけじゃないだろう」

「……それは……」

「そう。それは、お前だ。天てん条じようタカヤ、お前こそが彼女の理想の依より坐ましなんだ。実際の能力なんか関係ない。彼女はお前にこそ教えてもらいたいと思っている。お前の元でこそ安心して訓練ができると考えているんだ。仮かりに指導役をクロノに代えたところで、不満と不安で訓練効こう率りつが落ちるだけだと私は思うな」

　タカヤは黙だまり込んだ。レイコの言うことにも一いち理りある、そう思った。

　ナナミはタカヤのことを慕したっている。いくらタカヤでも、それくらいはわかる。

　あるいはそれは、ナナミが孤こ児じだからなのかもしれない。寄よる辺べない子供には、甘える相手が必要だ。なにかにつけてナナミの面めん倒どうを見るタカヤなどは、懐なつくには最適の相手といえるだろう。

　あるいはそれは、タカヤがナナミの命を救ったからなのかもしれない。事故で家族を失い、自らも死に瀕ひんしていたナナミを、タカヤは自らの『生命』の能力で救った。そんな彼に、ナナミが親愛の念を抱いだいたのは、あるいは必然のことだったのだろう。

　理由は数多あまたあれども、ナナミがタカヤに傾けい倒とうしていることは間違いない。

　そして、それこそが問題なのだと、タカヤは思うのだ。

「……ナナちゃんはさ」

「ん？」

「俺おれには色んなことを話してくれるんだ。『水』をどれだけ支配できるようになったとか、磐いわ門との中で咲いている花を見つけたとか、沢さわ村むらさんにお菓子をもらったとか。本当に色々な、ほんの些さ細さいなことでも俺に話してくれる」

「…………」

「でも、あの子が学校の友達の話をしているのを聞いたことは、ほとんどない。外では──あまり、笑うこともないらしい。沢村さんが言ってた。ナナちゃんが笑顔を見せるのは、俺の前でだけだってさ」

　タカヤは立ち上がり、目の前に広がる訓練用貯ちよ水すい池ちに目を遣やった。水みな面もに反はん射しやする日の光にそっと目を細める。

「自分で言うのもなんだけど、俺は確かにナナちゃんに好かれてる。でも、世の中は好きな相手とだけ一いつ緒しよにいればいいってもんじゃないだろう？　今のナナちゃんを見てると、なんだか俺のほうが不安になってくるんだ。この子は将来、依坐であること以外なにもない人間になっちゃうんじゃないかって」

　タカヤは照てれたように笑い、

「まあ、俺おれみたいなガキがこんなこと言うのもおかしいか。でも、そう思うんだから仕方がない。依より坐ましであることがすべてなんて、そんなのは不自然すぎる」

「……ふむ」

　小さく息を吐はき、レイコは椅い子すにもたれかかった。色の映うつらない、猫ねこのように大きな瞳ひとみでタカヤを見み据すえながら、ぽつりと、

「驚いたな。お前にもそんな細かな気き遣づかいができたのか」

　タカヤは顔をしかめ、

「悪かったな。らしくなくて」

「誰だれもそんなこと言ってないだろう。これでも褒ほめているつもりだぞ」

「レイ姉ねえの褒め言葉は馬ば鹿かにしてるように聞こえるんだ」

　レイコは目を細めた。彼女の家族であるタカヤは、それがレイコの不ふ機き嫌げんを表すものであることを知っている。咳せき払ばらいをし、強ごう引いんに話を戻もどす。

「──だから、まあ、そういうわけで、俺よりもクロノのほうがいいんじゃないかって思ったんだよ」

「クロノなら、彼女をまともな依坐として育て上げることができる、と？」

　タカヤは苦く笑しようを浮かべて、レイコの言葉を訂てい正せいした。

「まともな人間として、だよ。ナナちゃんは依坐だけど、それだけがすべてじゃない。クロノならきっと、そのことを教えられると思う。──レイ姉だって、クロノのことは信しん頼らいしてるだろ？　あいつに任せれば、きっとうまくいくよ」

　じっと黙だまり込んで、レイコは何事かを考えはじめた。その表情にはどんな感情も映っていない。レイコのこういう顔を見るたびに、タカヤはなんとなく不安になる。実の姉であるレイコの知性や判断力には、いささかの疑うたがいも抱いだいてはいないが、家族の温あたたかみを求めるには、彼女は不ふ適てき当とうな相手だった。そう。家族として、親しむならば──

「……そういえば、ミコはどこだ？」

　思い浮かべようとしていた名前をレイコに言われて、タカヤの心しん臓ぞうがぎくりと鳴った。

「な、なんだよ、いきなり」

「いきなりじゃない。そもそもお前に声をかけたのは、ミコの行ゆく方えを尋たずねるためだったんだ。知っているか？」

　タカヤは軽く肩をすくめ、

「さあね。本ほん殿でんのあの場所じゃないの？　あそこはクロノとミコ姉、二人のお気に入りの場所だから」

　タカヤのその言葉に──レイコは、さらにうっすらと目を細めた。

　面めん食くらったタカヤから距離を置くようにして、レイコはゆっくりと歩き出した。ありがとうの一言もなしかよ、と考えかけた瞬しゆん間かん、彼女はくるりと振り返って、相あい変かわらず事務的な口く調ちようで言った。

「教えてくれてありがとう。本ほん殿でんを調べてみるよ」

　嫌いやな汗あせが滲にじむ。タカヤはレイコの能力を知っている。触ふれられた記憶はないが──それでも、ときとしてオモイカネの能力を使わずとも、人の考えていることをぴたりと当てられるのが、天てん条じようレイコという人間の持つ特性だった。

　鉛なまりのような表情で頷うなずいたタカヤを見て、レイコは口の端はに笑えみを浮かべた。付け加えるように、

「瀬せ川がわさんのことは、私からもクロノに話を通しておこう。その代わり、あの子を説得するのはお前の役目だぞ」

「……それ、一番難むずかしい役目じゃないか？」

「当たり前だろ。お前以外の人間が説得したところで、あの子が納なつ得とくするわけがない」

　ぐうの音ねも出ないほどの正論である。タカヤはうなだれるようにして頷き、それを見てレイコは満足そうに踵きびすを返し、その場から立ち去っていった。
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　話に聞き入っていたからか、メイは沢さわ村むらが立ち止まるまで第だい一いち分ぶん殿でんに辿たどり着いたことに気がつかなかった。突然話をやめてしまった沢村に、「それで、どうなったんですか？」と続きを催さい促そくしようとしたところで、彼が軽く腕うでを上げてある方向を指差した。釣つられて向けた視線の先には、もはや見み慣なれた第一分殿入り口の鳥とり居いが立ち並んでいる。そのことに気づいた瞬しゆん間かん、メイは帰ってこられたのだという安あん堵どのため息をついた。

「さて、と。俺おれの役目は道案内だから、ここでお別れだ」

　沢村はそう呟つぶやいたが、メイの表情は不満の色に染まった。

「まだ話の最初のほうしか聞いてませんよ。その、タカヤって人と瀬せ川がわの関係はわかりましたけど、肝かん心じんのなんで裏切ったのかってことはこれっぽっちも出てきてません」

　彼は笑って首を振り、

「悪いけど、俺にもあまり時間がないんだ。ここから先は、ク──」

「く？」

「……庵あん堂どうさんに聞くといい。彼なら話してくれるだろう。多分ね」

　不ふ審しん。今だけではない、恐おそらくは最初に会ったときから脳のう裏りにちらほらと踊おどっていたものが、次し第だいに形となりはじめていた。この人は悪い人ではないと思う。出会ってから十分かそこらだが、会話を交かわせば大体の人となりというものはわかるものだ。悪い人ではないのだが──

　しかし、どこかで噓うそをついている。

　そんな直感に突き動かされて、それを指し摘てきしようとメイは口を開きかけた。

　そのときだった。

「メイさん！　こんなところにいたんですか」

　自分の名前をさん付けで呼ぶ人間は、恐おそらくこの世にひとりしかいない。その一いつ瞬しゆん、メイは沢さわ村むらへの疑うたがいもなにもかも忘れて、その声に振り向いていた。思っていたとおり、そこに立っていたのは楠木くすのきマナだった。我われ知らず顔が綻ほころぶ。疑ぎ惑わくの追及は後あと回まわしにして、まずはマナとの再会の喜びを嚙かみ締しめようと、メイは足を一歩だけ踏ふみ出した。そこで彼女の動きはぴたりと止まった。

　マナの隣となりにいる瀬せ川がわナナミの存在に気づいたからだ。

　今はもう怒おこっているわけではないが、しかし彼女の言葉に傷ついて部屋を飛び出してしまったというのは事実だ。気まずい思いと共ともに、メイは足を踏み出したままの体勢で凍こおりついた。多分向こうも同じような心境なのだろう──などと考えて自分を落ち着かせようとしたメイの目もく論ろ見みは、しかし、ナナミの表情によって儚はかなく崩くずれてしまった。

　ナナミの視線は、メイに向けられてはいなかった。メイの肩越しに、その後うしろにいるなにかに定められているようだった。

　自分の後ろには、沢村しかいない。

　こっちはこんなに気にしてるのに、という愉ゆ快かいでない思いが、まったくなかったとは言わない。しかしそれよりも、なぜ瀬川が沢村さんを気にしているのだろう、という気持ちのほうが強かった。ナナミに同調するように、メイは後ろを振り向いた。

　そこにはもう、誰だれもいなかった。

　目を丸くする。人間が離れる足音も気け配はいも、なにも感じなかった。まるで最初から誰もいなかったかのように──あるいは、沢村という存在自体が幽ゆう霊れいかなにかだったかのように、そこには人がいたという空気すらも残ってはいなかった。

「あれ──？」

　うろたえてきょろきょろと周囲を見回していると、いつの間まにか近づいていたマナが、そんなメイの肩をぽんと叩たたいた。

「もう、どこ行ってたんですか？　ずいぶん捜さがしたんですよ」

「え、うん──あのさ、マナちゃん。今あたしの後ろに、誰かいなかった？」

　マナは目をぱちくりさせた。その反はん応のうに、メイは言いようのない不安に襲おそわれる。本当に幽霊だったらどうしよう。妖よう怪かいには慣なれてきたが、幽霊は怖いし苦にが手てだ。

　と、いきなり腕うでを摑つかまれて強い力で引っ張られた。益やく体たいもないことを考えていたせいか心しん臓ぞうが裏返りそうなほどにびっくりしたが、摑んだのは他ほかでもない、ナナミだった。彼女は青ざめた、しかし毅き然ぜんとした顔でメイのことを見つめながら、一いち語ご一語を区切るように言った。

「──神野、さん。今の人、一いつ体たい、どこで──」

　少し考えてから、メイはほっと安心した。よかった。少なくとも彼女には見えていたらしい。それからメイは思考を巡めぐらせて、腕うでを摑つかみつづけるナナミに答えを返した。

「どこって、えっと、説明しづらいんだけど、迷まい子ごになってるところを助けてもらったの。沢さわ村むらさんっていうらしいんだけど──誰だれだか知ってる？」

「……沢村？　あの人が？」

　ナナミは笑う。ショックの反動のような笑顔。メイの腕を摑む力が弱まり、やがて消え失うせ、蟬せみの抜ぬけ殻がらのように手が落ちた。うなだれたナナミに、メイは潜ひそめた声で、

「ちょっと、どうしたの瀬せ川がわ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　メイのことを見上げた視線は、瀬川ナナミとは思えないほど弱々しかった。自分でもどんな顔をすればいいのかわからない、という顔。こんな表情をしたナナミは初めてだ。メイは驚きと共ともに、そんなことを思った。

　なにかを否定するように首を振りながら、メイは小さな声で、

「そんな名前じゃないわ。あの人は、そんな──」

「……なにそれ。どういう意味？」

　ナナミの胸きよう中ちゆうにどんな思いが渦うず巻まいているのか、それは定さだかではない。ただわかるのは、傍そばにいるだけでそれと気づくほどの強い感情が、ナナミの中に生まれているということだけだった。自分の手で自分の腕を、きつくきつく握にぎり締しめながら、ナナミは吐はき出すように言った。

「『生命』の天まが魂たま・スサノオの依より坐まし。五年前に御み座くら台だいから出しゆつ奔ぽんした──あの人の名前は、天てん条じようタカヤよ」




　　　　◆




　本ほん殿でんに着いたのは一時間ほど前で、それからずっとイツキの話を聞いている。いつものことだから別にうんざりとはしないが、よくもこれだけ話すことがあるものだ、と穂ほ村むらヒノエなどは思ってしまうのだった。

　穂村ヒノエは『炎』の天魂・ヒノカグツチの依坐であり、『禍か福ふく』の天魂・オオマガツヒの依坐である上かみ運うん天てんイツキの、一年後こう輩はいに当たる。自分と彼がどういうふうに出会ったのか、ヒノエはあまり覚えていない。気がついたときには、すでに今のような関係になっていたように思う。つまり、イツキが喋しやべり、ヒノエがただそれを聞く、という関係に。

　それがまったく苦にならないのは、要するに二人の相あい性しようが合っているということなのだろう。ことさらに口に出してそう言うことはないが、ヒノエはそう思っている。イツキの話は聞いていて面おも白しろいし、それに対する感想を求められることもない。無口で、感情や自分の思考を表すことがあまりないヒノエにとっては、イツキは唯ゆい一いつといっていい、気の合う友人なのだった。ただまあ、問題があるとすれば──

「──ってかさ、そういや俺おれ今日きようが初めてなんだよな。その『雷いかづち』の依より坐ましの女の子に会うのはさ。どうよヒノエ、今のうちに決めておかね？　どっちがどっちを狙ねらうか」

　こういう答えに困るような話題を振ってくることがある、ということだった。

「どーもさー、俺あのナナミって子はちょっと苦にが手てなんだよ。真面目まじめすぎるっていうか、こないだ誘さそってみたらものすごい目でにらまれたからね。いやもう、正直ビビったねあの目は」

「……知らないよ、そんなの」

「そうそう、そんなこと言われた。『カラオケなんか私の知ったことじゃない』とかなんとか。うん、やっぱお前ならあの子に相応ふさわしいよ。瀬せ川がわナナミさんはお前に譲ゆずる。俺はその、金きん髪ぱつの『雷』をもらう。それがきっと一番いい選せん択たくだ」

　ヒノエにしてみればどうだっていい。『雷』だろうが『水』だろうがイツキの好きなほうを選べばいい。しかしまあ、そんな意見を口にすればまたぞろイツキに「つまんない奴やつだな」と不満を言われることは目に見えている。ここは話を合わせておいたほうがいいだろう。

「神じん野のメイ、って名前だっけ。確か」

「そうそうそう、なんだおいお前にしては知ってるじゃん」

「色々有名だからね。こっちに来た途と端たん依坐になって、『まつろわぬもの』に襲おそわれた女の子、って。しかも、撃げき退たいしたのも依坐になりたてのあの子らしいよ」

　イツキは晴れやかに笑い、

「いいねいいね、俺おれそういう子好きだよー。そういう芯しんの強い子は大好きさ」

「イツキは女の子なら誰だれでも好きなんだろ」

「当ったり前だろうが、女の子を好きにならない男がどこにいるんだよ？」
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　いい加か減げんうんざりして、ヒノエは適当に手を振ってそこから先の会話を遮さえぎった。折おりしも目の前には、御み宿すく会えの議場である天あま総つかさの社やしろ本ほん殿でん『祭さい主しゆノ間ま』への扉が口を開けていた。さすがにイツキもおしゃべりを打ち切って、ヒノエと共ともに中に足を踏ふみ入れた。

　半なかば以上儀ぎ礼れい的てきな場所であるためか、本殿には電気すら通っていない部屋というものがいくつもある。『祭主ノ間』はその典てん型けいともいうべき部屋で、二に十じゆう畳じようほどのがらんとした部屋にいくつもの行あん灯どんが立てられている他ほかは、明かりと呼ぶべきものはなにもなかった。行灯のぼやけた光に照てらされた部屋の中央には、すでに何人もの人ひと影かげが浮かび上がっていた。

　車くるま座ざに配置された座ざ布ぶ団とんの数は全部で九枚で、そのうちの六枚目まではすでに埋うまっていた。天総社祭主である天てん条じようレイコを初めとして、庵あん堂どうクロノに鼎かなえユウ、桐きり山やまミヅチに瀬せ川がわナナミ──そして、見み慣なれぬ金きん髪ぱつの女の子が、ナナミの隣となりにちょこんと膝ひざを揃そろえて座っていた。あれが噂うわさの神じん野のメイだろう。ヒノエは特に感想は抱いだかなかったが、隣に座ったイツキが小さく「おお」と歓かん声せいをあげるのが聞こえた。どうやら気に入ったらしい。

「──全員揃ったな。それでは、今から御宿会を開始する」

　イツキが周囲を見回す気け配はい、ついで耳元で「ひとり足たりなくないか？」という彼の声。ヒノエがそれに答えるよりも先に、レイコが釘くぎを刺さすように言った。

「岩いわ室むろはここには来られない。『磐いわ門と』の制せい御ぎよがあるからな。常つね日ひ頃ごろから御み座くら台だいのために働いてくれている彼に敬けい意いを払って、座布団だけ用意させてもらった。だから、依より坐ましはこれで全員揃ったことになる。──これでいいかな、上かみ運うん天てんイツキくん？」

　さすがのイツキもレイコにそう言われて混ぜっ返すほどの勇気はなかったようで、素す直なおに「はい」と頷うなずいて背せ筋すじをぴんと伸のばした。普ふ段だんとはかけ離れたイツキの態度に、ヒノエは声に出さず、唇くちびるだけに笑えみを浮かべた。幸いなことにレイコはそれ以上なにも言わずに、議題を前に進めはじめた。

「今回集まってもらったのは他でもない。一週間ほど前の『ハシバネ事件』において、クーデターの首しゆ謀ぼう格かくと思おぼしき人物に接せつ触しよくしたところ、その裏にある『外部』と呼ばれる組織の存在が判明したためだ」

　ハシバネ事件──とヒノエは自分の記憶を探さぐり、それからはたと思い出す。カラステングの集団であるハシバネが、アマツカサと悶もん着ちやくを起こした件のことだ。戦せん闘とうも起こったらしいが、短期間で終結したために、ヒノエもイツキも関かかわってはいなかった。

「その組織の正確な実態は把は握あくできていない。わかっていることは、そいつらが私たちに敵対している、ということだけ。それに──その組織に、天条タカヤが加わっているらしい、ということだ。──まあ、このことはすでにほとんどの依坐に説明したけどな。改めて確認しておく」

　ヒノエもイツキも初はつ耳みみだ。顔を見合わせ、イツキは共犯者に対して向けるような笑えみを浮かべた。彼ら二人は、なにか言われたときにだけ重い腰を上げる、という受じゆ動どう的てきな働きしかしていないのだ。もっともアマツカサの依より坐ましに対する方針は放ほう任にん主しゆ義ぎなので、そんな彼らのスタンスを非難するものはほとんどいないのだが。

　そもそも天てん条じようタカヤというのが誰だれなのかすら二人にはよくわかっていない。天条、というくらいだから、天条レイコの身み内うちの誰かなのだろう。それは自分たち以外の依坐の重おも苦くるしい表情を見るだけで推すい測そくがついたが、やはりそれについてヒノエは特に感想を抱いだかなかった。自分にはあまり関係のないことだ、としか思えない。

「知ってのとおり、タカヤは私の実の弟だ。しかし、今はもうそんなことはなんの関係もない。彼が敵に回った以上、私たちは彼へのなんらかの対策を立てなければならない。なにしろ相手は『生命』の依坐だ。殺意を抱いて向かってくるのであれば、最大の脅きよう威いといっていいだろう」

　依坐なのか。ヒノエはかすかに目を見開いて驚きを露あらわにした。どういう経けい緯いがあって敵に回ってしまったのか、わからないしどうでもいい。ヒノエにとって関心があるのは、万が一にも戦せん闘とうに巻き込まれてしまったときのことだ。ヒノエの中のアマツカサのために働こうという意欲は、これ以上ないくらい希き薄はくなのだ。命を張るなど馬ば鹿かげているとしか考えられない。

　ふと、頭の中でため息が聞こえた。レイコの話から意識をずらし、語りかける。

（なに、ヒノカグツチ。なにか言いたいことでもあるの？）

『……言いたいこととかじゃなくて、呆あきれて物も言えないんだよ。お前は、まったく──どれだけあたしに情けない思いをさせれば気が済すむんだ？』

（僕はアマツカサに命を賭かけなきゃいけないほどの恩を受けたわけじゃない。戦闘なんてごめんだね）

　それを聞いて、ヒノカグツチは百万の小こ言ごとを並べはじめる。いつものことだったので、ヒノエはいつもどおり途と中ちゆうでそれを遮しや断だんした。なんだかこんなことばかりうまくなっていくような気がする。

　と、ふと気がつくと、御み宿すく会えが新たな展開を見せはじめていた。『金属』の鼎かなえがレイコの言葉に、疑問を呈ていしたらしい。タカヤが本当に敵に回っているという確証があるのかどうか──そう言った鼎に、レイコは落ち着き払って答えた。

「初めのうちはそう推測していただけだったんだがな。御宿会が始まるほんの直前に、確証といっていいような証言が得えられた。──瀬せ川がわさん」

　レイコに名前を呼ばれて、瀬川ナナミは小さく肩を震ふるわせた。うつむいているためにその表情は定さだかではないが──彼女のこんな姿は初めて見る、とヒノエは思った。瀬川ナナミとは二ふた言こと三み言こと会話をしたことがあるだけで、ヒノエは彼女がどういう人間かほとんど知らない。それでも、話したときのあの毅き然ぜんとした態度と、今の悄しよう然ぜんとした様子は、同じ人間とは思われないほどにかけ離れて見えた。

　ナナミはじっと黙だまっている。座ざにいる依より坐ましたちが不ふ審しんそうに顔を見合わせはじめたとき、ナナミの隣となりにいる金きん髪ぱつの少女──神じん野のメイが、挙きよ手しゆをして発言を求めた。

「──あの、ちょっといいですか？」

　レイコは片かた眉まゆを上げてメイのことを見た。それから発言を促うながすように手で示し、メイはそんなレイコに軽い会え釈しやくを返してから、口を開いた。

「あたしのほうから説明しますね。あの──天てん条じようタカヤ、さん、に、会いました。あたし」

　ざわつかないまでも、目に見えるほどの驚きが座に走った。ヒノエもそれに例外でなく、反はん射しや的てきにイツキのほうに視線を走らせると、彼も目を丸くしてメイのことを見つめていた。

　天条タカヤ。その詳しよう細さいは知らないが、彼はアマツカサに敵対心を抱いだく依坐であるらしい。そんな相手が、御み座くら台だいの──それも、アマツカサの本ほん拠きよである第だい一いち分ぶん殿でんの中にいたというのだ。驚くなというほうが無理というものだろう。

　そんな依坐たちの驚きを無視するように、メイは説明を続けた。

「最初はその人が誰だれなのかわかりませんでした。あたしはタカヤって人の顔も名前も知りませんでしたし、その人は沢さわ村むらって名乗ってましたから。確かにいわれてみれば、レイコさんに似ていたような気もしますけど、はっきり見分けたのは──瀬せ川がわのほうです」

　ナナミは顔を上げない。すべてをメイに任まかせきったかのように沈ちん黙もくしている。そのことに、ヒノエは違い和わ感かんを覚えた。天条タカヤのことを、神野メイは知らず瀬川ナナミは知っているらしい。それならば説明すべきなのは、瀬川ナナミのほうなのではないか。そう思って周囲を見渡してみたが、自分以外にその疑ぎ念ねんを持っているものはいないようだった。

「瀬川はあの人のことをよく知っているそうです。見み間ま違ちがえることなんてないと言ってました。だから、あたしもあの人が天条タカヤさんだと信じます。──えと、以上です」

　そう言って話を結ぶと、メイはぴたりと口を閉じて、反はん応のうを探さぐるように視線を左右に巡めぐらせた。ややあって、座の中のひとり──確かあれは『土』の桐きり山やまミヅチ──が機械的な声で質問した。

「なぜそのことを君が言う？　瀬川さんが説明したほうが早いし信しん憑ぴよう性せいがあるように思うが」

　自分が言えた義理でもないが、とヒノエは思う。この桐山ミヅチという女性も相そう当とう愛あい想そうが悪い。初対面の人間であればまず面めん食くらうであろうぶっきらぼうな質問を受けて、それでもメイは毅然と言い返した。

「瀬川は説明したくないそうです。タカヤさんとは親しくしていたらしいですから、まだ気持ちの整理がつかないんでしょう。だから、あたしが説明しました。それだけです」

　それに対して桐山は無言、代わりにレイコが引き継つぐように、

「私は彼女たちの言葉を信じる。それに実際の真しん偽ぎがどうであれ、タカヤが御座台に現れたという話が出た以上、対策を立てるのは私たちの仕事だ。とりあえずは哨しよう戒かい課かに緊きん急きゆう連絡を出して付ふ近きんを捜そう索さくさせているが──我われ々われは、我々の仕事をしないとな」

「……それは、タカヤを捜さがし出す、ということか？」

　そう言ったのは鼎かなえユウで、レイコは彼女に向かってこくりと頷うなずいた。

「それに加えて本ほん殿でんの防衛だな。──もしもあいつが御み座くら台だいに用があるとしたら、本殿以外には考えられない」

　レイコはそう言ったが、それがなぜなのかを語ることはしなかった。周りの依より坐ましからも疑問の声があがらない。その理由を知っているのか、あるいはヒノエと同じように興味がないのか。イツキは確実に後こう者しやだろう。自分たち二人にとってはそんなことよりもはるかに重大な心配事がある。すなわち──

「──さて、本題に入ろう。私たちの仕事は今言ったとおり、天てん条じようタカヤの捜索と、天あま総つかさの社やしろ本殿の防衛だ。あなたたちには二組に分かれて、そのうちのいずれかの仕事についてもらいたい」

　やっぱりこう来たか、とヒノエは心の中でうんざりと呟つぶやいた。危険なタダ働きほど馬ば鹿か馬鹿しいものはない。頭の中に響ひびくヒノカグツチのわめきを一いつ切さい無視して、レイコが出す次の指示に耳を傾かたむけはじめた。

「タカヤを捜索するチームは、戦せん闘とうを視野に入れた能力の持もち主ぬしであるほうがいいだろう。私は鼎と桐きり山やまを推おす。あなたたち二人なら熟じゆく練れんした依坐だし、なにより物質を操そう作さする能力だからタカヤとも互ご角かくに渡り合える。──受け入れてくれるか？」

　鼎ユウと桐山ミヅチの二人は、揃そろえたように頷きを返した。レイコは次に、瀬せ川がわナナミと神じん野のメイを見み遣やり、

「瀬川さんに神野さんは──申もうし訳わけないがはっきり言わせてもらう。今回は外はずれてもらおう」

　ナナミは初めて、弾はじかれたように顔を上げた。そこに浮かぶのは不満そうな表情、彼女は口を開いてなにかを言おうとしたが、その前に隣となりにいるメイがその肩に手を置いた。小さく、短く、メイは何事かを囁ささやく。ナナミはぐっと言葉に詰つまったような顔をして──それから、またうつむいてしまった。

　そのやり取りをひと通り見終えてから、レイコは言葉を継ついだ。

「神野さんは依坐になってからまだ二ヶ月。タカヤと渡り合うには絶対的に経験が足たりない。それに瀬川さんは、タカヤとは特別に親しい付き合いをしていたからね。疑うたがっているわけではないが、心の整理がつかないうちはあいつとは会わないほうがいいだろう」

　次にレイコは視線を巡めぐらせ、ヒノエとイツキのほうを見、断だん定てい的てきな口く調ちようで、

「で、君たちは本殿の防衛に当たってもらう」

『ほう、なかなかいい仕事じゃないかヒノエ。これで汚お名めいを返へん上じようできるってもんだよ』

　別に汚名を着せられたつもりはないし、それを返上するつもりもない。ヒノカグツチに対してヒノエがそう呟つぶやくと同時に、隣となりにいるイツキが頭を搔かきながら、

「えー……でも、俺おれたちもそんな戦せん闘とう向きってわけじゃないんすけど。侵入してきたら、やっぱ戦わなくちゃダメですかね？」

　レイコは小さく笑う。冷れい笑しようか嘲ちよう笑しようか、どっちにしてもいい意味の笑いではないだろう。

「本ほん殿でんには私とクロノも詰つめる。私はどちらでもよかったのだが、クロノは自分の教え子が危険な目に遭あうのを看かん過かするわけにはいかないんだそうだ。だから安心しなさい」

「……はあ、それじゃあ、まあ、わかりました」

　そう答えてから、イツキはヒノエにだけ聞こえるくらいの大きさで、

「なんかさ、レイコさんって俺たちには冷たいよな。なんで？」

　ヒノエは視線を向けただけで答えない。温あたたかい対応を期待するのなら普ふ段だんからアマツカサのために働くべきだ。そう思ったが、どうせそれを口にしたところで、自分たちが一いち念ねん発ほつ起きするなどあり得えないことだと、ヒノエは充分に理解していた。

「では、以上のような配置で今日きようから詰めてもらおう。なにか異い議ぎや質問のあるものは？」

　誰だれもなにも言わないようだったので、ヒノエは手を挙あげた。レイコは意外そうに彼のことを見た。それまで自分から主張するということをほとんどしなかったヒノエの挙きよ手しゆに、純じゆん粋すいに驚いただけなのだろう。構かまわずに、ヒノエは口を開く。

「僕とイツキはここに詰めるらしいですけど、そのあいだの学校はどうなるんでしょうか？　僕はともかくイツキのほうが、出席日数とか結けつ構こうぎりぎりなんですけど」

　なに言ってんだお前こんなとこで、という視線をこめかみのあたりに感じたが、ヒノエはそれを完かん璧ぺきに無視した。単位がどうとか日数がこうとか、そんな言葉は最初からイツキの頭の中には入っていないのだ。自分がそれを指し摘てきしなければ、誰も指摘するものがいない。

　ヒノエの疑問には、御み座くら台だい高校の教師でもある庵あん堂どうクロノが答えてくれた。

「お前らの担任には俺から話を通しておく。恐おそらくそれほど日数はかからないだろうし、なによりアマツカサのための仕事なんだ。そのあいだの出席は大おお目めに見てもらえるだろう」

「だろう、では困ります。保証してください」

　庵堂は喉のどを鳴らして笑い、

「わかった。大目に見ると保証しよう。アマツカサの名にかけてな」

　レイコはちらりと庵堂のことを見た。そんなことにアマツカサの名を使うな、と言いたげな表情だ。しかしヒノエはそれで満足した。天あま総つかさの社やしろという名前は、御座台という狭せまい地域内限定ではあるが、絶対的な効果を発はつ揮きする。それを使えばたいていの無理が通るのだ。

「わかりました。よろしくお願いします」

　そう言って、ヒノエは頭を下げた。レイコは座ざを見渡して、「他ほかには？」と念を押す。それ以上の質問をするものが誰もいないとわかると、彼女は御み宿すく会えの閉会を厳おごそかに宣言して、座に集まった依より坐ましたちはまちまちに部屋を去っていった。




　天あま総つかさの社やしろ本ほん殿でんの長い長い廊ろう下かを歩いていると、閉会早そう々そう、

「お前さー、なんでああいう席でああいうこと言うんだよ？　俺おれめちゃくちゃ恥はずかしかったんだけど」

　イツキにそんな文句を言われたので、ヒノエは冷さめた目でやり返した。

「恥ずかしがるくらいならぎりぎりの成績取らなければいいんだよ。大体僕が言わなかったらイツキだって気がつかなかっただろ」

「そりゃお前、俺は将来ギャンブラーになるんだからな。学校の成績なんかどうだっていいんだよ」

　傍そばで聞いていればこの上もないほど頭の悪い台詞せりふだが、彼の能力を知っているヒノエにとっては聞き飽あきた言葉だった。

　上かみ運うん天てんイツキは、『禍か福ふく』を支配する能力を持っている。『禍福』というのは昔むかし風ふうの言葉で、現代の言葉に直すのならば『可能性』とでも表現するのがもっとも的てき確かくだろう。あらゆる事じ象しよう面めんで起こり得うる可能性を、自らに有利なように、あるいは敵に不利なように動かすことができる、ある意味で反則的な能力だ。仮かりにイツキがロシアンルーレットをすることになったとしたら、彼はなんの躊ちゆう躇ちよもなく五回引き金を引くだろう。銃じゆう口こうがイツキに向けられている限り、そこから弾たまが発射される『可能性』は皆かい無むに等しいからだ。

　どうせならその力を使って学校の成績もうまくやればいいのに、とヒノエなどは思う。が、当のイツキは「そんなくだらないこと」のために能力を使うつもりはないのだそうだ。ヒノエはため息混じりに、

「イツキはそれでいいかもしれないけど、僕は嫌いやなんだよ。イツキが留年するなんて」

「……なに、なんだそれ。気持ち悪いな。なんか変なもんでも食くったか？」

「また一年、君と付き合うなんてうんざりだ。さっさと卒業してほしいんだよ」

「うっわなにそれひっでえ!!　うわ、俺お前だけは友達だって信じてたのによー！　あーもう嫌になった！　絶望した！　死んでやる！」

　そうわめきながら、イツキがヒノエの近くから離れる気け配はいは微み塵じんもなかった。ヒノエはそれと注意して見なければわからないほどの小さな笑えみを唇くちびるに浮かべながら、「そんなことよりも」とイツキのことを見る。

「仕事のほう、わかってるんだろうね？　相手は依より坐ましだよ。気を抜くとギャンブラーになる前に死体になるよ」

　イツキは軽く肩をすくめてみせた。

「大だい丈じよう夫ぶだろ、庵あん堂どうさんいるんだし。俺たちが働く前にあの人がどうにかしてくれるよ」

「でも、もし遭あっちゃったらどうする？　撃げき退たいする？」

　イツキは眉まゆを寄せ、口元では笑い、ふるふると首を振った。ヒノエは軽く声を立てて笑ったが、頭の裏側で不ふ機き嫌げんな空気を撒まき散らしているヒノカグツチのことを久しぶりに思いやって、「でもまあ」と話を促うながした。

「僕とイツキならなんとかなるんじゃないの？　戦せん闘とう向きではないけど、使いようによっては強いでしょ」

「……強いでしょってお前、それどういう根こん拠きよで言ってるんだ？」

「いや、わかんないけど。僕はともかくイツキはやろうと思ったらすごそうじゃない。相手が突然心しん臓ぞう麻ま痺ひを起こしたりさ」

　イツキは思いっきり顔をしかめた。

「そんな都つ合ごうよくいくんなら今いま頃ごろ俺おれは世界の支配者になってるよ。──大体な、俺は戦いがどうとかなんてこれっっっぽっちも興味ない。お前も知ってるだろうが。俺はただ楽しく暮らせりゃそれでいいんだ。隣となりに神じん野のメイちゃんがいればなおいいね」

「……なにそれ？　あの子が気に入ったの？」

「気に入ったどころじゃない、惚ほれたさ！　芯しんが強い上に友達をかばう優やさしさまで持ってるんだぜ？　あれ見て好きにならない奴やつは男じゃないね！　なんか大事なもんが抜けてる奴だ」

　自分は抜けているらしい。なにが抜けているのかはよくわからないが、それが入るとイツキのようになるのであれば、別に抜けたままでいい、とヒノエは思う。呆あきれたように首を振りながら、ヒノエはイツキと一いつ緒しよに足を揃そろえて、本ほん殿でん奥おくの詰つめ所しよへと歩いていった。




　　　　◆




　五年ぶりだというのに、頭のほうは本殿へと至いたる道みち筋すじをしっかりと記憶していた。景け色しきも、地形も、溢あふれかえるような緑も、なにひとつ変わってはいない。五年という時間が経過し、そこに住む人間たちが違っても、タカヤの故こ郷きようである御み座くら台だいは、いつまでも御座台のままだった。

　第だい一いち分ぶん殿でんを抜けて、百八十度カーブの続く車道をまっすぐに突き抜ける。斜しや面めんに足を突き刺さすようにして一気に走り抜けても、タカヤの身体からだは微み塵じんの疲れも感じない。身を包むような懐なつかしさと共ともに、木々を搔かき分け落ち葉を踏ふみしめながら、タカヤはずっと考えつづける。──話をするべきではなかった、と。

　神野メイのほうだけならともかく、瀬せ川がわナナミにまで顔を見られてしまったのはまずかった。彼女はタカヤの顔を知っている。かなり距離はあったが、見み間ま違ちがえはしなかっただろう。タカヤの姿を見た瞬しゆん間かん、彼女は稲いな妻ずまに打たれたように動かなくなっていたから。

　ふと、タカヤの頰ほおが緩ゆるんだ。五年ぶりに見たナナミの姿は、故郷の様子とは違い、目を見張るほどに変化していた。一いつ瞬しゆん誰だれかと思ってしまったくらいだが、確かに十一歳の女の子が十六歳に成長すれば、あれくらいの変化はむしろ当然のことだろう。本当ならば近づいていって、かわいくなったとか綺き麗れいになったとか、賞しよう賛さんの言葉のひとつでもかけたかったが──しかし、それは許されることではない。

　タカヤとナナミは、いまや間ま違ちがいなく敵かたき同どう士しなのだから。

『……タカヤ』

　わずかに憂うれいを含ふくんだ声に、タカヤは不ふ意いに足を止めた。

「なんだ？　スサノオ」

『己おれは、今でもタカヤはアマツカサを離れるべきではなかったと思う』

　なにを今さら──とは、タカヤは思わなかった。それは、普ふ段だんからスサノオが口にしている意見だからだ。御み座くら台だいの土の上に立ち尽つくしながら、タカヤは目を細めて空を見上げた。

「──そうかもしれないな」

　ぽつりとそんな言葉が口から漏もれた。祝はふり部べが今のを聞いていたら、一いつ体たいどういう顔をするだろう。そんなことをぼんやりと考えながら、タカヤは寂さびしげに笑う。

「でも、もう手遅れだ。今いま頃ごろは御み宿すく会えも終わっているだろう。レイ姉ねえは俺おれを敵と認識し、依より坐ましたちは俺を見つけ次し第だい攻こう撃げきを加えてくるはずだ。俺もお前も、もう後あと戻もどりできないんだよ」

　少しの沈ちん黙もく、ややあってスサノオは重苦しい声で、

『……己には、難むずかしいことはわからん。だが、お前とレイコは姉きよう弟だいだろう。話し合えばわかるのではないか？』

「その段階はとっくの昔に通り過ぎた。話し合いを提案すれば応じてくれるかもしれない。どうにかして俺の身体からだに触ふれて、オモイカネを使って『生命』の依坐を封ふう印いんし、ただの天てん条じようタカヤにするためにな」

『馬ば鹿かな。いくらレイコでも、実の弟を封印など──』

　そこで言葉が途と切ぎれた。スサノオも思い出したのか、それともタカヤの胸の奥おくに湧わき上がった冷たい怒いかりに気づいたためか。白く浮かぶほどに拳こぶしを握にぎり締しめながら、タカヤは軋きしんだ声で言う。

「忘れたのか？　あいつがそれを簡単にする女だったからこそ、俺は今ここにいるんだ」

『…………』

「もう、なにも言わないでくれ、スサノオ。俺だって好きでこうしているわけじゃない。けど、こうする以外に方法がなかった。俺は俺の目的を達成するためなら誰だれとでも戦うよ。相手が鼎かなえでも、レイ姉でも、クロノでも──ナナちゃんでも」

　スサノオは答えなかった。そのうちに、彼の存在が精神の奥深くに沈んでいくのを感じた。スサノオは仁じん義ぎを重んじる武ぶ人じんのような性格をしている。そんな彼が、自分のアマツカサへの敵対行こう為いを快こころよく思わないであろうことは、御座台から離れる前から予想がついていたことだ。裏切りはスサノオがもっとも軽けい蔑べつする行為だから。

　だが、タカヤに言わせれば、先に裏切ったのは、レイコのほうだ。

　溜ため込んでいた怒りを吐はき出すように、タカヤは大きくため息をついた。考えても仕方ないと思いながら考えてしまうのは、自分の心にもまだ踏ふん切りがついていないためだろうか。スサノオにはああ言ったものの、本当に今いまし方がた名前を挙あげたかつての仲間を殺す覚かく悟ごがあるのかと問われれば、きっと答えを逡しゆん巡じゆんしてしまうに違いなかった。

　だからこそ──その踏ん切りをつけるためにこそ、今、自分はここにいるのだ。

　そう自じ答とうして、タカヤは再び歩きはじめる。本ほん殿でんに着くまであと五分ほど進めばいいだろうか。そんな思おも惑わくは、次の瞬しゆん間かんに完全に消しよう滅めつしてしまった。

　踏み出した足が地面に沈み、一気に膝ひざのあたりまで吞のみ込まれた。柔やわらかい泥でい土どがまるで意思を持つかのように、タカヤの身体からだにまとわりつき、締しめ上げ、地面の奥おく底そこにまで誘さそおうとする。その足を反はん射しや的てきに引き抜こうとした瞬間、支し点てんにすべきもう片方の足までが土に囚とらわれはじめた。

　脳のうがその意味を判断するよりも先に、本ほん能のうのほうがタカヤに依より坐ましの能力を行こう使しさせていた。一いつ瞬しゆんだけ身体をくの字に折ったタカヤは、次の瞬間には土の呪じゆ縛ばくを振り払い、一気に数メートルもの高さに及ぶ跳ちよう躍やくをやってのけた。木々の葉に土の断だん片ぺんが当たるばらばらという音を聞きながら、タカヤは木から木へと次々に飛び移っていく。自らの肉体を『生命』の能力で支配して加速度を得えているからこそできる、物理法ほう則そくを完全に無視した動きだった。

　手て頃ごろな太さの木の枝を見つけ、その上に飛び乗って様子を見る。樹じゆ下かの地面は一いつ見けんしたところおかしな様子はなかったが、タカヤにはすでに今し方の現象の見当がついていた。幹みきを摑つかんで目を細め、タカヤは張ちよう本ほん人にんの名前を大声で呼ばわった。

「桐きり山やまミヅチ！　顔くらい見せたらどうだ！」

　わずかなあいだの沈ちん黙もくがあってから、タカヤのいる木からかなり離れた地面の土が、流りゆう砂さのように渦うずを巻きはじめた。土が波打つその中心から、長身の影かげがゆっくりと姿を現しはじめる。全身にまとわりつく土を振り払おうともせずに、桐山はまっすぐにタカヤのほうを見上げると、無感情なくせによく通る声で言った。

「天てん条じようタカヤ。祭さい主しゆの命令だ。お前を連行する」

　それを聞いてタカヤは、皮肉げに笑う。

「命令などされなくても、最初から俺おれはレイ姉ねえに会うつもりだ、桐山。お前の手を借りずとも」

「──タカヤ、いい加か減げんにしろ。どこまで姉に心配をかければ気が済すむんだ」

「心配？　レイ姉が心配してるのはアマツカサのことだけだ。俺や他ほかの誰だれかをあいつが心配することなどあり得ない」

　桐山の身体に土が上りはじめた。言葉による説得を諦あきらめたのか──あるいは、最初からそんなものは期待していなかったのか。現実主義の彼女のことだ。恐おそらく後こう者しやだろう。

　全身を土に埋うめながら、桐山は、感情が見えない声で言う。

「それが祭主の務つとめだ。お前も天条の人間ならば聞き分けろ。いつまでも、いなくなってしまったもののことを気にかけてどうする」

　摑つかんだ幹みきが、みしりと音を立てた。

　最初から、わかっていたことだ。言葉でなにかが変わるくらいならば、自分は御み座くら台だいから離れてなどいなかっただろう。アマツカサにも依より坐ましにも、タカヤと同じような吐はき気け混じりの怒いかりを感じているものなどひとりもいない。すべての依坐の精神は、今の桐きり山やまの一言に尽つきるのだ。

　自然を支配するという、強きよう大だいなる天まが魂たまの能力は、御座台の幸福と、繁はん栄えいと、なによりも安全のために行こう使しされるべきである。

　アマツカサの大原則。天魂という稀け有うな能力を保持し、維い持じし、存続していくためだけの一文。決けつして誰だれかを思いやってのことではない。女じよ王おう蜂ばちに奉ほう仕しする働き蜂のように、レイコもミヅチも、ただその原則を守るためだけに行動しているに過ぎないのだ。

　──そんなものは、クソ喰くらえだ。

「どけ、桐山。言ったとおりだ。俺おれは自分の足で姉に会う。お前たちが出てくる幕じゃない」

　桐山はなにも答えなかった。水に沈むかのようにスムーズに、土の中にその姿を隠かくすと、次の瞬しゆん間かんにはタカヤの視界をすべて奪うばうほどの爆発が巻き起こった。嵐あらしのようなその土ど砂しやを全身に浴あびる寸前に、摑んだ幹が形を変えた。『生命』の能力で強制的に作り上げた木の洞ほらに身を隠しながら、タカヤはかつての同どう胞ほうをその手にかける覚かく悟ごを固めていた。




　　　　◆




　本ほん殿でんというからきっと大きなお屋や敷しきだろうと想像していたのだが、実際にその目で見てみると、第だい一いち分ぶん殿でんなどよりもずっと規模が小さかった。普ふ段だんはあまり使われることもなく、山やま奥おくの歴史ある神社として、アマツカサの本殿管理部の人たちがここを維持しているだけなのだという。組織としての機能は、第一・第二分殿に集中しているらしく、そう聞かされてみると確かにこの場所は、緑の陰かげに覆おおわれた静かな神しん域いきにしか見えなかった。

　境けい内だいの前庭、玉たま砂じや利りが敷しき詰つめられた道の上で、メイとナナミはゆっくりと歩を進めていた。メイは何度も話しかける機会を窺うかがっているのだが、地面を見つめるナナミには、容易に入り込めない雰ふん囲い気きがあった。いつも明るかったというわけではないが、ここまで沈み込み、落ち込んでいるナナミの姿を見るのは、初めてのことだった。

　どうにかして慰なぐさめなくてはいけない。メイはそう思う。──いや、正確には、慰めなくてはいけないではなく、慰めたいのだ。ただ、その方法がどうしてもわからなかった。タカヤのことを、少しでも知っていれば、まだ慰めようもあるのだろうが──メイには御座台の歴史もアマツカサの過去も、ナナミの昔でさえも、なにひとつ知らない。なにも知らない人間に慰められても、反発するだけなのではないかと思ってしまうのだった。

　玉砂利を踏ふみしめる音だけが境内に響ひびいている。それがまた、沈ちん黙もくを加速させるようだった。前を行くナナミの背中を見つめるうちに、ふとメイは思い立って、タケミカヅチに声をかけた。

（ねえ。あんたはなにか知らない？　天てん条じようタカヤって人のこと）

『お前は何回説明すればわかんだよ？　俺おれは、何十年も、天てん魂こん碑ひの中にいたんだ。んな生まれて二十何年のガキのことなんざ知るか。──大体な、お前は俺がついさっき言ったことも忘れてんのか？』

（？　なによそれ）

『知らないんなら知ればいいだけの話だろうが。何なん遍べんも言わせるな』

　少し考えてから、メイは歩みを止めた。目が覚めたように空を見上げ、それから一言だけ、タケミカヅチに言う。

（最近、ちょっとだけあんたのこと見直してるよ、あたし）

『……はあ？　なに言ってんだ？』

（ありがと、って言ってるの）

　タケミカヅチの答えを待たずに、メイは小走りでナナミの隣となりに並んだ。彼女は相あい変かわらず、じっとうつむいてなにも言わない。「瀬せ川がわ」と声をかけてみると、ようやくのろのろと顔を上げた。

「あのさ。天条タカヤさんって、どんな人だったの？」

　戸と惑まどいにその表情が揺ゆれる。少しだけ迷うような素そ振ぶりを見せてから、ナナミはメイから目をそらすように前を向いて、ぼそぼそと呟つぶやいた。

「……どんな、って……優やさしい人。私が今までに会った中で一番、思いやりがある人よ」

　ナナミの顔を覗のぞき込むようにしながら、メイは少しいたずらっぽい口く調ちようで、

「ふうん。じゃあ瀬川は、その人のことが好きだったんだ」

「なっ！」

　首を絞しめられた鶏にわとりのような声を出して、電でん光こう石せつ火かの速度でナナミはメイのことを見た。金魚のように口をぱくぱくさせるが、肝かん心じんの言葉はなにも出てこない。そうしているうちに、首筋まで見る見る赤く染まっていった。めちゃくちゃわかりやすいなあ、とメイはやや呆あきれながら思う。

　真っ赤になっている自分の顔に、気づいているのかいないのか。ナナミは再び前を向くと、できるだけ平へい静せいを装よそおうとしていると傍はた目めにも丸わかりの態度で、

「す、好きっていったって、昔のことよ。まだ小学生くらいのときの──」

「昔、ね。じゃあ今はどうなの？　まだ好きなの？」

　自分が罠わなにかかったことを理解した猪いのししのように、ナナミは目に見えてそわそわしはじめた。やがて彼女は立ち止まり、自分の足のあいだを見下ろしながら、何事かを一いつ心しんに考えはじめた。メイも同じように歩くのをやめて、ナナミの答えを根こん気き強く待つことにした。

　何十秒かの時間の後のちに、ナナミはようやく答えを返した。そのときにはもう、頰ほおに差した朱しゆの色は、消えてなくなっていた。

「今も昔も、好きとか嫌きらいとかいう言葉でくくれる人じゃないの。あの人は私の命を救ってくれた。私に、生きる希望をくれた。私は、ずっと、ずうっと、あの人みたいになりたいと思って依より坐ましの訓練を続けてきた。あの人は、私の──」

　そこでナナミは口を噤つぐんで、ゆっくりと目を閉じた。

「──私の、憧あこがれの人だから」

　その声には、今までのナナミからは想像もつかないほどの情感が溢あふれていた。

　それだけでも、タカヤがナナミにとってどれだけ大切な存在か、メイにもわかる気がした。からかうような真ま似ねをして悪かったかな、と思いつつ、質問する。

「だから、どうすればいいのかわからないの？」

　ナナミは上うわ目め遣づかいにメイのことを見て、子供のように素す直なおに頷うなずいた。メイは「んー」と考えて、それからナナミの背中をぽんと叩たたいた。

「それじゃさ、会いに行こうか」

　ナナミは目を丸くして、

「は？」

「だから、タカヤさんに」

　数秒だけ停止してから、ナナミは「はあ!?」と大声を出した。なにをそんなに驚くことがある、という調子で、メイは続ける。

「だってさ、瀬せ川がわはその憧れの人と戦いたくないんでしょ？　でもアマツカサはその憧れの人のことを敵って認定しちゃったから、それで悩なやんでるんでしょ？　戦いたくない相手と戦わなくちゃいけないから」

「……まあ、そういうことだけど」

「なら、会って話をすべきだと思うな、あたしは。あんたがそれだけ言うくらいの人なんだから、アマツカサに敵対してるのもそれなりの理由がきっとあるんだと思う。それを聞いてから自分がどうするのか決めても、遅くはないんじゃないのかな」

　ナナミは微び妙みような表情でメイのことを見つめている。どういう答えを返せばいいのかわからない、という顔だった。メイは少しだけ首を傾かしげ、

「あたしは──はっきり言うけど、どっちが悪いかなんてわからない。会って話してみたけど、タカヤさん悪い人じゃなさそうだったもん。でも、もしかしたらその人が悪いのかもしれないし、もしかしたらアマツカサのほうが悪いのかもしれない。どっちかはわからないけど、少なくとも会って話をしてみれば、判断材料にはなるはずだよ」

「…………」

　ナナミは沈ちん黙もくを守っている。その背中をもう一ひと押おしするように、メイは口を開く。

「ま、そんなに難むずかしく考えなくてもいいと思うけどね。瀬川はどうしたいの？」

「どうしたいって、私は、別に、」

「タカヤさんに会いたくないの？　会って、話をしたくないの？」

　ナナミは打たれたように顔を上げ、目を見開いてメイのことをまじまじと見つめた。それを見て、子供のような顔だ、とメイはふと思う。今までのナナミとはまるで別人のような、素す直なおで、正直で、明あけ透すけな表情。彼女は瞬まばたきをひとつだけすると、はっきりと響ひびく声で言った。

「……会いたい。会って──タカヤさんと、話してみたい。どうして、いなくなってしまったのか」

　メイは口元を綻ほころばせて、ナナミの背中を叩たたいた。その衝しよう撃げきにナナミは目が覚めたような顔をした。メイのことをしばらく見つめてから、こくりと頷うなずく。その表情には、まだ強い迷いの色が残っていたが──少なくとも、メイのことをまっすぐに見ることができるくらいには、彼女は顔を上げていた。

「さて、それじゃ、肝かん心じんのタカヤさんをどう捜さがすかだけど──」

　周囲に視線を巡めぐらせる。相あい変かわらず本ほん殿でん境けい内だいはしんと静まり返っていて、完かん璧ぺきに整備された草そう木もくや岩いわ砂じや利りの他ほかには、人間の気け配はいを感じさせるものは一いつ切さい存在しなかった。メイは、ふむ、と顎あごに手を当てて、

「本殿に来るかもしれないって言ってたから、ここで待ってればもしかしたら、」

　不ふ意いに響いた爆ばく音おんが、メイの声を搔かき消した。

　メイたちがいる場所から見えるほどに土つち煙けむりが高々と舞い上がり、それから逃げるように何十羽もの鳥が飛び去っていく。次々に湧わき起こる轟ごう音おんと土煙は、まるで戦せん闘とう機きが爆ばく撃げきでも開始したかのような光景だった。メイとナナミは顔を見合わせると、ほとんど同時に頷いてほとんど同時に土煙の上がった方向に駆かけ出していった。




　　　　◆




　天あま総つかさの社やしろ本殿は、半なかば山にめり込むような形で造られている。『土』と『岩』の天まが魂たまの能力を使って建造された建物であることは『磐いわ門と』と同じだが、違うのはなぜそういうふうに造られているのか、という理由がはっきりしていないことだった。

『磐門』の場合は「『まつろわぬもの』の侵入を防ぐため」というれっきとした理由がある。どういう原理かは今ではもう誰だれもわからないものの、『磐門』に『岩』の依より坐ましが触ふれることによって、『まつろわぬもの』を初めとするありとあらゆる妖よう怪かいに『磐門』内部を認識できないようにする──アマツカサの言葉でいうところの『結けつ界かい』を作動することができる。そのためにこそ、『磐門』は造られたのである。

　しかし、本殿のほうには、その存在理由を記しるした書物はどこにも残っていない。そもそもここが本殿と定められたのは、天魂の仮かり宿やどである天てん魂こん碑ひが安あん置ちされていたからなのだ。いわば後あと付づけの名前であって、かつてこの場所がなんと呼ばれ、どういう目的で使用されていたのか──それを知るものは、もう誰だれもいない。

　ひっそりとした森林の奥おく、山さん腹ぷくをくりぬくようにして造られた洞ほら穴あなに、半なかばその身を差し込むようにして立てられた天あま総つかさの社やしろ本ほん殿でん。その奥の保管庫に安置された様さま々ざまの天てん魂こん碑ひは、半円状を描いて配置されていた。

　まるでなにかを守るように。あるいは、見張るように。

　そんな感想を抱いだいたのは、あの日、あのとき。

『光』の天まが魂たま──アマテラスが宿やどる天魂碑が見つかった、あの瞬しゆん間かんだったように、天てん条じようレイコは記憶していた。




「──レイコ。おい、レイコ？」

　その声が、レイコを記憶の海から引き上げた。

「……ああ」と振り返りもせずに答えると、クロノは心配そうに、

「大だい丈じよう夫ぶか？　疲れてるんじゃないか？」

「いや、平気だよ。それで、なんだって？」

　わずかなあいだの沈ちん黙もく。自分のことを気き遣づかってくれているのだろうか。そう思うと、ほんの少しだけ心が安らぐのを感じた。相あい変かわらず背中を向けたままのレイコに、クロノは短く言う。

「鼎かなえと桐きり山やまがタカヤを発見した。戦せん闘とうを開始したそうだ」

「……そうか。やっぱり、来てたのか」

　レイコの目の前には大きな岩がある。それを見上げるようにしながら、彼女はぽつりとそんなことを呟つぶやいた。御み宿すく会えでのメイたちの証言を、信じていなかったわけではない。わけではないが、しかし──心のどこかでは、「信じたくない」という気持ちがあったのかもしれない。

　天条タカヤ。自分の実じつ弟てい。五年前、彼が御み座くら台だいを出しゆつ奔ぽんしたときのことを思い出そうとしたが、その記憶は曖あい昧まいにぼやけていて、どうやっても頭に浮かべることができない。その前後に、あまりにも多くのことが起こりすぎたためだろう。連続した思い出であるために、タカヤひとりを抜き出して考えることは難むずかしかった。

　ただ──レイコの中には、漠ばく然ぜんとした不安だけが広がっていた。

　白しろ手て袋ぶくろをした右手を、ぎゅっと音を立てるほどに握にぎり締しめる。そうしながら、自分に向かって問いかけてみる。

　自分は、本当に、この手をタカヤへ向けるのだろうか？

　瞬間、すでに慢まん性せい的てきになっていた頭痛が、さらに激しくなってレイコのことを襲おそった。それでもレイコは眉まゆひとつ動かさずに、ただ左手の人差し指で、自らのこめかみを押さえただけだった。

　だが、クロノをごまかすことはできなかった。彼はレイコの肩を摑つかみ、

「レイコ。少し休め。タカヤのことは俺おれが対処する」

「平気だと言ってるだろ。──クロノ、お前はここにいるんだぞ。タカヤを捕ほ縛ばくするには鼎かなえと桐きり山やまがいれば充分だ。あいつらは上かみ運うん天てんや穂ほ村むらと違って、戦せん闘とうに適した能力だからな」

　鼎の『金属』はいうまでもないとして、山中における桐山の『土』は水を得えた瀬せ川がわナナミのように効果的に働くのだ。山とは要するに膨ぼう大だいな量の土が積み重なったものである。その中に潜せん伏ぷくする桐山ミヅチを捕ほ捉そく・攻こう撃げきすることがいかに至し難なんなことであるかは、ここ一週間ほどで哨しよう戒かい課かと庵あん堂どうクロノが嫌いやになるほど認識してきたことだ。

　だから、クロノが行く必要はない。レイコはそう考える。

　あくまでも天あま総つかさの社やしろ祭さい主しゆとして、それがもっとも正しいことだと判断したからだ。

『──本当にそうかい？』

　不ふ意いに響ひびいたその声は、明らかな愉ゆ悦えつの響きを含ふくんでいた。レイコは唇くちびるを嚙かむ。出ていけ、と強く念じたが、オモイカネの気け配はいが消える様子はなかった。久々に耳にするオモイカネの声に、レイコは耳を塞ふさぎたくなる衝しよう動どうに駆かられた。

『噓うそをついてはだめだよ、レイコ。君が彼を行かせないのは、そんな理由じゃないだろう？』

（……黙だまれ。向こうへ行け）

『おやおや、自分の天まが魂たまにひどい言いい様ようだ。第一、「向こう」とはどこのことだ？　私がいるのは君の中、君の精神そのものだというのに。私はここからどこへも行けないし、行くつもりもない。君の心は私にとって、非常に心ここ地ちがいい棲すみ家かだからね』

　若者とも老人とも、男性とも女性ともつかない、ただただ不ふ快かいなだけの声。レイコは大きく深呼吸をして、その声を遮しや断だんするために精神を集中しはじめた。それを読み取ったのか、オモイカネはさらに甲かん高だかく笑う。

『君は一いつ体たいいつまでそういうことを続けるつもりだね？　私の声が聞こえなくなったとしても、事実は変わらないよ。耳を塞ぐのは耳が痛いから、耳が痛いのは自分でもそれが真実だとわかっているからだ』

（黙れ、と言っているだろう）

　歯を軋きしませながらそう返すと、オモイカネはいっそ悲しそうな声で答えた。

『そんなことを言わないでおくれよ。私は君が大好きなんだ。だからこそ君に宿やどったのだし、だからこそ君に忠告したいんだよ。自らの欲求を、素す直なおに行動に移すのは、決けつして恥はずべきことではない、とね。自分の立場を利用して、その欲求を正当なものだと主張することだって、誰だれもがしていることさ。君は頭がいいのだから、なおさら効こう率りつ的てきにそれを行うことができるだろう』

（……私は、そんなことは、していない）

『そう、それだ。私がいけないと言ってるのは、つまり君のそういう態度だよ。自分に噓をついてはいけないよ。どれほど他人を欺あざむけても、自分だけは決して欺けないものだ。不可能を可能にしようとするのは愚おろか者のすることで、そして君は愚か者ではない。だから私は君が好きなんだよ』

　オモイカネの厄やつ介かいなところは──悪意を、悪意として感じさせないところだ。長なが年ねんの親友のように、あるいは思いやりのある恩おん師しのように、彼の言葉はレイコの耳に甘かん美びな響ひびきを伴って囁ささやかれる。自らの欲求のままに『意思』の天まが魂たま・オモイカネの能力を振るい、他た者しやを支配しろ、と。

「……レイコ。どうした？」

　クロノが近づいてくる。その足音を、レイコは待たい望ぼうすると共ともに拒きよ絶ぜつした。クロノに触ふれられたい、労ねぎらわれたいと思う気持ちと裏うら腹はらに、今それをされてはオモイカネの甘かん言げんを防ぐ防ぼう波は堤ていが決けつ壊かいしてしまうかもしれないという危き惧ぐが、彼女の中に相あい反はんする感情を生み出していた。オモイカネの声は、さらに低く、甘く、レイコの脳のう内ないに響きはじめた。

『そんなに苦しむ必要はないんだよ、レイコ。簡単なことじゃないか。君はクロノのことを愛している。なら、クロノが君のことを愛するようにすればいい。なにも難むずかしいことはない。手て袋ぶくろを外はずして、彼の素す肌はだに触れるだけでいい。彼は、彼だけは、君に触れられるのを恐おそれないということを、君はようく知っているだろう』

（──黙だまれ。黙れ。黙れ）

『今さら取り繕つくろってどうするんだい？　君は一度同じことをしたじゃないか。それに比べれば、クロノを「操作」することなどどれほどのことでもないはずだ。そう、五年前に──』

　オモイカネの失しつ策さくは、その言葉がレイコを苦しめるのではなく、憤ふん激げきさせる要よう因いんであると気づかなかったことだ。「黙れッ!!」と濁にごった声で叫んで、レイコは固めた拳こぶしを目の前の大岩に叩たたきつけた。皮ひ膚ふが破やぶれて血が滲にじみ、しかし痛みすら感じないほどのその怒いかりは、オモイカネを抑よく圧あつする方向に働いた。絶たえ間まなく聞こえていたオモイカネの声は、爆ばく発はつに吹き飛ばされる虫の音ねのように消え去ってしまった。

　それなのに──最後に消える瞬しゆん間かんには、オモイカネは、確かに笑っていた。

　顔を歪ゆがめて、唇くちびるを嚙かんで。大岩を殴なぐりつけた体勢のまま、レイコはずるずるとその場に崩くずれ落ちた。その背中に、クロノの手が触れるのが感じられる。クロノの手は──温あたたかかった。オモイカネを退しりぞけるために、硬く張り詰つめていた精神が、一いつ瞬しゆんにして解ときほぐされてしまうほどに。

「…………クロ、ノ」

　それが自分の声だとは、レイコにはどうしても信じられなかった。こんなときでなければ笑ってしまっていたに違いないが、今のレイコには逆さかさにしても笑顔を作れるような気力は残っていなかった。すべての依より坐ましとアマツカサ職員に命令を下くだす、天あま総つかさの社やしろの長おさとしてのものではない──それは、天てん条じようレイコ本人としての声だった。

「タカヤは──私のことを、恨うらんでいるのだろうな。憎にくんでいるのだろうな」

「…………」

「だから、ここへ戻もどってきたのだろうな。私を──」

　殺すために。さすがにその言葉を、口にする勇気はなかった。息が止まるほどに近くにあるクロノの顔を、崩くずれた瞳ひとみで見返して、レイコは吐はき出すように言う。

「なあ、教えてくれ、クロノ。私は──本当に、正しかったのか？　五年前に、あのときに──」

「レイコ」

　名を呼んで、クロノはそれ以上レイコがなにか言うのを制止した。

「お前はできるだけのことをした。誰だれもお前を責めることはできない。俺おれが、それをさせない」

「……クロノ…………」

「あいつが憎にくんでいるのはお前じゃない。──ミコを守りきれなかった、俺のほうさ」

　それは、レイコを慰なぐさめるつもりで口にしたのだろう。だが、その言葉は彼女の胸に深ふか々ぶかと突き刺ささった。今、この瞬しゆん間かん──その名前だけは、耳にしたくなかったのに。

　背中に感じるクロノの体温が、無む性しように忌いまわしいものに感じられて、レイコは不ふ意いに立ち上がった。その手を乱暴に払う。突然の拒きよ絶ぜつに驚きの色を浮かべたクロノのことを、冷たく作った表情で見み据すえながら、レイコは再び天あま総つかさの社やしろ祭さい主しゆとしての声を出した。

「悪い。取とり乱みだしてしまった」
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「……いや、それは構かまわないが……」

　戸と惑まどいを含ふくんだ声。それがまた腹立たしかった。あるいはその怒いかりは、半なかば以上、自分に向けられたものだったのかもしれない。目の前の大岩を見つめながら、彼女は独ひとり言ごとのように言った。

「詮せんないことを言った。タカヤがどう思っていようと、私たちの行動は変わらないのにな」

　闇やみの中にあるクロノの視線が、自分の顔をじっと見つめている。レイコはあえてそれを無視した。大岩に背を向けて、足早にその小部屋から立ち去りながら、レイコは自分の胸の中にあるものが、醜みにくい嫉しつ妬とであることに気づいていた。
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　一いち陣じんの風が草原を薙なぐ音に、クロノは顔を上げてそちらのほうに目を向けた。

　立てた膝ひざの上に文庫本を載のせて、文章を読む練習をしているところだった。常じよう人じんは物体が反はん射しやした光をその目に受けて物事を視し認にんするが、盲もう目もくであり同時に『闇やみ』の依より坐ましであるクロノは、物体の内部の『闇』を知覚することによって、そのものを『視みる』ことができる。その能力は、壁かべの向こうや柱の陰かげといった普通では見えない場所を認識できるというメリットを持っているものの、同時に内部に『闇』を宿やどさない──喩たとえて言えば文庫本のページのような薄うすい物体に対しては知覚しにくい、といったデメリットも同時に有ゆうしていた。それを克こく服ふくするために、ページ上のインク文字という、わずかな『闇』を知覚して文章を読み取る、という訓練だったのだが──

　クロノは文庫本を閉じて、傍かたわらの草くさ地ちにそれを置いた。なんとなく──こんな天気のいい日に本を読むのは、気が進まなくなってしまったからだ。

　天気がいい、といっても、クロノはそれを見ることができない。先天的に光を持たないクロノにとって、陽光とは皮ひ膚ふに当たる熱としか認識することができないものだった。頭上に広がっているという空は『アオ』で、手を伸のばして触ふれることのできる柔らかな草地は『ミドリ』。それらが持つという『色』という概がい念ねんは、知識としては持っているものの、クロノがそれを本質的に理解できることは永遠にないだろう。かろうじてわかるのは、今も昔も目の前に広がっている、自分の名前と同じ『クロ』という色だけ。それすらも、他の色彩が理解できない以上、クロノにとっては「よくわからないもの」でしかなかった。

　それでも、天気のいい日に外に出ることは気持ちのいいことだと、クロノは理解していた。『闇やみ』の能力を行こう使しすれば、色は認識できずとも形を把は握あくすることはできる。光持つものにも見えないという『風』という現象が、大地に密みつ生せいする『ミドリ』の草を穏おだやかに撫なでていく様子を認識することもできる。それを視みながら、クロノは自分の口元が静かに微笑ほほえんでいくのを感じていた。

「……クロ？　どうしたの？」

　ふと、柔やわらかな声こわ音ねがすぐ隣となりで響ひびいた。そちらに『視覚』を向けると──木にもたれかかってまどろんでいたミコが、ゆっくりと身体からだを起こすのが確認できた。

「なんでもない。風を視ていただけだ」

　いつも笑っているようなミコの顔が、その言葉にはっきりと笑えむのがわかった。

「あは。クロは詩人だね」

　口元から上方に、『闇』の視覚を広げてみると、見み慣なれたミコの顔を、改めて認識することができた。彼女の弟てい妹まいであるレイコやタカヤが時とき折おり見せる、猫ねこのように鋭するどい表情は、ミコからはどこにも見て取ることはできない。どこまでも穏やかなその顔つきは、早くに亡くなった彼女たちの両親のうち、母親のほうに似たものなのだという。

　と、垂たれ気ぎ味みの彼女の目を覆おおっているものに気づいて、クロノは静かに微び笑しようする。──普ふ段だんは自分がかけているサングラスを、「まぶしいから」という理由でミコに取られたのだった。

　サングラスを取り返そうとして、クロノは左手を伸のばした。ミコはそれを握にぎって阻そ止しすると、草くさ地ちに押さえつけるように下げた。右手は──すでに、ミコの左手に押さえられてしまっていた。

　クロノの困こん惑わくを読み取って、ミコは「えへへ」と笑い──それから素す早ばやく首を伸ばして、クロノの唇くちびるについばむようなキスをした。

　思わず口を押さえたクロノに、ミコははにかむような笑顔を向ける。サングラスを取り払ってクロノの頭に載のせると、彼女は立ち上がって草原のほうに小走りに駆かけていった。クロノはしばらく、呆あつ気けに取られて彼女の後うしろ姿すがたを視ていたが、やがて自分も立ち上がると、ゆったりした足取りでそのあとを追った。

「大学のほうはどうなの？　ちゃんと卒業できそ？」

　クロノが隣に並ぶと、ミコはふとそんなことを言った。クロノは頷うなずき、

「成績は問題ない。目のことがバレない限り、教きよう職しよく課か程ていもすんなりいけるだろう」

「ふうん。──東京って、どんなところ？」

　少し考えてから、短く答える。

「人が異常に多いな。認識の訓練にはなるだろうが、あまり長く住んでいたい場所じゃない」

　本ほん音ねだった。クロノが東京の大学に通っているのは教師になるためで、彼はそれ以外のものを東京に求めようとはしていなかった。御み座くら台だい高校の教師になる算さん段だんがつけば、あとは老おいて死ぬまでの数十年間をこの土地で過ごしても、クロノはなんら鬱うつ屈くつすることがないだろう。もちろん、この場所が自分の故郷ふるさとだからという理由もある。しかし、なにより大きいのは──

　この場所にしか、ミコがいないからだ。

　無言の時間が続いた。それが少しも苦痛ではなかった。肌はだを包む日の光は暖かく、髪かみを撫なでるそよ風は心ここ地ちよく。そして隣となりにはミコがいる。これ以上のものを求めようとはクロノは思わないし──また、これ以上のものがあるとは、クロノには想像もできなかった。

「……綺き麗れいだね」

　低く、小さく、呟つぶやくように、ミコはそう言った。それが目の前の景け色しきを指しているのだということに、しばらくしてから気づいた。とりあえず、同意しておく。

「ああ、そうだな」

　瞬しゆん間かん、ちくりとした痛みを手の甲こうに感じた。ミコが目だけでこちらを見ている。そこに宿やどっているのは、甘えを含ふくんだ不満だった。

「噓うそつき。クロにはこの景色が見えないでしょう？」

「見えなくても視みえている。なんならどこになんの花が咲いているのか、言い当ててみようか？」

　ミコは大げさにため息をついた。クロノから離れ、後うしろに手を組んで。ひとつひとつ、石を蹴けり飛ばすように高く足を上げながら、彼女は歩きはじめる。

「私が言ってるのは、そういうことじゃないんだな。つまり──私が見ているものと、クロが視ているものは、全然別のものなんでしょう？」

「……そうとも言えるし、そうじゃないとも言える。認識する方法が違うというだけで、認識している対象は同じのはずだ」

　ミコは顔をしかめ、

「またそんな難むずかしいことを言う。あのね、だから──その──すごく、すごうくワガママに聞こえるかもしれないけど──私は、クロと同じものが見たいの。クロに、私と同じものを見てほしいの。あの山が綺麗とか、この花の色が好きとか。そういうことを、クロと話し合いたいの」

　そう言って、彼女はまた別の方向に視線を巡めぐらせた。そちらにどんな景色が広がっているのか、クロノには知覚することができない。同じ方向に顔を向けて、クロノは尋たずねた。

「そっちには、なにがあるんだ？」

『闇やみ』で知覚できる距離は半径百メートルほどが限界で、そこから先のものを見通すことはできなかった。前述したとおり、その視界は遮しや蔽へい物ぶつを無視して見渡すことができるから、有効性は常じよう人じんをはるかに凌しのいでいる。しかし、確かにミコが言ったとおり、常人と同じものを見ることは、クロノには基本的にできないのだった。

　ミコはじっと遠くを見み定さだめたまま、ぽつりと答えた。

「御み座くら台だい。ここからだと、全部見渡せる。──でも、これがクロには見えない」

「それは──」

「ううん。クロを責めてるわけじゃないよ。ただ、私は、それが悲しいの」

　そう言ってクロノのほうを向いたミコの目には、本当に悲しそうな光が宿やどっていた。

「私は御座台が好き。それと同じくらい、クロのことも好き。だから、クロと一いつ緒しよにこの景け色しきを見ることができたら──それは、とても素す敵てきなことだと思う」

「……もしかして、それが理由か？」

「え？」

「アマテラスの依より坐ましに、お前が志し願がんしたのは」

　ミコは噓うそをつくことができない。だから沈ちん黙もくを選んだのだろうが、その表情にははっきりと答えが書いてあった。自分の声に非難の響ひびきが混じるのを、クロノは抑おさえることができなかった。

「そんな理由ならやめたほうがいい。天まが魂たまの能力は、一個人のために使われるものじゃないんだぞ。お前は天てん条じようの人間なんだから、それくらいわかっているだろう」

　ミコはぼそぼそとした声で、

「……別に、それだけが理由ってわけじゃないけど……」

「大体な、俺おれはお前が依坐になるってこと自体に反対だったんだ。依坐の責せき務むはお前が考えてるほど軽いものじゃない。時と場合によれば生き死にが関かかわってくることもある。そんな重荷にお前が耐たえられるのか？」

「…………」

「それに、アマテラスは──どこか、不ぶ気き味みだ」

『光』の天魂・アマテラスの天てん魂こん碑ひは、ここ最近──ほんの一ヶ月ほど前に、本ほん殿でんの天魂碑保管庫のさらに奥おくに隠かくされていた部屋から発見されたものだった。アマテラスなどという名の天魂は、今までに誰だれひとりとして知る者はなく、アマツカサのどの文ぶん献けんにも載のってはいなかった。あまりに情報がないために、アマテラスの実在を疑うたがうものまで出てきたほどだ。過去の誰かが酔すい狂きようで作った、偽にせ物ものの天魂碑ではないのかと。

　そこで『意思』の能力を持つ天条レイコが直じかに触ふれて探たん査さをかけたところ、その天魂碑が偽物ではなく、実際に内部に天魂を宿やどしたものであることが判明した。が、わかったのはそこまでで、肝かん心じんのアマテラスとの意思疎そ通つうは、どうやってもできなかったのだという。いままでに例にないことだった。これまでどんな天魂も、他た者しやとの意思疎通を拒こばむことはなかったというのに。

　アマテラスは、他の天魂とはまったく異い質しつな存在なのではないか──。そんな風ふう説せつも、アマツカサの中にちらほらと囁ささやかれはじめている。そして庵あん堂どうクロノも、そんな風説を信じるもののひとりだった。

　クロノの厳しい表情を恐おそれるかのように、ミコは彼に背中を向けた。次に彼女が発した声は、親に叱しかられてすねた子供のそれだった。

「なによ、そんなにガミガミ言わないでよ。レイちゃんみたい」

「……レイコも反対したのか？」

　ミコは後うしろを向いたまま、こくん、と頷うなずいた。

「うん。なにも私が成なる必要はない、って散さん々ざん言われた」

「それなら──」

「でも、私は成りたいの！」

　叫ぶようにそう言って、彼女はクロノを振り返る。その顔を『闇やみ』のうちに視みて──クロノは、彼女の説得を半なかば諦あきらめた。こういう表情をしたときのミコに考えを改めさせるには、それこそオモイカネの力でも借りるしかない。

「私も依より坐ましに成りたい。みんなの仲間になって、大好きな御み座くら台だいの役に立ちたい。──それで、できるなら──クロの目を、治してあげたい」

　クロノは息をつく。呆あきれたように、

「アマテラスは『光』だぞ。俺おれの目とはなんの関係もない能力だ」

「……そんなこと、実際に成ってみないとわからないじゃない」

「タカヤの『生命』の能力でさえ治せなかった。第一、俺は別べつ段だんこの目を不自由には思っていない。むしろこの目が『闇』に慣なれていたからこそ、ツクヨミに認められたのだとさえ思っている。今さら見えるようになったところで──」

　そこでクロノは、ミコが悄しよう然ぜんと肩を落としていることに気がついた。苦く笑しようを浮かべ、その肩に手を置いて、クロノは優やさしい声になって言った。

「お前の気持ちは嬉うれしいよ、ミコ。依坐に成りたいと願うお前の気持ちも、わからないわけじゃない。──そうだな。試ためしてみたいと思うなら、試してみればいいさ」

　アマテラスの依坐に志し願がんしたのは、なにもミコだけではない。すでに五人の志願者が天てん魂こん碑ひに触ふれ、そして拒きよ絶ぜつされたのだという。ミコもそうなる可能性が高いと思う一方で、ミコならアマテラスに認められるのではないかという気もした。天てん条じようの家は、代だい々だい多くの依坐を輩はい出しゆつしているからだ。当代においても、天条タカヤと天条レイコの二人が依坐として天まが魂たまに認められた。天条ミコがまたそうなっても、なにも不ふ思し議ぎなことはないだろう。

　肩に置かれたクロノの手に、ミコはそっと触れた。嬉しそうにはにかみながら、小さな声で呟つぶやく。

「……うん。ありがと、クロ」

　クロノの腕うでを抱かかえ込むようにして、ミコがゆっくりともたれかかってきた。ミコの背中を胸で受け止めながら、クロノは静かに腕に力を込めて、彼女の身体からだを抱だき締しめた。




　　　　◆




「あ、ナナちゃん」

　目の前の廊ろう下かをナナミが横切ったのを見て、タカヤはろくに考えもせずに彼女の名を呼んでいた。ナナミは視線をぐるりとこちらに巡めぐらせて、そして、それきり凍こおりついたように動かなくなった。その身体からだが硬くなっているのが傍はた目めにもわかる。まるで野の良ら猫ねこのような彼女の緊きん張ちようを、少しでもほぐそうと思ってタカヤは気さくに右手を上げた。

「……あー……」

　が、それ以上言葉が続かない。ナナミの上うわ目め遣づかいが、物理的な障害となってタカヤの喉のどを塞ふさいでいるようだった。それでもなにか言わなければならない、とタカヤは思う。前回の訓練以来、会うたびに「クロノを指導役に」と説得しようとしたのがまずかったのか、最近では姿を見せただけで逃げられるようになってしまっていたのだ。なんとしてでもここで引き留とめて、話だけでも聞いてもらわなくては。そう決意して、タカヤは前に一歩踏ふみ出そうとして、

「ターカちゃん！」

　という声と共ともに、背中に柔やわらかな重みを受けてつんのめった。

　ナナミの表情がみるみるうちに硬くなった。風を切る音が出そうなほどの速度で前を向くと、彼女は足を踏み鳴らして去っていってしまった。

「あう……」

　タカヤはかすれた声を出してがくりとうつむき、背はい後ごに向かって恨うらめしげに言った。

「……なに、なんか用なの？　ミコ姉ねえ」

「えーなにそれなんか冷たい。せっかく歌か藍らん堂どうの大おお栗ぐり饅まん頭じゆう買ってきてあげたのに。欲ほしくないの？」

　歌藍堂の大栗饅頭はタカヤの好こう物ぶつで、それ以上にナナミの好物だった。あれこれと考えた挙あげ句く、タカヤは姉の申し出を承しよう諾だくすることにした。近くの部屋に入り、差し向かいに座ざ敷しきに座る。

「あれ。タカちゃん食べないの？」

　タカヤが差し出された大栗饅頭を懐かい紙しに包むのを見て、ミコは不ふ思し議ぎそうにそう言った。タカヤは大きくため息をつき、

「食べたいのは山々だけどね。ナナちゃんにあげようと思って」

「あ、そっか、ナナちゃんもこれ好きだったよね。それなら余計にひとつ買ってくればよかった」

　タカヤは小さく笑って、ミコのことを見た。ナナミはタカヤ以外の人間にはほとんど懐なつかない。それはこの天てん真しん爛らん漫まんな姉に対しても同様だったが、彼女はそんなことはまるで気にしていないように思える。自分に対して好意を抱いだいている者でもそうでない者でも、等しく優やさしく対応できるというのは、ミコが持つ多くの美徳のひとつだった。

　はむはむと大おお栗ぐり饅まん頭じゆうを消費しつつ、ミコはふと「あー」となにかに気づいたような声を出す。

「そういやさっき、ナナちゃんいたもんね。あー、しまったなあ。先に気づいてればタカちゃんにあんなことしなかったのに」

「え？」

「いやだからさ、ナナちゃんなんか怒おこった顔してたでしょ？　あれ、私がタカちゃんに抱だきついたからだよね。だってあの子タカちゃんのこと大好きだもの」

　タカヤが声に出して笑うと、ミコはむっと顔を険けわしくした。

「なによ、なんで笑うの？」

「違うよミコ姉ねえ。あの子が俺おれを避さけてるだけだよ」

　そう言って、タカヤは数日前にレイコにそうしたのと同じように、ミコにも事のあらましを説明した。ミコは途と中ちゆうまではふんふんと機き嫌げん良さそうに聞いていたが、クロノに指導役を任まかせようというタカヤの意向を耳にした瞬しゆん間かん、にわかに態度を硬くしてしまった。拳こぶしでもって、とん、と軽く机を叩たたき、ミコは嚙かみつくように言う。

「それはダメだよ。それはタカちゃんのほうが悪い」

「どうして」

「好きな人と引き離されそうになったら誰だれだって怒るに決まってるじゃない。しかもそれを当人から言われるなんて最悪。そりゃナナちゃんだって怒るよ。今すぐ取り消して謝あやまってきなさい」

　予想外に強いミコの反はん応のうに、タカヤはやや戸と惑まどった。おずおずと口を開く。

「いや、でも──言ったじゃん。あの子はもっと、俺以外との人間と接せつ触しよくを持ったほうがいいと──」

「それとこれとは別の話でしょ？　ていうかさ、そう思うならタカちゃんがしっかり教え込んであげればいいじゃないの。他ほかの人ともっとちゃんと付き合うようにって。それを全部クロに任せようなんて無責任だよ」

　そう言われてしまうと返す言葉もなく、タカヤは黙だまり込んでしまった。そんな彼のことを見て、ミコは優しく微笑ほほえんだ。

「タカちゃんなら大だい丈じよう夫ぶだって。あの子にちゃんと教えられるよ。私が保証するし、協力するからさ」

　その言葉に、タカヤもかすかに笑って頷うなずいた。ミコに言われると、なんだか本当にそんな気になってくるから不ふ思し議ぎだ。確かに、ミコの言うとおり。自分だけでは力不足だろうが、アマツカサにはミコもいればクロノもいる、レイコもいれば沢さわ村むらもいるのだ。彼らの協力があれば、ナナミも他の人間に心を開いてくれるようになるかもしれない。

　ミコが大おお栗ぐり饅まん頭じゆうの最後のひとかけらを口にしたところで、ふとタカヤは気になっていたことを尋たずねてみた。

「──そういやさ、ミコ姉ねえ、依より坐ましに志し願がんしたんだって？」

　彼女は饅頭が喉のどに詰つまったような顔をした。構かまわずに、タカヤは言葉を続ける。

「よくやるよね。今まで散さん々ざん断ことわられてきたのにさ」

　お茶で口の中のものを喉に流し込んでから、ミコはふくれ面つらでタカヤのことを見た。実際のところ彼女のチャレンジはこれで三度目で、最初は『炎』で次は『雷いかづち』。それぞれの天てん魂こん碑ひに触ふれ、それぞれの天まが魂たまにあっさり拒きよ絶ぜつされてしまった。それもそのはずで、天魂と依坐の相あい性しようは能力と性格の相性による、とタカヤは考えている。そして、ミコの性格は『炎』からも『雷』からもほど遠いものだった。

　天てん条じようの家は天魂管理機関・天あま総つかさの社やしろの総そう領りようを任じている。であるからには、その身に天魂を宿やどす依坐になることができればそれに越したことはない。そう考えたからこそミコも挑いどんだのだろうし、そんな姉の気き概がいはタカヤもよく知っていた。だから、からかうような自分の言葉にミコが眉まゆ根ねを寄せたとしても、なんの不ふ思し議ぎもないことだった。

「なによ。あなたまで反対するの？　タカちゃんだけはお姉ちゃんの味方だと思ってたのに」

　その声は姉というよりも妹のもので、タカヤは危あやういところで笑い出すのをこらえた。

「ミコ姉がやりたいっていうなら俺おれは止めないよ。『光』なら確かにミコ姉には合いそうだしね」

　そう言うと、ミコはいっぺんに明るい顔になった。

「そうでしょ？　今度こそ、私も依坐に成なるんだから。レイちゃんやクロがどれだけ反対しても私の気持ちは変わらないんだから」

　二人の名前を聞いて、タカヤはちょっと首を傾かしげ、

「レイ姉はともかく、クロノまで？　意外だね、あいつが反対するなんて」

　ゆっくりとお茶を啜すすりながら、ミコはすました顔で答える。

「でもクロはちゃんとわかってくれたもんね。『試ためしてみたいなら試してみればいい』って言ってくれたもんね」

「……それ、わかってくれたっていうのかな……」

「いいの。いうの」

　ことりと湯飲みを机に置いて、ミコは断だん定てい的てきな口く調ちようでそう言った。タカヤは軽く肩をすくめ、

「まあ、クロノはいつもミコ姉の味方だからね。あいつがそう言ったんなら大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そうそうそう、タカちゃんわかってるじゃない」

　クロノの話をするとき、ミコは本当に嬉うれしそうな顔をする。タカヤはミコのことが好きだが、彼女がなににも増して魅力的に見えるのは、クロノのことを語る笑顔だと確信していた。自らもお茶を飲みながら、タカヤはミコに尋ねる。

「天てん魂こん碑ひに触さわるときには、クロノは一いつ緒しよにいるの？」

「え？　うーん……どうだろ、その辺はよくわかんないや。レイちゃんなら知ってるかもしれないけど。どうして？」

「あいつが一いつ緒しよにいれば、きっとうまくいくだろうから」

　一いつ瞬しゆんだけきょとんとした顔をしてから、ミコは声を立てて笑いはじめた。

「なに、それ。──もう、うちの姉弟きようだいは、みんなクロのことが好きなのね」

　ミコのそんな言葉に、タカヤは顔をしかめてみせた。それが照てれ隠かくしだということに、二人とも気づいていた。照れ隠しついでに──と、タカヤは小さな笑いを口元に浮かべながら、普ふ段だんから考えていたことを口にした。

「ミコ姉ねえはクロノと一緒にいるべきなんだよ。──そう、ずっとね」
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　第だい一いち分ぶん殿でんの一室の、訓練用貯ちよ水すい池ちを望のぞむことができる縁えん側がわで、マナはじっと夕焼け空を見上げていた。

　帰ったほうがいいよと言われたし、帰ろうかと何度も思った。それでも楠木くすのきマナがここにいるのは、メイたちが戻もどってくるかもしれないというわずかな希望を捨てきれずにいるからだった。

　私も御み宿すく会えに行きたかった──彼女の本当の欲求は、そんな不満を呟つぶやいている。が、十五年という時間を『良い子』として過ごしてきたマナの理性は、それが決けつして叶かなうことのない望みであることを知っていた。御宿会に出席できるのは依より坐ましだけ。本ほん殿でん管理部の人間でさえ、そこに出席することは許されない。そしてマナは依坐どころか、アマツカサに属する人間ですらないのだ。──たとえ彼女の父親が、そうであっても。

　何度目かのため息をついて、縁側に出した足をぷらぷらさせると、冷たい空気がふくらはぎを撫なでるのを感じた。その薄うす寒さむい感覚にマナは身を震ふるわせ、物もの悲がなしいオレンジ色の空を見つめながら、もう一度、「帰ろうかな」と考えた。

　そのとき、背はい後ごで物もの音おとがした。どうせ沢さわ村むらさんだろう、とちらりと思う。彼はマナがついたため息と同じくらいの回数、この部屋に足を運んでくれた。お帰りになるのなら自動車を用意しますと、自分のような子供にまるで賓ひん客きやくを扱うかのような口く調ちようで勧すすめてくれた。その気持ちは本当にありがたかったし、これ以上ここにいても彼に迷めい惑わくをかけるだけだということもわかっていたのだが──それでも、マナは帰る気にはなれなかった。

　でも、それもこれまでかもしれない。沢さわ村むらさんに言って、家まで送ってもらおう。そんなことをつらつらと考えていたマナの背にかけられたのは、沢村のものとは別の声だった。

「マナ。まだここにいたのか」

　ぴくりと背を伸のばして、肩越しに後うしろを振り返る。そこには、本ほん殿でんに詰つめているはずの、自分の父が立っていた。

「沢村に教えてもらったんだ。お前がどうしても帰らないと──」

　少しだけ困ったような顔で、父はマナのほうに近づいてきた。マナがなにか悪いことをしたとき、彼はいつでもこういう顔をした。もともと父は、怒おこるという能力が欠けつ落らくしたような人間なのだ。だから怒らなくてはいけない場面に直面したとき、困ったような顔をする。どういう顔をすればいいのか、わからないからだ。

　マナは父の困った顔がなにより苦にが手てだった。自分が父を困らせてしまったのだと思うと、身が縮ちぢこまるような思いがする。このときもそうだった。彼女は慌あわてて縁えん側がわに立ち上がると、父のほうに向き直り、そして、うつむいてしまった。

　父の足音が止やんだ。上うわ目め遣づかいに彼の顔を見ると、父は相あい変かわらず困ったような顔をしていた。困ったような──笑顔だ。かすかな安あん堵どが胸に差し、マナの肩に置かれた手の感かん触しよくが、その安堵を倍増させた。優やさしい声で、父は言う。

「車は用意してある。今日きようはお父さんと一いつ緒しよに帰ろうか」

　ひとりきりで、ずっとこの部屋で待ちつづけていた寂さびしさが、その言葉で消えていくようだった。マナは無言のまま、こくりと頷うなずこうとして──不ふ意いに顔を上げた。目を見開いて父の顔をまっすぐ見つめ、かすれた声であることを問う。

「──お父さん、お仕事は？」

　その一ひと言ことは、父の顔を凍こおらせた。

　マナの父は本殿管理部の、それもかなり責任のある地位にあるらしい。どれだけ早くても空が真っ暗になってから帰ってくるのがいつものことだったのに。まだ空が明るいというのに、父は第だい一いち分ぶん殿でんにいて、マナに一緒に帰ろうと持ちかけている。

　なにか──嫌いやな予感が、胸の中に湧わき上がった。

「メイさんは、どこにいるの？　御み宿すく会えは──」

　父は眉まゆを寄せた。怒いかりでも困こん惑わくでもない、痛みをこらえるような顔だった。

「御宿会で、神じん野のメイさんと瀬せ川がわナナミさんは自じ宅たく待たい機きを命じられた。今いま頃ごろは家に帰りついている頃だろう。だからマナ、お前も家に帰るんだ」

　ほとんど直感的に、マナは呟つぶやいていた。

「噓うそ。お父さん、噓ついてる」

「マナ……」

「メイさんがここを通ったのなら、私がいるかどうか確かめるはずだもの。なにもせずに通り過ぎるなんて、メイさんがするはずない。──どうして、そんな噓うそをつくの？」

　マナはすがりつくようにして父の袖そで口ぐちを摑つかんだ。父はしばらくのあいだ、刺さすようなマナの視線から顔を背そむけていたが、やがて重おも々おもしく口を開いた。

「……彼女たちが自じ宅たく待たい機きを命じられたのは本当だ。本ほん殿でんから帰るための自動車も用意させた。しかし、運転手はいつまで待っても二人は来なかったと言っている。彼女たちが今どこにいるのかは、私にもわからない」

　足元の床ゆかががらがらと崩くずれていくような感覚。ふらりとバランスを崩したマナの身体からだを、父は咄とつ嗟さに支えてくれた。自らを見上げる娘の、絶望にも似た瞳ひとみの光に、それでも父は明るく言った。

「まあ、きっとどこかで寄り道をしているのだろうさ。だからマナ、お前がそんなに心配することは──」

「なら、どうしてお父さんはここにいるの？　本殿に詰つめているのがお父さんのお仕事なんでしょう？　それなのに、どうして？」

　父は答えない。それが答えだった。父はいつでもマナのことを思ってくれている。だから、マナの心身に負担をかけないように、できる限りのことをしようとしてくれる。そのためなら──苦にが手てな噓だってつこうとする。たとえそれが簡単にバレてしまうものだと、自分でもわかっていたとしても、彼はそうしてしまうのだ。

　自分の問いに、マナは自ら答えを出した。

「本殿でなにか起こったのね。だから、お父さんはここにいるんだ。なにか危ないことが起こったから、管理部の人はみんな避ひ難なんさせられたんだ。そうなんでしょ？」

　父はずいぶん長いこと考えていた。これ以上さらに噓を重ねてマナをごまかそうとするか、さもなくば、すべて正直に告白してマナに理解を求めるか。そのいずれの選せん択たく肢しを取るのかを。

　父は後こう者しやを選んだ。

「……ああ、そうだ。本殿にスサノオが現れたんだ。今あそこに詰めているのは、警備部の防衛課だけだ。哨しよう戒かい課かでさえも避難させられた。あの一いつ帯たいはもう──戦場になっている」

　マナの行動は素す早ばやかった。素早い、というよりも、ほとんど反はん射しや的てきなものだったに違いない。父の言葉を耳にして、それが持つ意味を脳のうが判断した瞬しゆん間かん、身をひ翻るがえして縁えん側がわから飛び出そうとした。その寸前に父がマナの腕うでを摑んだのは、あらかじめ彼女がそういう行動に出るであろうことを予想していたからに違いなかった。

　ほとんど半はん狂きよう乱らんになって、マナは叫んだ。

「離して！　お父さん、お願い！　メイさんが──！」

　それと同じくらい大きな声で、父は叫び返した。

「だめだ！　わからないのか、あそこはもう私たちが顔を出していい場所じゃない！　お前だってスサノオの話を聞いたことくらいあるだろう！　触ふれただけで生き物の命を奪うばう、『生命』の依より坐まし──それも、アマツカサへの敵意を抱いだく依坐だ！　私たちが出ていったところで、どうにもなりはしないんだ!!」

　マナは揺ゆれる瞳ひとみを自分の父に向けた。父の説得や自分の安あん否ぴなどよりも、そんな危険な場所にメイがいるということのほうが、マナにはずっと耐たえられなかった。だが、彼女の中の理性的な部分はこうも言っていた。──確かに、お父さんの言うとおりだ。依坐でもなく、取り立てて運動神経がいいわけでもない自分が、そんな戦場に出ていったところで、一いつ体たいなんの役に立つというのだろう。

　そう思った瞬しゆん間かん、全身の力が抜けた。崩くずれ落ちそうになったマナの身体からだを支えてくれたのは、他ほかならぬ父の力強い腕うでだった。

「きっと大だい丈じよう夫ぶだ。本ほん殿でんには鼎かなえさんや桐きり山やまさん、それになによりも庵あん堂どうさんが詰つめているんだ。お前の友達に危険が及ぶことなんてあり得えない」

　父が自分のことを慰なぐさめようとしてくれていることは、痛いほどわかった。しかしそれは、なんの効力も発はつ揮きしなかった。少なくともマナを苛さいなむ無力感は、その言葉で和らぐどころか、一層の痛みを伴って彼女の心を突き刺さしはじめた。

　いつもそうだ、とマナは思う。両りよう面めん宿すく儺なのときもハシバネのときも──いつも私は、メイさんたちに助けられてばかりいたのに。そのメイさんたちが危険に晒さらされているときにできることといえば、足手まといにならないように、遠く離れた場所で祈ることだけ。どうして私は、こんなにも力がないのだろう。友達が苦しんでいるときに、なにもできないのだろう──

　泣きそうな顔をうつむかせ、肩を震ふるわせるマナの背中を、父はむずかる赤子をなだめるように、ゆっくりと撫なでさすってくれた。

「な、マナ。私と一いつ緒しよに家に帰ろう。お母さんもきっと心配しているぞ」

　その言葉に、マナは首を横に振った。か細い声で、しかしはっきりとマナは言う。

「……私、ここにいる。メイさんたちが戻もどってくるまで、ここで、待っている」

　父の戸と惑まどいが伝わってくるようだった。それからも彼は言葉を尽つくしてマナのことを説得しようとしたが──マナの決意が固いことを知ると、諦あきらめたように息をついて、「わかった」と言った。困ったような顔をしながら、彼は言った。

「お母さんには私から連絡を入れておく。そして、私もここでお前と一緒に待とう。──そうでもしなければ、いつ本殿に駆かけていってしまうか、わかったものではないからな」

　無力感に罪ざい悪あく感かんが加わった。私はなんてわがままなんだろう、とさえ思う。涙が滲にじんだ声で、マナは消え入りそうに呟つぶやいた。

「……ごめんなさい、お父さん」

　すると父はかすかに笑ってこう答えた。

「なにも謝あやまる必要なんかないさ。むしろ私は誇ほこらしいくらいだ。自分の娘がこんなにも友達思いだということが」

「…………」

　友達思い。確かにそうかもしれない。メイやナナミを思う気持ちだけは、誰だれにも負けない自信がマナにはある。

　そして、思うだけではなにも変えられないのが、現実というものだ。

　力なく足を踏ふみ出して、父の脇わきを掠かすめて、マナはもう一度座ざ敷しきへと戻もどっていった。座ざ布ぶ団とんの上にへたり込むようにして膝ひざを揃そろえ、ゆっくりと目を閉じる。誰に対してでもなく、どこへ向かってでもなく。マナはただ自分の友人たちの無事を、当あて所どなく祈りはじめた。




　　　　◆




　遠くに舞い上がる土つち煙けむりを見て、メイは「爆ばく撃げきのようだ」という感想を抱いだいたが、それが間ま違ちがっていなかったということが、現場に到着して初めてわかった。

　一いつ体たいなにをどうすればこんな状況が作り出せるのだろう。大きく抉えぐれた地面の穴に、無む残ざんに引き裂さかれた木々の数々──戦せん慄りつと共ともにそれを観察しながら、ゆっくりと歩を進めるメイの頭の中に、タケミカヅチの声が響ひびき渡った。

『おい、メイ。相手は確か、「生命」の依より坐ましだったな？』

（え？　ああ、うん、そんなこと言ってたね）

　そう答えると、タケミカヅチは舌打ちをして──彼には極きわめて珍めずらしいことに──慎しん重ちよう論ろんを口にしだした。

『参まいったな、よりにもよってスサノオかよ。──忠告しとくが、もしもそいつを敵に回すような状況に陥おちいったら、そんときは迷わず逃げろ。いいな』

　思わず立ち止まって、メイは目を瞬しばたたかせた。眼がん前ぜんに広がる戦せん闘とうの痕こん跡せきが、より凄せい惨さんなものに見えてきて、彼女は思わず唾つばを飲み込んだ。

（……なに、そんなにヤバい相手なの？）

『ヤバいどころか──この中だとお前が一番相あい性しようが悪いぞ。状況を見る限りでは、スサノオと戦ってるのは「土」のサクヤヒメと「金属」のフツってところか。こいつらはまだマシだ。物質を支配する能力だからな』

　周囲を警戒しながら、注意深く進んでいるナナミのことを見て、そういえば、とメイは思う。『水』に『土』に『金属』の依坐がいる中で直接的に物質を支配する能力を持たないのは、メイだけだった。

（そういう力を持たないと、その、スサノオってのを相手にするのは、なにかまずいのかな？）

『勘かんが悪い奴やつだな。いいか、相手は「生命」を自在に支配する力を持ってるんだぞ？　そして、お前の身体からだは「生命体」だ。向こうの支配領りよう域いきに属する存在だろうが』

（……それは、まあ……）

『ってことは、ナナミが「水」に触ふれてそれを支配するように、向こうもお前たちの身体に触れてそいつを好き勝手できるってことだ。骨を折るのも腕うでを断たつのも思いのまま。これだけ鮮あざやかに木を裂さくことができるんだから、心しん臓ぞうを潰つぶすことだって一いつ瞬しゆんでできるだろうよ。それでもまだ、身体の周りに物質を纏まとうことのできる奴やつは、防御手段があるだけマシだが──』

（あたしにはそれすらない、と）

　なるほどね、と思う気持ちと、冗じよう談だんじゃない、と思う気持ちが、半々にメイの中に生まれた。できることなら今すぐナナミの手を摑つかみ、本ほん殿でんに向かって駆かけ出したかったところだが、真しん剣けんな表情でタカヤを捜さがし回る彼女の姿を見ては、そんな真似まねに出るわけにもいかなかった。そもそも彼女をけしかけたのは自分なのだ。放ほうっておいて逃げるなんてことも、できるはずがない。

　ちょっと軽はずみなことしちゃったかな、と後悔したのは束つかの間まで、メイはすぐにその気持ちを振り払うと、明るい調子でタケミカヅチに声をかけた。

（ま、要するに触れられなきゃいいんでしょ。軽い軽い）

『……どっから来るのか知らんが大たいした自信だな。ま、せいぜい死なないようにするがいいさ。せっかく使えるようになってきた依より坐ましを、こんなことでフイにするのは俺おれとしても本意じゃねえからな』

　それだけ言うと、タケミカヅチは一方的にメイとの接続を切った。呆あきれた思いと共ともにメイは小さく息をつく。別に期待していたわけじゃないが、もう少しねぎらいというか励はげましというか、そういった前向きな言葉をかけてくれてもいいのではないか。

　と、メイはふと、ナナミが立ち止まっていることに気づいた。半球状に抉えぐられた地面を目の前にして、まるで誰だれか大切な人の墓ぼ前ぜんを訪れたかのように、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。その背中に声をかけることすらも、なんとなく躊躇ためらわれて、メイはナナミと同じように足を止めた。

　やがてナナミは、風が生み出す葉は擦ずれの音にすら搔かき消されてしまいそうなほど小さな声で、呟つぶやいた。

「──タカヤさん、本気なんだ」

「え？」

「本気で戦ってるんだ。桐きり山やまさんや、鼎かなえさんと」

　その声には絶望感すら滲にじんでいた。寒さをこらえるように、彼女は自分の身体をぎゅっと抱だき締しめる。

「どうしよう。考えてなかったわ。こんな──こんなに、激しく戦ってるなんて。こんな戦いの最中に、話をすることなんて、できるはずがない」

　虚きよ脱だつ感かんと諦てい念ねんの入り混じったナナミの言葉に、メイは改めて目の前の惨さん状じようを観察した。なにをどうすればこんな景け色しきが生み出せるのか、それはわからない。わからないが──しかしこの景けい観かんから、メイにもひとつだけ感じ取れるものがあった。

　それは、「容よう赦しやのなさ」だ。

　この光景を生み出した人たちは、本気で殺しあっているんだ。

　あたしが今立っている場所は、生き死にをかけて争う、戦場なんだ──

　そのことを改めて実感して、メイは身の内から冷たい恐怖が湧わき上がってくるのを感じた。震ふるえそうになる奥おく歯ばを、ぎゅっと嚙かみ締しめて押し殺す。少し前のメイならばこんな場所からは尻尾しつぽを巻いて逃げ出していたところだ。もっとも今のメイとて、そうしたいと考えていることに違いはない。

　ただ違うのは、ナナミがそこに立ち尽つくしていることだった。

　彼女を放ほうっておくことは、今のメイにはできそうもなかった。普ふ段だんは小こ憎にくたらしいほど冷静沈ちん着ちやくなくせに、天てん条じようタカヤという名前が出てきてから、まるで優ゆう柔じゆう不ふ断だんになってしまった。さっさといつもの瀬せ川がわナナミに戻もどってもらわなければ、こっちの調子まで狂ってきてしまう。

　そのためには、なんとしても彼女にタカヤと話をさせなければならない。無理でもなんでも、そうするのがメイたちにとって、一番の──そして恐おそらくは、唯ゆい一いつの解決策なのだ。

　メイはナナミの腕うでを摑つかみ、自分のほうに軽く引いた。彼女はのろのろと振り返ると、不ふ思し議ぎそうな顔でメイのことを見た。

「神じん野のさん。私、私は──」

「ほら。いいから行くよ。さっきからあっちのほうで音がしてる。早く追いつかなきゃ」

　ナナミは逡しゆん巡じゆんするようにうつむいてしまった。どうも今のナナミは相そう当とう不安定になっているらしい。メイはその迷いを取り払おうと、明るい調子で励はげまそうとして、

「──なんだ、また君たちか。こんなところでなにをしてるんだい？」

　不ふ意いに頭上から降ふってきた声に、思わず身み構がまえてしまった。

　しかし、木の上からずしんと音を立てて落ちてきたか塊たまりは、二人が捜さがしていた天条タカヤの姿ではなかった。陽光を受けて銀色に輝く、麗うるわしき戦いくさの女め神がみ像ぞうだ。メイはその姿に見覚えがあった。親しみを込めた声で、彼女の名前を呼ばわる。

「鼎かなえさん！　無事だったんですね」

『金属』の鎧よろいを全身に纏まとった鼎ユウは、左手を軽く上げてそんなメイの呼びかけに応こたえた。

「どうにかね。戦せん闘とうはもっぱら桐きり山やまが行ってる。僕はそのフォローというか、補助的な働きしかしていないんだ。理由はよくわからないが、彼女はずいぶん張り切ってるみたいだ。──で、こちらの質問に答えてくれないかな？　君たちは、ここで、なにをしているんだ？」

　う、と喉のどの奥から声を出して、メイは身体からだを引いてしまった。今の声にはかなりの迫はく力りよくがあった。鼎は普ふ段だんは物静かな女性なのだが、こと依より坐ましに関することには途と端たんに厳しくなるのだ。部外者がこの場に足を踏ふみ入れたことに、相当怒おこっているのかもしれない。あれこれと言いい訳わけが頭の中に浮かび、しかしそのいずれもが実際に口の端はに上ることはなかった。その前に、ナナミが正直に告白していたからだ。

「タカヤさんに、会いにきたんです。お願いです、あの人と話をさせてください」

　鼎かなえは一いつ瞬しゆん考えてから、得とく心しんしたように頷うなずいた。

「……ああ、なるほど。そういえば、彼は君の恩人だったね」

「はい。ですから、どうか──」

　が、それに対する鼎の答えは、にべもなかった。

「帰りなさい。今のここは、そんな甘っちょろい慕ぼ情じようが通用する場所じゃない。瀬せ川がわさん、あなただってそれくらいはわかっているだろう」

「…………」

　息を吞のみ、ナナミはまたうつむいてしまった。いつもの彼女なら、たとえ自分が間ま違ちがっていても、今みたいな物言いをされれば速そく射しや砲ほうのように言い返していたに違いないのに。頭こうべを垂たれたナナミの頭上に、さらに鼎の言葉が降ふり注そそいだ。

「彼は──タカヤはもう、君や僕の知っている優やさしい青年ではない。僕たちはレイコから、タカヤを殺さずに連れてくるように命令されているが──どうも、それも果たせそうにないくらいだ」

　果か然ぜん、ナナミが顔を上げて鼎に食くってかかった。

「それは、タカヤさんを殺すっていうことですか!?」

　女め神がみ像ぞうの向こうの鼎の顔が、しかめ面つらに変わったのがメイにもわかった。

「少なくとも向こうはそのつもりだ。その辺の『まつろわぬもの』ならばともかく、本気で向かってくる依より坐ましを相手にして手て加か減げんをしていられる余裕は、僕にも桐きり山やまにもない。今、こうしている時間だって惜おしいんだ。わかったら──」

　不ふ意いに、驚くほど近くで爆ばく音おんが響ひびいた。鼎が言葉を中断してそちらに顔を向けた瞬しゆん間かん、濛もう々もうと立ち込める土つち煙けむりの向こうから、細長い物体が獲え物ものに襲おそいかかる虎とらのように飛び出してきた。

　鈍にぶい、湿しめった音が響いた。これまでに耳にしたことがない類たぐいの音に、メイは身み構がまえるのも忘れて立ち尽つくした。すぐ目の前、今この瞬間まで会話していた鼎の女神像に、人間の胴どう体たいほどの太さの丸まる太たが激突していた。

「くっ──！」

　胸のあたりに激突した丸太木は、さすがに『金属』の鎧よろいを貫かん通つうする威い力りよくはなかったものの、少なくともそのバランスを崩くずすくらいの力は有していた。ぐらりと揺ゆれた女神像に、さらに数本の丸太が襲おそいかかる。だが、今度は鼎もそれをまともに喰くらいはしなかった。自ら身体からだを倒たおして地面に横になると、そのまま転ころがりながら地面の上を移動し、勢いきおいをつけて少し離れた場所に立ち上がる。そこでようやく、メイとナナミは反はん応のうを起こすことができた。

　丸太が飛んできた方向から、ひとりの青年が粉ふん塵じんを搔かき分けて、ゆっくりとこちらへ向かってきた。コートのような白はく衣いのような上着は土に汚よごれ、鋭く釣つり上がった眼まな差ざしは先ほど顔を合わせたときとは別人のよう。それでもナナミがあげた声は、懐なつかしさの滲にじんだ喜びが込められていた。

「……タカヤ、さん」

　タカヤはふと歩みを止めて、メイと──そして、ナナミのことを見た。その表情が、ぎゅっと歪ゆがめられた。なにかを言いかけて、やめてしまう。ナナミから無む理り矢や理り視線を引き剝はがして、彼は鼎かなえのことを見た。

「子供まで巻き込むのか。お前たちは」

　鼎は苦く笑しようの混じった声で答える。

「僕たちが呼んだんじゃない、その子たちが勝手にここまで来たんだ。──君と、話がしたいらしい。受けるかい？」

「俺おれが受けたとしても、お前らがそれを許さないんだろ？」

「そうだよ。わかってるじゃないか。今は──話し合いの時間じゃない！」

　叫ぶと同時に、『金属』の鎧よろいから幾いく条じようもの煌きらめく鉄てつ線せんが放はなたれた。が、それがタカヤの身体からだに届くよりも早く、彼の姿は視界から搔かき消えていた。鉄線はタカヤの背はい後ごにあった若わか木ぎを容よう赦しやなく引き裂さき、それを哀あわれむように、頭上からタカヤの声が降ふってくる。

「ひどいな。植物であってもお前たちと同じ、ひとつの『生命』だというのに」

　鼎は呆あきれた口く調ちようで、

「──その『生命』を武器にしてるのは、一いつ体たいどこの誰だれだ？」

　タカヤはくぐもった声で笑った。それから枯かれ木きを踏ふむような、ひどく乾かわいた音が樹じゆ上じようから聞こえてくる。鼎の女め神がみ像ぞうが複雑な軌き道どうを描いて動き、銀色の光がまたも煌いた。地面に弾はじき落とされた何本もの鋭するどい木の矢を見て、メイはようやく今の出来事が二人の攻こう防ぼうだったということに気がついた。

　目で追うことすら、できなかった。

　甘く見ていた、とさすがに思う。最近は能力の向上が目め覚ざましかったから、自分の力を過か大だい評ひよう価かしてしまっていたのかもしれない。いくら訓練の調子がいいといっても、十年以上も日常的に依より坐ましの訓練を続けていた人々と、同じだけの時間をのほほんと過ごしてきたメイとでは、基礎能力に雲うん泥でいの差があるのは当たり前のことなのだ。

　怖おじ気けづいたメイとは対照的に──ナナミは、その攻防を見ても、一いち抹まつの恐怖も感じなかったようだ。ただ悲痛な色だけをその顔に刻きざみながら、彼女は一、二歩前に出て、すがるような声で叫んだ。

「タカヤさん、鼎さん──やめてください！」

　その声は、場ば違ちがいなほど虚むなしくその場に響ひびき渡った。ナナミとて、わかっていなかったはずがない。先ほど鼎が口にしたことが真実だということに。──この場所は、もはや、言葉が通用する場所ではないのだ。

　ナナミの声など無視するかのように、戦せん闘とうは激げき化かの一いつ途とを辿たどっていた。一本の樹木が、突然流りゆう砂さに吞のみ込まれるようにして土の中に沈みはじめる。メイは目を丸くしてその光景を眺ながめていたが、やがてそれが『土』の能力によるものだということに気がついた。吞まれはじめた木から他ほかの木へと、タカヤは常じよう軌きを逸いつした速度で移動していく。その途と上じようを狙ねらって鼎かなえが鉄てつ線せんを振るい、危あやういところでそれを回かい避ひしたタカヤは、尖とがった木もく片へんを霰あられのように周囲にばら撒まきはじめる──

　そのうちの一本がメイの足元に突き刺ささった。彼女が身の危険を覚えたのと同時に、ナナミが歯を軋きしませる音が、確かにメイの耳に聞こえてきた。その右手にいつの間まにか竹たけ筒づつが握にぎられている。メイは嫌いやな予感を覚え、その予感は一いつ瞬しゆんのうちに現実のものとなった。

　あろうことか、ナナミは竹筒の中の水をすべて引き出して、それを優ゆうに人間を包み込めるほどの大きさに増ぞう幅ふくさせると──怒ど鳴なり声と共ともに、それを全ぜん方ほう位いに撒き散らしたのだ。

「──人の話を、聞きなさい!!」

　その声には、普ふ段だんのナナミが持っている強気な響ひびきが含ふくまれていた。彼女のあまりの剣けん幕まくに、その場にいるすべての依より坐ましがびくりと動きを止め──そして、頭からナナミの水を引っかぶってしまった。メイは驚きのあまりぽかんと口を開けた。頭の中で、タケミカヅチがそれはそれは愉ゆ快かいそうに『ハッハッ！』と笑っているのが聞こえた。
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　鎧よろいを纏まとう鼎かなえはそれほどでもなかったが、タカヤと桐きり山やまはナナミの水をもろに浴あびてしまっていた。ぐっしょりと濡ぬれた顔に浮かぶのは、「なにが起こったのかわからない」という困こん惑わくの表情。ナナミはそんなタカヤのことをじっと見み据すえ、

「あの、瀬せ川がわさん？　僕たちは今……」

　横よこ合あいから声をかけた鼎のことを、彼女はぎらりとにらみつけると、

「私は、今、タカヤさんと話をしているんです！　他ほかの人は黙だまっていなさい!!」

　そう一いつ喝かつして、再び視線をタカヤのほうへと向けた。

　メイは感心して周囲を見回した。先ほどまであれだけ激しく戦っていたのに、ナナミの怒ど号ごうに毒どく気けを抜かれでもしてしまったのか、全員身動きひとつせずにナナミのことを見つめている。ナナミはまっすぐにタカヤのことを見据えたまま、ゆっくりと歩き出した。対してタカヤが為なした動きは、濡れた髪かみを搔かき上げることだけだった。

「教えてください、タカヤさん。どうして──どうして五年前、あなたは御み座くら台だいを去ったのですか？」

　樹じゆ上じようで隙すきを見せずに身み構がまえたまま、タカヤは意外そうに目を見開いた。鼎を──それから上半身だけ地表に露ろ出しゆつさせている桐山のことを見て、独ひとり言ごとのように、

「クロノはお前たちに教えていないのか？　あのことを」

　鼎の表情は女め神がみ像ぞうに包まれているため見えなかったが、桐山ののっぺらぼうのようなその顔に、かすかな感情の色が浮かんだ。疑問や困惑、ではない。ほんのかすかな──しかし、それは、明らかな罪ざい悪あく感かんだった。

　それを見てタカヤは嘲あざ笑わらう。ナナミのほうに目を向け、

「どうやら知らないのは君だけらしいね、ナナちゃん。──まあ、仕方がないか。あんなことはわざわざ子供に教えるようなことじゃない。それが依より坐ましとしての使命に燃えているような子なら、なおさらだ」

「……どういう、ことですか？」

　タカヤの答えは簡かん潔けつだった。薄うすく目を細めると、彼は低い声で呟つぶやいた。

「クロノとレイ姉ねえに聞けばいい。──ミコ姉は、どこへ行ったのか、とね」

　ミコ。メイにとっては初めて聞く名前。だがその名は、ナナミに衝しよう撃げきを与えたようだった。彼女は重ねて質問をしようとしたが、それよりも先に桐山のほうが口を開いていた。

「私からも聞きたいことがある。タカヤ。お前はなぜ、ここに戻もどってきたんだ？」

　タカヤはその視線を桐山のほうへと向けた。彼女は言葉を続ける。

「レイコは、お前がアマツカサに敵対する組織に関与していると考えている。私もその意見には賛さん同どうしている。だが、お前がひとりでここに戻ってきた。それだけが、私にはどうしても解げせない。レイコなりクロノなりを殺そうと本気で思っているのなら、組織の構成員を何人か引き連れてくるはずだろう。それなのに──たったひとりで、なにをしにきたんだ？」

　タカヤはつまらなそうに答える。

「これは俺おれ個人の問題だ。ヒルコガミは関係ない」

「ヒルコガミ？　それがお前の所属する組織の名前か？」

　そう問うたのは鼎かなえで、タカヤはそれを聞いて、鼻を鳴らして笑った。

「所属というのは語ご弊へいがあるな。俺が創り上げた組織だ。それと桐きり山やま、人の話はちゃんと聞け。さっき確かにこう言ったはずだぞ。──俺は、レイ姉ねえに会いに来たんだ」

　桐山は、呆あきれたように眉まゆ根ねを広げた。

「レイコに──ただ、会いに来ただけだというのか」

「ああ。ヒルコガミ盟めい主しゆとして、アマツカサ祭さい主しゆに会いに来たわけでもない。天てん条じよう家長男・天条タカヤが、天条家次女・天条レイコに話をつけに来た。それだけの話だ。本当は誰だれとも顔を合わせず、戦いも起こさずに会うことができれば、それが一番良かったんだがな」

　淡たん々たんとした口く調ちようで、タカヤはそう言った。彼が稀き代たいの詐さ欺ぎ師しでない限り、今の言葉は真実だろう、と事情がよくわからないメイでさえ思った。それくらい、タカヤの声からは飾かざり気けも気き負おいも、噓うそ臭くささのかけらさえも感じ取ることはできなかった。

　それは鼎と桐山の二人にも通じたはずだった。しかし彼女たちは、それを聞いてなお、戦せん闘とう態勢を解とこうとはしなかった。タカヤはそれを見て、どこか寂さびしげに笑う。

「まあ、そうだろうな。お前たちにしてみれば、いくら戦うつもりがないと言われたって、敵を懐ふところに招き寄せるわけにもいかないだろう」

　そう言って、彼は再びナナミに視線を戻もどした。

「ナナちゃん。話し合いはこの辺でいいかな？　俺は今から、この二人をねじ伏ふせなければいけないんだ。戦う気がないのなら下がっていたほうがいい。危ないからね」

「…………」

　皮ひ肉にくや悪意の籠こもらない、本当に心から心配しているようなタカヤの声に、ナナミはなにも答えることができなかった。力を失い、今にも倒れてしまいそうに見える彼女の背中を、メイは「ぽん」と叩たたいた。意外そうに振り返ったナナミの視線にウィンクだけを返して、メイは彼女の前に進み出た。

「……あの、すいません。あたしからもいいですか？」

　タカヤは眉を上げ、

「君か。なんだか今日きようは質問されてばかりだな」

　メイはそれには反はん応のうせず、見開いた目で強くタカヤのことを見み据すえながら、まっすぐに尋たずねた。

「あなたは、自分のことを『組織』の──ヒルコガミの盟主なのだと言いました。それなら──ハシバネを裏で操あやつっていたのは、あなたなんですか？」

　タカヤは即そく答とうはしなかった。しばらくのあいだ考えを巡めぐらせ、それから得とく心しんしたように「そうか」と頷うなずく。

「神じん野のメイさん。君は、『雷いかづち』の依より坐ましだったね。ソクから聞いている。君の友人を、ハシバネのごたごたに巻き込んでしまったと」

「…………」

「君の言うとおりだ。操あやつっていたというわけではないが、ハシバネの白びやく檀だんにアマツカサから離り反はんするように勧すすめたのはヒルコガミ──いや、この俺おれだよ」

　右手を握にぎる。久しぶりに、人差し指にうずきを感じた。そんなメイの反はん応のうを知ってか知らずか、タカヤはさらに言葉を重ねた。

「ついでに言うなら──両りよう面めん宿すく儺な。タケミカヅチに恨うらみを抱いだいていたあの化ばけ物ものも、ヒルコガミの一員だった。まあ、一員といっても、情報を提供しただけの関係だったけどね」

　さすがにそれは予想外で、メイは息を吞のんでタカヤのことを見上げた。彼の表情にはなにも映うつっていない。罪ざい悪あく感かんも、露ろ悪あくを楽しむ表情も、なにも。タカヤはただ事実だけを述べる書記官のように、平へい坦たんな口く調ちようで言った。

「ハシバネの情じよう報ほう網もうを使い、『磐いわ門と』の結けつ界かいが落ちる期日をあらかじめ知っておいて、それを両面宿儺に教えた。アマツカサはヒルコガミの明確な敵だ。依坐や天まが魂たまの数は、少なければ少ないほどいい。両面宿儺がタケミカヅチの宿やどった天てん魂こん碑ひをどこに運ぶつもりだったのかは知らないが──まさか、君に宿ることになるとはね。藪やぶ蛇へびとはこのことだ」

　メイは──

　タカヤに対して、なにか特別な感情を抱いだいていたわけではない。そもそも彼の存在すらも知らなかったのだから、好こう悪おもなにもあるはずがないのだ。ここへ来たのも半なかば以上ナナミの付き添そいのつもりだったし、ナナミや鼎かなえや桐きり山やまとタカヤの会話も、ほとんど傍ぼう観かん者しやのような気持ちで聞いていただけだった。

　しかし、今のタカヤの言葉は、それらの事情を根こん底ていからく覆つがえすものだった。

　両面宿儺はメイのことを殺そうとした。あのときの恐怖は、今もありありとメイの心に焼きついているし、それ以上に強く覚えているのは、腹部に短刀を突き立てられたマナの姿だ。その光景を思い浮かべるたびに──メイは、右手が震ふるえるのを感じた。

　そして、タカヤは、あの光景を引き起こした、元げん凶きようなのだ。

　恨うらみには思わない。怒いかりすら感じない。ただメイは、直感的にこう思っただけだ。

　この人は──あたしの、敵だ。

「瀬せ川がわ。ごめんね」

「え？」

「本当はさ、瀬川がどうするか決めてから、それに付き合おうと思ってたんだ。戦うにしても避さけるにしても。でも──事情が変わっちゃったみたい」

　ちらりと振り向くと、ナナミは心しん底そこ不安そうな表情を浮かべていた。まったく、今日きようはおかしな日だ、と思う。初めて彼女と会ったときは、自分のほうが不安そうな顔をして、ナナミのほうが覚かく悟ごに溢あふれた顔をしていたはずなのに、今日きようという日にはそれがあべこべになってしまっている。そのことにかすかなおかしみを覚えて、メイは微笑ほほえんだ。

「あたしは、あの人と戦う。依より坐ましとかアマツカサとか、難むずかしいことはわからないけど、あの人を放ほうっておいちゃいけない気がする」

「…………」

　メイはそれ以上なにも言わず、タカヤに向き直って彼のことを見み据すえた。

　樹じゆ上じようのタカヤまでの直線距離は五メートルといったところだ。今のメイの能力からすれば充分に射しや程てい距きよ離り内ないではある。タケミカヅチはメイがタカヤの攻こう撃げきに対する防御手段を持たないと指し摘てきしたが、それは向こうだって同じのはずだ。『生命』──このあたりに存在するものでいえば木々などの植物といったところだろうが、それで『雷いかづち』を防ぐことなどできない。となれば勝負は先せん手て必ひつ勝しよう、その言葉に従って、メイは右手を跳はね上げてタカヤに照しよう準じゆんしようとした。

　その瞬しゆん間かん、タカヤは明るい声で笑い出した。

「やっぱりそうするか。『雷』を敵に回すのは得とく策さくじゃないし、余計なことは言うべきじゃないとも思ったんだが、どうも黙だまってることはできない性しよう分ぶんでね。しかし俺おれとしては、君みたいな子供と戦うのはさすがに気が引ける。そもそも戦いにきたのではないし」

　話の行く先が見えず、メイは眉まゆを寄せた。タカヤは相変わらず、どこか楽しそうに話を続ける。

「君が自分と俺との能力差を見み誤あやまっているという可能性もある。だから、これを受けてもまだ、俺と戦うという気が残っているのなら、追ってくるといい」

　その言葉に、メイは、果てしなく嫌いやな予感を覚えた。ほとんど反はん射しや的てきに右みぎ腕うでを跳ね上げて、雷かみなりをタカヤに向けて放はなとうとしたところで──メイは自分の右足に、締しめつけられるような感かん触しよくを覚えた。思わずそちらに目を遣やると、土ど中ちゆうから生えた茶色い触しよく手しゆのようなものが、自分の右足に絡からみついているのが見えた。──タカヤに支配され、土中を潜せん行こうした木の根が、メイの身体からだを捉とらえたのだった。

　触ふれられてしまえば、心しん臓ぞうを潰つぶすことなど一いつ瞬しゆんでできる。そんなタケミカヅチの言葉が脳のう裏りによみがえり、メイはパニックに陥おちいった。そんなメイを見て、タカヤは無感情に、

「──そのときは、容よう赦しやしない。それではおやすみ、神じん野のメイさん」

　がくん、と世界が揺ゆれた。それが自分が膝ひざをついた衝しよう撃げきによるものだったことに、メイは最後まで気づかなかった。急速に闇やみに落ちていく意識の中で、歯は軋ぎしりをしたくなるような悔くやしさを覚えながら、メイは最後の集中力を振り絞しぼって、右足に絡みつく木の根めがけて、ありったけの『雷』を叩たたき込んだ。




　　　　◆




　人を失神させるのはそれほど難むずかしいことではない。首筋の総そう頸けい動どう脈みやくの血管組織を『生命』で支配して、ほんの五秒ほどその血流を滞とどこおらせるだけでいい。むしろ難しいのはそこに至いたるまでの過程だった。タカヤの持つ『生命』の力は、他ほかの多くの依より坐ましがそうであるように、対象に接せつ触しよくしなければそれを支配することはできないのだ。他の『生命』──たとえば木や草などの植物──を媒ばい介かいすれば、多少は射しや程てい距きよ離りが延のびるものの、『金属』や『土』などの物質を支配する依坐が相手では、その肌はだに触ふれることなど容よう易いにできはしない。

　案あんの定じよう、『奇き襲しゆう』をまともに喰くらったのは神じん野のメイただひとりで、鼎かなえとナナミは足元に違い和わ感かんを覚えた瞬しゆん間かん、素す早ばやく飛び退すさってそれを回かい避ひした。桐きり山やまに対しては奇襲を仕し掛かけてすらいなかった。『土』の依坐相手に『土』を隠かくれ蓑みのにしようとするなど、笑い話にもならない。

　メイの意識を奪うばうのと同時に、タカヤは鼎に対して追つい撃げきを仕掛けようと、『生命』の能力を行こう使しして自らの身体からだに加速をかけた。メイが全力で放はなった『雷いかづち』が、根を伝でん導どうしてタカヤが乗っていた大木を轟ごう音おんと共ともに焼き尽つくしたのは、それからほんの一いつ瞬しゆん後ごのことだった。

　乾かわいた破は裂れつ音おんと後うしろを向いていてもわかるほどの強烈な閃せん光こう、恐怖と衝しよう撃げきに全身に鳥とり肌はだが立ったのはそれから数秒後のことで、鼎めがけて飛び掛かっていったタカヤは、その瞬間なにが起こったのかまるでわからなかった。女め神がみ像ぞうの頭ず蓋がい部ぶに蹴けりを見舞い、一トンに及ぼうかという彼女の全身がぐらりと揺ゆれる。右足に走った鋭するどい痛みは反作用で骨でも折れたからだろうが、タカヤは特に問題には思わなかった。その程度の負傷ならば、『生命』の能力を行使すれば、ほとんど一瞬で治ってしまうのだ。

　それからタカヤは、今いまし方がたの轟音の元を振り返った。さすがに顔が引きつるのを感じた。

（……失神などと言わずに、足でも折っておくべきだったかな。こんなの喰くらったら一発で死ぬ。回避もできそうにないし）

　そんなタカヤの思考に対し、スサノオは憮ぶ然ぜんとして応こたえる。

『己おれはまだ、タカヤがそこまで堕おちていないと信じる。子供を傷つけるなど、考えただけでおぞましい』

　スサノオらしいな、とタカヤは一瞬だけ笑い、

（しかし、これでなお挑いどんでくるようなら、それはもう子供じゃない。立りつ派ぱな依坐であり──立派な、敵だ）

　スサノオは沈ちん黙もくし、タカヤにもそれ以上の問答を行う余裕は残されていなかった。バランスを取り戻もどした鼎が反はん撃げきしてきたからだ。

　紙かみ一ひと重えで回避したつもりだったが遅かった。肩口から胸にかけてまでを引き裂さかれ、鮮あざやかな赤が空中に舞う。再び樹じゆ上じようへと飛び上がりながら、タカヤは自らの負傷を冷静に確認した。──皮一枚よりもやや深い程度の傷。『生命』の依坐にとっては、この程度ではかすり傷にもなり得えない。

　しかし、タカヤのことを誰だれよりも想おもう少女にとっては、その傷はかすり傷などではなかった。草の上に散ったタカヤの鮮せん血けつに──ナナミが、悲鳴に近い声をあげた。

「タカヤさん!!」

　その声に、タカヤはふと動きを止めて、ナナミのことを見た。我われ知らず唇くちびるを嚙かむ。まっすぐに自分を見つめるナナミの視線には、天まが魂たまも依より坐ましもアマツカサもヒルコガミも存在しなかった。ただ純じゆん粋すいに、タカヤの傷を心配しているだけだ。それは鼎かなえの鉄てつ線せんよりも桐きり山やまの土ど砂しやよりもメイのい雷かづちよりも、はるかに強くはるかに耐たえがたい痛みをタカヤに与えた。

　なにかを言おうとして口を開き、タカヤは自分の中に、もうナナミにかける言葉がなにも残っていないことに気がついた。彼女のあどけない笑顔を眺めていた日々が、五年どころか五十年も昔のことに感じられた。だからタカヤはナナミから目をそらすと、低く小さな声でこう言った。

「……その子を連れて、帰るんだ。ナナちゃん」

「──タカ──」

　それ以上は耳を貸さずに、タカヤは再び『生命』の能力を使って飛び上がった。自分の名を呼ぶナナミの叫びは風の音に紛まぎれ、やがて聞こえなくなった。そして、その代わりのように、桐山と鼎が執しつ拗ように追ってくるのを、肌はだで感じることができた。

　タカヤは薄うつすらと微笑ほほえむ。そちらのほうが、幾いく分ぶんかマシかしれなかった。かつても今もタカヤを慕したう、ナナミの悲痛な眼まな差ざしに比べれば──この二人のほうが、ずっとずっとやりやすい。そんなことを考えながら、タカヤは意識を戦せん闘とうに向けて研とぎ澄すましていった。




　　　　◆




　なにをすることもできなかった。メイのように、決断することも、立ち向かうことも。ナナミにできたことといえば、ただ幼児のようにタカヤの名を呼ぶことと、その場に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことだけだった。

　──情けない。

　周囲を見渡してみると、いつのまにか鼎と桐山の姿が消えていた。タカヤを追つい跡せきしていったのだろう。その事実に、自らを苛さいなむ無力感が、一層強くなるのを感じた。

　足元の草くさ地ちを踏ふみしめて、ナナミはメイに近づいていく。力こそ足りなかったが──と、ナナミは足元に倒たおれ伏ふす金きん髪ぱつの少女を見て思う。彼女も、立りつ派ぱな依坐だ。敵に対して敢かん然ぜんと立ち向かった。呆あつ気けなくやられてしまったものの、ただ見ていることしかできなかった自分などよりも、どれほど立派かわからない。

　ミツハノメがため息をつくのが聞こえた。ナナミはなにも言う気になれなかった。膝ひざをついて倒れたメイを抱かかえ起こし、その名を呼ぶ。

「神じん野のさん。神野さん、起きなさい」

「んん……む……」

　ぐにゃりと寝ね返がえりを打ったメイの腕うでが、思いっきりナナミの鼻っ柱ぱしらに当たった。頭が大きく後うしろに揺ゆれ、つんとした痛みが涙を誘さそう。思わず鼻を押さえそうになったが、実際のナナミの鼻に触ふれたのはメイの手のひらだった。恐おそらくは寝ぼけているのだろうが、ぺちぺちと自分の額ひたいを叩たたき、鼻先をつまむメイの右手に、本当はメイが起きていて、自分に対していたずらをしているのではないか、とナナミはあるはずもない疑うたがいを持ってしまった。

　今度はミツハノメがくすくすと笑うのが聞こえた。そんな彼女にナナミはなにかを言いたくなったが、それよりも先にすべきことがある。メイの肩を摑つかんで、乱暴に揺り動かすことだ。

「神じん野のさん！　起きなさいって言ってるでしょう!!」

「はいっ!?　ごっ、ごめんなさい庵あん堂どう先生っ！」

　バネ仕じ掛かけのような動きでメイは起き上がり、その金きん髪ぱつが再びナナミの鼻先をかすめた。この人は自分になんの恨うらみがあるのだろう、と鼻を押さえながら考える。が、メイはそんなナナミの思おも惑わくなど知る由よしもなく、寝起きそのものの動きであたりをきょろきょろと見回した。

「──あ、あれ？　ここどこ？」

　本当に寝てたのか。咳せき払ばらいをして、ナナミはメイに自分の存在を気づかせた。メイは首を傾かしげて、ナナミの顔をじっと見つめていたが──やがて、まだ夢の中にいるような口く調ちようで、

「えっと……殺されたの？」

「はあ？」

「いや、だから、あたしとあんた。あの人に」

　話の筋すじがまったく通っていない。恐らくタカヤがメイに仕掛けたのは頸けい動どう脈みやく圧あつ迫ぱくによる失しつ神しんだろうが、その後こう遺い症しようが脳のうにでも残っているのだろうか。かわいそうな人を見るような目で観察していると、彼女は再び周囲に視線を巡めぐらせはじめ──それから、安あん堵どしたように大きく息をついた。

「──あーよかった、ここ天国じゃないみたいね。いくらなんでもこの歳としで死んだんじゃ死にきれないよ」

　ナナミは瞬まばたきをしてその言葉の持つ意味を考え、それからひとつの結論にたどり着いた。顔が険けわしくなるのを、抑おさえることができなかった。

「あなた、もしかして、自分がタカヤさんに殺されたんだと思ったんじゃないでしょうね？」

　図ず星ぼしらしい、とメイの表情を見てわかった。呆あきれるべきか怒おこるべきかと迷っていると、不ふ意いにメイが真しん剣けんな口調で、「仕方ないじゃん」と呟つぶやいた。

「タケミカヅチが言ったんだもん。相手は『生命』の依より坐ましだから、触れられたら一いつ瞬しゆんで心しん臓ぞうを止められちゃうって。だから──意識を失う前は、本当に『死んだ』って思ったのよ」

　ナナミは微び妙みような面おも持もちでその言葉を受け入れる。確かに、タカヤは『生命』を司つかさどる天まが魂たま・スサノオの依坐であり、触れた生命体を自在に支配する能力を持っている。しかし──

　ナナミは立ち上がると、だん、と足を踏ふみ鳴らして苛いら立だちを露あらわにした。呆ほうけたようなメイの顔を見下ろして、尖とがった言葉をぶつける。

「あの人を見み損そこなわないで。そりゃ確かに、そういうこともできるのかもしれないけど──でも、タカヤさんは優やさしい人よ。生き物の命を奪うばうなんて、そんなことのために天まが魂たまの力を使うわけがないわ」

　メイは胡う散さん臭くさそうにナナミのことを見上げ、

「それは、昔の天てん条じようタカヤさんでしょ。今のあの人は違うよ」

　かっと頭に血が上る音が聞こえた。裂さくような声で、ナナミは叫ぶ。

「あなたになにがわかるっていうのよ！　タカヤさんのことなんか、なんにも知らないよそもののあなたが!!」

　森しん閑かんとした空気に響ひびき渡った自分の声は、なぜだかとても醜みにくいものに聞こえた。メイは目だけでナナミのことを見上げると、面おも白しろがっているような悲しんでいるような、極きわめて微び妙みような声でこう言った。

「また言ったね。あたしのこと、よそものって」

　頭の中が真っ白になる。かすれた声が喉のどから漏もれる。なにか言いい訳わけを言おうとして──もはやどんな言葉も、この状況には通用しないことを知る。ナナミは顔を歪ゆがめてうつむき、そんなナナミにメイは言う。

「やー、それにしてもすごいよね、あのタカヤって人。ほんとすごいよ。あたしも見てみたかったくらいだよ」

　メイの言っている意味がまるでわからない。いつの間まにか、頭の中にすべての感情とすべての思考を吞のみ込んで溶かしてしまう大おお渦うずができてしまったかのようだった。ぐちゃぐちゃに入り混じった頭の中に、ただメイの明るい声だけが響ひびいていた。

「あんたをそんなふうにしちゃうくらいだから、さぞかしカッコよかったんだろうねえ。いいなあ、羨うらやましい。あたしもそんな熱い恋がしたいよ」

　一気に耳まで赤くなる。混こん沌とんとした思考の中でも、かろうじて抗議することはできた。

「……なに、を……」

「だってさ、考えてみれば瀬せ川がわがあたしを『よそもの』って言ったのも、そのタカヤさんの話を無理に聞き出そうとしたのが原因だもんね。もちろん今のもそうだし、あんたがうつむいたり顔を赤くしたりなにも言えなくなっちゃったりするのも、みーんな原因はタカヤさん。でしょ？」

「………………」

「だから、まあ、そんなに腹も立たないよ。あたしにだって覚えがあるもん。好きな人を悪く言われてムカつくってのは。だからさ、瀬川──」

　メイはようやく立ち上がった。お尻しりを二度三度叩はたいて土を取り、それからナナミの肩にちょっとだけ触ふれた。恐おそる恐る、上うわ目め遣づかいにメイのことを見ると、彼女は思いのほか、真しん剣けんな表情を浮かべていた。

「あんたは戦わないでいい。ううん、戦わないほうがいいよ。好きな人と戦うなんて──そんなつらいこと、しないほうがいいに決まってる」

　胃の中に石の塊かたまりがいくつも生まれたようだった。吐はき気けすら覚えるが、ナナミはかろうじて、顔を上げてメイのことを直視した。

「あたしは昔のあの人を知らない。今のことだって、ほとんどわかってないんだと思う。でも、あの人が原因で、あたしや瀬せ川がわや、マナちゃんが危ない目に遭あったっていうことだけは知ってる。あの人が自分で言ってたもんね」

　ふと、ナナミの脳のう裏りに過去の記憶が蘇よみがえった。依より坐ましになったばかりの頃ころの──依坐であることを否定していた頃の、メイの記憶を。あのとき自分は、確かに彼女に言った。天まが魂たまの能力を振るい、それを他た者しやのために役立てろ。それこそが、常じよう人じんが持たぬ力を持つことになった依坐に、唯ゆい一いつにして無む二にの責せき務むなのだと。

「だから、っていうんじゃないけどさ。そう聞かされたら放ほうっておけないじゃない。あの人のせいで、もっと大勢の人が危ない目に遭うかもしれないんだもん。──瀬川は怒おこるかもしれないけど、あたしはそう思う」

　ぐちゃぐちゃになったナナミの頭でも、メイがなにを言っているのか、胸に痛いほどに理解できた。

「だから、あたしは行くよ。瀬川」

　メイは、かつてナナミが言っていたことを、そっくりそのまま口にしているのだ。

　天魂の力を、他者のために役立てに行くのだと。

『依坐の責務』を、果たしに行くのだと──




　──そして現在、ナナミはひとりきりで、本ほん殿でん付近の山中を巡めぐり歩いている。

　自分がどこに向かっているのかさえ定さだかではない。なにも考えない機械のように、ただ漠ばく然ぜんと足を動かしているだけだ。何度かミツハノメに声をかけようとしたが、そのたびに直前で思い留とどまった。ミツハノメとて、こんな情けない依坐に、かける言葉があろうはずもないだろうから。

　メイは、ひとりきりで行ってしまった。一いつ緒しよに行こうとは言わなかったし、一緒に行こうとしないナナミのことを責めもしなかった。いっそそうしてくれればよかったのに、とすらナナミは思う。そうすれば──こんな、宙ちゆうぶらりんな気持ちにならずに済すんだのに。

　ナナミは歩く。歩きながら、タカヤのことを考える。

　ナナミにも、かつて家族がいた。平凡で、どこにでもあるけれど、とても大切な家族が。父も母も、優やさしい人だったという記憶しか、今のナナミには残されていない。なぜならば、ナナミに物もの心ごころがつくかつかないかという年齢のときに、両親は揃そろってこの世を去ってしまったからだ。

　ナナミから両親を奪うばい、そしてナナミ自身の生命いのちを奪いかけたのは、ナナミの家族と同じくらいこの世にありふれた、交通事故というものだった。どういう状況でそれが引き起こされたのか、誰だれに原因があったのか、それはナナミも覚えていない。

　ただ覚えているのは──ぐるぐると巡めぐる真っ黒い闇やみ、どこかから聞こえる耳みみ障ざわりな機械音、ひそひそと内ない緒しよ話ばなしをするような、複数の人間の声。そんな混こん沌とんとした暗くら闇やみの中に、水みな面もに広がる波は紋もんのように、ひとつの思考が広がっていったのを覚えている。

　私は、このまま死ぬんだ。

　死というものに対する自覚がまだ生まれていなかったときのことだから、それは恐怖とは無縁の思考だった。ただぽつりと、しかし確かな実感を伴ってそう思っただけ。その思考さえも、水面の波紋がそうであるように、すぐに暗闇の渦うずに吞のみ込まれて消え去ってしまった。眠りに落ちるときのように、ゆっくりと、ゆっくりと、意識が底に沈んでいき──

　そして次に目が覚めたとき、目の前にはタカヤの顔があった。

「ああ──よかった、気がついたね」

　そう言って、彼はそれはそれは嬉うれしそうに笑った。あのときの笑顔は、いまだにナナミの脳のう裏りに鮮せん明めいに焼きついていた。──むしろ、それこそがナナミが初めて持った鮮明な記憶であるといってもいいかもしれない。

　ナナミが自分に起こった状況を理解し、環境の激げき変へんを受け入れるまでに、優ゆうに一年もの時間を必要とした。そのあいだ、ずっとタカヤが自分の傍そばにいてくれたような気がする。他ほかにもやることはたくさんあっただろうに、そのときはまだ少年としか呼べない年齢だっただろうに──彼は少しも嫌いやな顔を見せずに、ナナミの話を聞いてくれた。ナナミのことを笑わせてくれた。夜に両親のことを思い出して、寂さびしいと泣くナナミの肩を、静かに抱だいてくれたのだ。タカヤが癒いやしてくれたのは、ナナミの身体からだだけではなかった。

　傷が治った後のち、身寄りがなかったナナミはアマツカサの保護施設に入れられて、そこで不自由ない生活を送ることが許された。幼年時代をそこで過ごしながら、ナナミはただひとつのことだけを考えつづけていた。ただひとつの目標だけを見み定さだめ──そして、ただひとりの笑顔だけを思い浮かべていた。

　あの人のようになりたい。

　あの人のような──優やさしくて、立りつ派ぱで、人を救うことができる依より坐ましになりたい。

　ナナミはそう考えた。そのための努力をした。そして、それを現実のものとした。

　十一歳にして依坐になったナナミには、指導役がつくことになった。その任にんにつく人が天てん条じようタカヤに決定したと知ったときほど、瀬せ川がわナナミの人生の中で喜びに満ち溢あふれた時間はなかった。本当に、本当に嬉しかった。誰だれもいないところで跳び上がって転ころげまわって、気がついたら一時間も経過していたほどだ。タカヤを喜ばせるために訓練を行い、タカヤに見せるために能力を伸のばした。瀬せ川がわナナミは、ほとんど天てん条じようタカヤのためだけに、依より坐ましになったといってよかった。

　それなのに、タカヤはナナミの指導役の任にんについてから一ヶ月ほどで、姿を消してしまった。

　絶望。十六年という短い人生の中で、それを感じたことがあるとすれば、そのときが最初だっただろう。指導役は庵あん堂どうクロノという名前に変わり、ナナミはクロノといわずレイコといわず、ほとんど駆かけずり回るようにしてタカヤの行方ゆくえを聞いて回った。それに応こたえてくれた人はいなかった。みな、その名前を口に上らせることすら恐おそれるかのように、ナナミの懇こん願がんするような問いを黙もく殺さつした。

　やがてナナミは、タカヤの名を問うことをしなくなった。その代わりに、今まで以上の熱心さで、依坐の訓練に没ぼつ頭とうするようになった。ただでさえ少なかった友人はいつしか誰だれもいなくなったが、それを苦痛には思わなかった。庵堂先生に苦言を呈ていされようと、ミツハノメに小こ言ごとを言われようと、ナナミはただ愚ぐ直ちよくに、『水』を制せい御ぎよし支配する訓練に明け暮れていた。

　怠おこたることなくそれを繰くり返していれば──いつか、タカヤが帰ってくるとでもいうように。

　ふと我われに返って立ち止まり、周囲を見渡して、ナナミは気づいた。

　自分の足は、第だい一いち分ぶん殿でんに向かっているのだ。

　はは、という乾かわいた音が、どこかから聞こえた。それが自分の喉のどから漏もれた笑い声だということを、しばらく経たってからようやく理解する。ミツハノメが自分の名前を呼ぶのが聞こえたが、それに答えようとはしなかった。ナナミは空を見上げ、歪ゆがんだ顔で笑った。

　天条タカヤがナナミにとってどういう存在かを、一ひと言ことで表すのは不可能だ。彼はナナミの目標だった。彼はナナミの憧あこがれだった。彼はナナミの理想であり、彼はナナミの初恋の人でもあった。そう──

　天条タカヤは、瀬川ナナミのすべてだったのだ。

　そんな彼を相手にして、この自分が、戦えるはずがない。

　ナナミは歩く。これまで積み上げてきた依坐としての誇ほこりを踏ふみつけながら。安全な場所へと逃げ帰ることしかできない自分のことが、ただひたすらに、惨みじめだった。




　　　　◆




　本ほん殿でんまでたどり着いたところで、タカヤはあることに気がついた。

　いくら神しん域いきとはいっても、本殿自体は人間の手による建造物である。山や森とはわけが違う。そこには『土』や『金属』はないだろうが、代わりにタカヤが武器にすべき『生命』も存在しないのだ。中にいる人間の肉体を支配して分解して、本当の意味での鉄てつ砲ぽう玉だまにすることは、やろうと思えばできなくもないがそもそもやろうとすら思わない。五年前に比べれば、幾いく分ぶんか性質が変わったとはいえ、無む辜この人間をなにも思わずに殺すことができるほど、彼は歪ゆがんでしまったわけではなかった。

　少なくとも本ほん殿でんに侵入する前に、この厄やつ介かいな追つい跡せき者しやたちを沈ちん黙もくさせなければならない。タカヤはそう判断し、半なかば諦あきらめながらも、うんざりとした声を響ひびかせた。

「鼎かなえ、桐きり山やま。いい加か減げん、無意味な戦せん闘とうはやめないか？　俺おれはレイ姉ねえと話をつけに来ただけだ。それ以外の意図いとなどなにも持ってない」

　もちろんタカヤとて、今さらこんな言葉で鼎たちがどうにかなると思っていたわけではない。これで戦闘が終わるようなら、そもそもそんなものは最初から始まっていなかっただろう。

　案あんの定じよう、返ってきたのは、『金属』の鉄てつ線せんと『土』の礫つぶてだけだった。嵐あらしのようなその複ふく合ごう攻こう撃げきを、変形させた木の幹みきに隠かくれてやり過ごす。木の葉が吹き飛んでいくのを『生命』の依より坐ましとしての触しよつ覚かくで感じたタカヤは、ため息をつくようにしてぽつりと呟つぶやいた。

「俺としては、最後通告のつもりだったんだ。そうか、お前たちがあくまで戦う気なら──」

　ぎり、と歯を食いしばる。猫ねこのようなその瞳ひとみが細められ、タカヤは細く長い息を吐はき出してから、先せん鋭えい化かした神経をすべて両手に集中させた。

「──もう、容よう赦しやはしない」

　攻撃が止やんだ瞬しゆん間かん、タカヤは自らの両手で触ふれていた全長十メートルにも及ぶ樹木を、『生命』の能力を行こう使しして真っ二つに引き裂さいた。雷かみなりの直ちよく撃げきを受けでもしたかのように両断されたその幹を、それぞれ右と左の手のひらの上に軽々と載のせながら、タカヤの瞳は標的を捜さがしはじめる。すぐに見つかった。立ち込める土つち煙けむりの中でも、銀色に輝く女め神がみ像ぞうはあまりにも目立ちすぎる。振りかぶりもせず、力も込めず。ただ精神の力だけによってタカヤは右手の幹に加速をかけて、鼎めがけて解とき放はなった。

　空気を引き裂さく音をばら撒まきながら、軽く百キロは超えるであろう木の幹みきは過あやまたずに鼎に命中した。だが、それを確認するよりも先に、タカヤは幹の片割れと共ともに鼎に向かって飛び掛かかっていた。すでに身体からだの一部としか感じることのできない左手の幹を、撲ぼく殺さつするような勢いきおいで鼎の頭ず蓋がいに振り下ろす。初しよ撃げきで動きを封ふうじられた鼎は、首をひねって頭を叩たたき潰つぶされるのをかろうじて避さけることしかできなかった。女神像の肩口に幹が打ち込まれ、『金属』の鎧よろいがひしゃげるのをタカヤは確かに見て取った。骨くらい折れただろうか、と思う。いや、そう願った。

　粉こな々ごなに砕くだけた幹を感覚として認識しながら、タカヤは動く。鼎の鎧から幾いく重えもの鉄線が剝はく離りして、タカヤの首と腹と右足を切り裂こうと襲おそい掛かかってきた。この至し近きん距きよ離りからの鼎の攻こう撃げきは常じよう人じんには見ることもできないだろうし、見ることができたとしても人間の身体能力では絶対に回かい避ひすることはできなかった。

　しかしタカヤは常人ではなかった。『生命』の天まが魂たま・スサノオの依坐なのだ。『生命』の能力の最大の利点は、身体的外傷を一いつ瞬しゆんで治すことができる他ほかに、人間の限界をはるかに超えた動きができる、というところにある。首を刎はね飛ばし内ない臓ぞうを抉えぐり右足を切断するはずだった鼎の攻こう撃げきは、反はん射しや神しん経けいに拠よらないタカヤの常じよう軌きを逸いつした反はん応のう速そく度どによって、それらの箇か所しよの皮ひ膚ふを浅く切り裂さいただけに留とどまった。

　地面の上を跳はねるようにしてタカヤは退しりぞく。今いまし方がたのような奇き襲しゆうめいた攻撃ならともかく、至し近きん距きよ離りで戦うのであれば、攻撃力でも防御力でも『金属』に勝まさる能力はない。『金属』を破は壊かいするだけの力がこちらにない以上、どうにか鎧よろいの隙すき間まを狙ねらうしかないのだが──と思考を巡めぐらせた瞬しゆん間かん、タカヤは自分が罠わなに嵌はまったことに気づいた。

　踏ふみ込んだ足を土が吞のみ込み、膝ひざのあたりまで一気に沈んだのだ。

　舌打ちをして、先ほどと同じように強引に抜け出そうとして──がくんとつんのめった。足首に鋭するどい痛みと、そして、何物かの硬い感かん触しよくを覚える。──金属の、足あし枷かせだった。

「悪いが、さっきお前が神じん野のメイにしたことを真ま似ねさせてもらった」

　地面に手をついたタカヤに、そう言ったのは桐きり山やまミヅチだった。『土』を避よけて『金属』の足枷を通し、地上にあるのと大差ない速度でそれを移動させる。この二人ならではの合あわせ技わざといったところか。タカヤは彼女のことを見上げ、薄うすく笑う。

「まさかこの程度で、俺おれの動きを封ふうじたつもりか？　勝ち誇ほこるよりも先にすることがあるだろう」

「──僕も桐山も、それをしたくないんだよ、タカヤ」

　起き上がろうとして失敗し、地面に膝をつきながら、タカヤはその声の主ぬしに顔を向けた。鼎かなえはこちらを指差しているような体勢のまま、少し離れた場所に立ち尽つくしていた。『金属』の指が何メートルも伸のび、タカヤの胸、ちょうど心しん臓ぞうの位置に当たっている。ちらりとそれを見下ろしてから、タカヤは鼎に視線を戻もどす。いつでも殺せる、ということか。

「頼むから、大人おとなしくしていてくれ。君がレイコと話をしたいというのなら、すぐにその望みは叶かなうはずだ。彼女も君と同じことを望んでいる」

「姉と弟としてではなく、看かん守しゆと囚しゆう人じんとして、な。──鼎、俺の言う『話し合い』とお前らの言う『話し合い』には、大きな隔へだたりがあると思うんだが」

　鼎は無言でそれに応こたえる。彼女の指が震ふるえているのは、動どう揺ようの表れなのだろうか。ふと、かつての鼎の記憶が蘇よみがえりかけたが──タカヤは、意図いと的てきにそれを封じ込めた。戦う相手のことを懐なつかしんでどうする？

　桐山が口を開いた。彼女の口く調ちようは、タカヤにとってはむしろありがたいくらいに、事務的なものだった。

「もうすぐクロノがこちらに来る。それで私たちの仕事は終わり。あとはゆっくり話し合うといい」

　タカヤは桐山のことを見て──その目を、ゆっくりと細めた。

　右みぎ腕うでを上げようとする。それを見つけて、鼎はほとんど懇こん願がんするように言う。

「やめろ、タカヤ。無意味なことはしないでくれ」

　タカヤは不ふ敵てきに笑いながら、

「やめさせたいなら、さっさと殺せ。それがお前たちにとって、恐おそらく最良の選せん択たくだ」

「わからないのか？　頼む──僕に君を殺させないでくれ！」

　真の恐怖が混じったその声に、自分の心が動きそうになるのを感じた。それを抑おさえ込み、タカヤは鼎かなえのことをまっすぐに見み据すえた。彼女の照しよう準じゆんは心しん臓ぞうだ。他ほかの場所だったらどうしていただろう、とふと思い、やはり答えは変わらないことを知る。どの部位を狙ねらわれていても、あと一分もすれば自分はクロノの『闇やみ』に囚とらわれ、いずれはすべての記憶と依より坐ましの能力を封ふうじられ、ただの天てん条じようタカヤに戻もどってしまうに決まっている。

　そんなことになるくらいなら、死んだほうがまだしも救いがあるというものだ。

　タカヤは、ゆっくりといっていいほどの速度で、右みぎ腕うでを上げて鼎のことを指差した。右腕に巻きついた蔓つる草くさが、獲え物ものに襲おそいかかる蛇へびのように、鼎めがけて解とき放はなたれ──

　そして鼎の指先が、タカヤの心臓を貫つらぬいた。




　倒たおれ伏ふしたタカヤの胸から指を引き抜き、鼎は武装を解除した。女め神がみ像ぞうの仮面の下から現れたのは、悪夢の中をさ迷っているような暗い表情だ。桐きり山やまは無表情を浮かべながら、それでも鼎のことを慰なぐさめた。

「気にするな、鼎。こうするしかなかったんだ」

　鼎は彼女のことを恨うらめしげに見る。吐はき出すようにして、鼎は言った。

「……人を殺したのは初めてだ。それも、仲間を」

「タカヤはもう仲間ではなかった。人を害する依坐など、『まつろわぬもの』と変わらない──いや、それよりもなお悪い。お前が彼を仕し留とめなければ、彼は多くの罪のない人々を殺あやめていただろう」

　桐山の言葉に、鼎の心が救われることはなかった。鼎はなにかを否定するように首を振ると、『金属』の鎧よろいを脱ぬいでその場に置き、血ち溜だまりに沈むタカヤの死体へと近づいていった。

「レイコは、なんと言うかな。これで天条の家も、残るのは彼女ひとりか──」

　独ひとり言ごとのようにそんなことを呟つぶやきながら、鼎の手のひらが、うつぶせに倒れるタカヤの髪かみに触ふれた。

　その瞬しゆん間かん、タカヤは可能な限りの速度で右手を動かして、鼎の手首を摑つかんだ。

「────!?」

　身を引くことも声を出すことも許さない。鼎の身体からだを瞬間的に支配したタカヤは、右腕に残っていた蔓草を鞭むちのようにしならせて桐山を攻こう撃げきした。

　戦せん闘とう後ごの弛し緩かん状態にありながら、桐山はよく反はん応のうした。地面に身を伏せて、そのまま土ど中ちゆうに潜せん行こうしようとしたところで、彼女の足首にタカヤの蔓草が巻きついた。身体の自由を奪うばわれた桐山は、そのまま一いつ本ぽん釣づりされた魚のように地上に引き出され、地面に叩たたきつけられた。

　骨が軋きしむほどに鼎かなえの手首を握にぎり締しめながら、タカヤは、軋むような声で言った。

「──ひとり？　馬ば鹿かなことを言うな。天てん条じようは、誰だれひとりとして欠けてはいない。俺おれも、ミコ姉ねえもだ」

　鼎は硬こう直ちよくしたように動かない──動けない。『生命』の能力は、ありとあらゆる生物の身体からだを支配するところにある。それが植物であれ動物であれ、生命活動を行う有ゆう機き体たいであれば、それは等しくスサノオの支配下にある存在なのだ。

　鼎の瞳ひとみには不ふ審しんの色が浮かんでいる。タカヤは血に塗まみれたシャツをまさぐり、穴の開いた自分の胸きよう部ぶをさらけ出した。

「俺を殺したいのなら、心しん臓ぞうではなく頭を潰つぶすべきだったな。俺の身体は神経や筋肉に拠よらずとも動くことができる。たとえ心臓を貫つらぬかれたとしても──スサノオの能力で無む理り矢や理りにでも動かして身体中に血液を巡めぐらせれば、少なくとも死ぬのは免まぬかれる」

　そこでタカヤは激しく咳せき込んだ。血液混じりのその咳せきを、左手で乱暴に拭ぬぐってから、タカヤはかすかな笑えみを口元に浮かべた。

「まあ、そうはいっても賭かけであることに違いはなかったけどな。なにしろ心臓を刺さされたんだ。出血性や外がい傷しよう性せいのショック死を起こしても不ふ思し議ぎじゃない。──運がよかった」

　それから彼は、自分の身体の修しゆう復ふくに神経を傾かたむけはじめた。損そん傷しよう箇か所しよは肺はいと心臓。胸から背中にかけての貫かん通つう創そうができたことによって、心臓から溢あふれた血液が肺に流れ込んでしまったのだろう。鼎の指が抜けた瞬しゆん間かんに修復したつもりだったが、少量の血液が入るのを止めることはできなかった。血液は、『生命』というよりは『水』に近い。支配できないわけではないが、そのために費ついやす精神力と時間は、植物である蔓つる草くさを動かすのとは比くらべ物ものにならないほど大きい。

　やがて、呼吸に異音が混じらなくなったのを確認してから、タカヤはゆっくりと立ち上がった。かなり離れた場所に置かれた鼎かなえの女め神がみ像ぞうを見て、ぽつりと呟つぶやく。

「……お前が『金属』から離れてくれてよかったよ、鼎。皮ひ肉にくじゃない、本当にそう思う。もしお前が、あの鎧よろいを纏まとったまま近づいてきたとしたら──お前の心臓を止めて、即そく死しさせなくてはならないところだった」

　鼎は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。タカヤは弱々しく笑い、

「仲間を殺したくないと思っているのは、お前だけじゃないってことさ。もっとも、俺はもうお前たちの仲間ではないが──殺さずに済すめば、それに越したことはないんだ」

　タカヤは『生命』で支配する領りよう域いきを少しだけ変化させた。首から上の自由を鼎に与える。彼女の瞳をまっすぐに見つめながら、タカヤは静かな声で言った。

「俺のことを仲間と言ってくれたのは、嬉うれしかったよ。ありがとう。だから、俺もお前に同じことを問おう、鼎。──頼むから、手を引いてくれないか。これはアマツカサの問題ではなく、俺とレイ姉とクロノの問題なんだ」

「…………」

「手を引くと約束してくれるなら、俺はお前を信じてこの呪じゆ縛ばくを解とこう。──どうだ？」

　甘っちょろい、という心の声が聞こえた。自分でもそう思った。仮かりにそんな約束をしたところで、鼎かなえと桐きり山やまがそれを守らなくてはならない理由など、彼女たちの良心にしか求められないのに。もしかしたら、自分は鼎たちが約束を破ることを期待しているのかもしれない、とさえ思う。

　そうすれば──きっと自分は、心こころ置おきなく彼女たちを『排はい除じよ』できるだろうから。

　しかし、鼎はタカヤの提案に首を振った。その口元には、薄うすい笑えみさえ浮かんでいた。

「残念だけど、タカヤ。僕も君と同じことを言うよ」

「……なに？」

「君はさっき、屈くつするくらいなら死を選ぶと言った。僕も──そして恐おそらく桐山も、君と同意見だ。これでも僕たちは依より坐ましの端はしくれだからね。脅きよう迫はくに屈したりはしない」

　タカヤは鼎を、そして桐山のことを交こう互ごに見た。幽ゆう鬼きのような桐山の表情には、どんな色も浮かんでいない。ただその尖とがった顎あごが、鼎の言葉に同調するように頷うなずくのが見えた。桐山の周囲の土が、渦うずを巻いて彼女の身体からだを覆おおいはじめる。タカヤは切せつ迫ぱくした声で言う。

「やめろ。無意味なことはするな。脅おどしじゃないんだぞ」

「わかってるさ。君は正直な人間だからね。噓うそはつかない」

　依坐の能力による属ぞく性せい支し配はいは、依坐自身の意思や精神に属する行動である。それを止めることは、肉体である『生命』を支配するタカヤの能力では、不可能なことだった。

　ぎり、と歯を軋きしませる。鼎や桐山がはったりを言っているとは思えなかった。彼女たちはすでに、心しん中ちゆうに死の覚かく悟ごを固めているのだ。先ほどのタカヤがそうしたように。

　──ならば自分もそうすべきだ。覚悟を固めるべきだ。今度は死ぬ覚悟ではなく、殺す覚悟を。

　そんな声がどこからか聞こえてくる。それに対抗するように、スサノオが珍めずらしく声を張り上げた。

『やめろ、タカヤ！　取り返しのつかないことになるぞ！』

「……うるさい、スサノオ。お前は口を出すな」

　その呟つぶやきは、目の前にいる鼎に確かに聞こえた。彼女が、この修しゆ羅ら場ばにはあまりにも似つかわしくない、優やさしい表情を浮かべた。それを見てタカヤの心の中に新たな波は紋もんが生まれたが、もはや状況は一いつ刻こくの猶ゆう予よも許されなかった。桐山はすでに『土』を自分の身体に纏まとい、今にも自らを束そく縛ばくする蔓つる草くさを切断しようとしている。それを許すわけにはいかなかった。今、この場で、彼女たちの息の根を止めなくてはならない。

　仲間を──かつての仲間を、この手にかけなくてはならない。

　唇くちびるが破やぶれるほどに嚙かみ締しめる。それと同じくらい強い力を、鼎の手首を握にぎり締しめる右手に込めた。彼女の細ほそ腕うではそれだけでみしみしと音を立てたが、鼎はむしろその音を楽しむように──あるいは、すべての覚かく悟ごを決めたかのように目を閉じた。タカヤは意思を定さだめ、『生命』の支配能力によって、彼女たちの心しん臓ぞうを、潰つぶ──

　突然、目の前に立っていた鼎かなえが地面に沈み込み、あれだけ強く摑つかんでいた右手があっさりと外はずされた。異変が起きたのは鼎だけではなかった。桐きり山やまも同じように、土の中にめり込むようにしてその姿を消してしまったのだ。

　タカヤは一いつ瞬しゆん、桐山が『土』の能力を行こう使しして地中に潜もぐったのかと思った。それならば桐山の身体からだに巻きついた蔓つる草くさは、タカヤの意思を媒ばい介かいにして桐山の心臓を止めているはずだ。にもかかわらず、桐山に巻きついていたはずの蔓草から送られてくる情報は──彼女の身体が、どこかへ消失してしまった、という不ふ可か解かいなものだった。

　まるでどこか、異い世せ界かいへ連れ去られてしまったかのように。

　そこでようやく、タカヤは気づいた。大きく深呼吸をして、背せ筋すじを伸のばし、それから周囲を観察する。すぐに見つかった。天あま総つかさの社やしろ本ほん殿でんを背せ負おうようにして、ひとりの黒こく衣いがゆっくりと、自分のほうに近づいてきていた。

　タカヤは、むしろ無感情な声で、

「──久しぶり。クロノ」

　クロノは相あい変かわらずの、穏おだやかな低い声で、

「もう五年になるか。タカヤ」
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「ああ。ちょうど五年前だ。お前が、ミコ姉ねえを、見捨てたのは」

　声に憎にくしみが混じるのを、抑おさえることができない。抑える必要もなかった。鼎かなえや桐きり山やまと対たい峙じしていたときとは、まったく別の感情が、身体からだの奥おく底そこからふつふつと湧わき上がってくるのを感じた。仮かりに、クロノの身体に触ふれることができたとして──と、タカヤは思う。あいつの心しん臓ぞうを潰つぶすのを躊ちゆう躇ちよすることは、恐おそらく、ないだろう。

　天てん条じようタカヤにとって、庵あん堂どうクロノは、まぎれもなく、憎しみの対象なのだった。
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　儀ぎ式しきというには軽すぎて、通つう過か儀ぎ礼れいというにはやや厳げん重じゆう。それが、眼がん前ぜんに広がる光景を見て、クロノが最初に抱いだいた感想だった。

　そもそも出席者の数が少ない。依より坐ましはクロノとレイコと岩いわ室むろの三人で、その他ほかには本ほん殿でん管理部の責任者が数人。主役であるミコを数に含ふくめたとしても、この部屋は十人に満たない人数で占しめるには、少しばかり広すぎた。本殿管理部の『祭さい主しゆノ間ま』よりも、ひと回り小さいくらいのスペースだ。

　その空間の中に、守るべき天てん魂こん碑ひがひとつだけ、ぽつりと置かれている光景は──確かに、どこか異い様ようなものがあった。

　だだっ広い空間に余あますところなく畳たたみが敷しき詰つめられていて、その中央にあるのは、祭さい壇だんともいえないような素そっ気けない白い台だい座ざだ。その台座の上、窪くぼんだ中央部にはめ込まれるようにして、ひとつの岩が安あん置ちされている。一ひと抱かかえほどもある卵型の岩石には、人工物であることを示す黒いラインが、外周に沿うようにして刻まれていた。他の天魂碑とまったく同じフォルムだが、そこにクロノは違い和わ感かんを覚えてしまうのだった。

　もしもこの中に宿やどっているのが、他のものと同じ天まが魂たまならば──なぜ、この天魂碑だけ別の部屋に置かれているのだろう？

「……クロ？　どうしたの？」

　クロノの隣となりにいるミコが、囁ささやき声でそんなことを言った。クロノは曖あい昧まいに答えながら、『闇やみ』を通じて台だい座ざにはめ込まれている木製の板を認識する。黒々とした墨すみで、そこには一ひと言ことだけ──

『天照アマテラス』と書かれていた。

　天照大神アマテラスオオミカミ。日本神話における最高神。タケミカヅチにミツハノメ、オモイカネにフツノミタマにサクヤヒメと、御み座くら台だいの天まが魂たまは、そのすべてに日本神話の神々にちなんだ名前がつけられている。誰だれがつけたのかは定さだかではない──天魂本人に聞いてみても『よくわからない』という答えが返ってくるのだが、天魂の持つ偉大な能力を目まの当あたりにした御座台の先せん人じんが、「彼らこそが書物に記しるされた神である」という理論を展開してそんな名前をつけたのだろう。クロノは歴史にはあまり詳くわしくないが、とりあえず天魂の名めい称しように関して、アマツカサとしての公式見解はそういうことになっているらしい。

　だが、それならばなぜ、主しゆ神しんであるはずのアマテラスが、こんな場所に留とめ置かれているのだろう。兄弟神であるツクヨミやスサノオは、普通に天てん魂こん碑ひ保管場所に安あん置ちされていたというのに。なぜアマテラスだけ、こんな場所に、隠かくされるように置かれているのか。それが、クロノにはどうしてもわからなかったし──また、どうしても不吉なものに思えてならなかった。

　隣となりにいるミコを見る。彼女の瞳ひとみには期待が満みち溢あふれていて、不安のひとかけらも浮かんではいなかった。それをじっと見つめているうちに、クロノは自分の中の不吉な予感が、次し第だいに鎮しずまっていくのを感じた。

　俺おれの考えすぎだろう、とクロノは前向きに捉とらえはじめた。ミコの前に依より坐ましに志し願がんした人たちだって、アマテラスに拒きよ絶ぜつされはしたものの害を与えられることはなかったのだ。こんな広い場所にひとつきりで置かれているのも、最高神であるアマテラスへの敬けい意いと受け止めれば、そんなに不自然なことでもないはずだ。

　と、そんな物思いに耽ふけっているうちに、いつの間まにか儀ぎ礼れいは始まっていた。儀礼といってもそんな大げさなものではない。依坐同士の話し合いである『御み宿すく会え』が始まるときと同じように、祭さい主しゆ代だい行こうであるレイコが、天魂碑から依坐への天魂移い譲じようの開始を宣言したのだ。

「──それでは、依坐候補・天てん条じようミコ。祭さい壇だんへ」

　朗ろう々ろうとしたレイコの声が静まり返った部屋に響ひびき渡り、ミコは一いつ瞬しゆんだけクロノのほうを見て小さく頷うなずくと、一歩一歩踏ふみしめるようにして、レイコのほうへと近づいていった。『闇やみ』を通じて視みているだけでも、彼女の緊きん張ちようが伝わってくるようだった。

　ミコはレイコの前に立つと、ぴんと背せ筋すじを伸のばして居い住ずまいを正した。滅めつ多たに見ることのない姉の真面目まじめな姿に、おかしみを感じでもしたのだろうか、レイコの頰ほおが少しだけ緩ゆるんでいるのが視える。が、すぐにそれを消すと、レイコは身体からだを退ひいて、天魂碑を指し示した。

「心の準備ができたのならば、天魂碑に触ふれなさい。そこに宿やどる天魂が、あなたを依坐と認めるか否いなか──私たちが、その答えを見届けましょう」

　その声に促うながされるようにして、ミコは前へと進んでいく。しんとした部屋の中に、次し第だいに緊張が高まっていく。祭さい壇だんの前に立ったミコは、一いつ瞬しゆんだけ、肩越しにクロノのことを振り返った。その視線がどんな意味を持つのか、それを読み取るより先に、彼女は再び天てん魂こん碑ひに向き直ってしまった。その右手を、ゆっくりと伸のばし、ミコは、天魂碑に──

　触ふれた。

「…………」

　触れた。

　が、変化は起こらなかった。クロノは不ふ審しんに思う。確か自分のときは、ほとんど一瞬で天まが魂たまの移い譲じようは済すんだはずだった。レイコも同じことを感じたのか、触れたままぴくりとも動かないミコの背中に声をかけた。

「……どう？」

　囁ささやくようなその声に、ミコは首を傾かしげ、

「……わからない。なにも……」

　その言葉に、部屋の中に高まっていた緊きん張ちようが、静かに引いていった。

「ミコさんでも、ダメか」

　クロノの隣となりにいる岩いわ室むろが、そんなことを呟つぶやいた。クロノはそれに無意識のうちに頷うなずいていた。安あん堵どが胸の中に湧わき上がってくるのを感じる。ミコが自分の望みを叶かなえることができなかったのは、確かに残念だとは思うが──それでも、彼女が依より坐ましにならずに済んだことを喜ぶ気持ちのほうが、ずっと強かった。

　依坐はときとして、『まつろわぬもの』の撃げき退たいといった危険な仕事につかなくてはならないこともある。エゴかもしれないが、自分が一番大切な人間に、そんな仕事をさせたくないと思うのは、当然のことだ。

　レイコは小さく頷くと、まだ天魂碑に触れたままのミコの背中に、軽く触れた。

「ミコ、気持ちはわかるけど、天魂碑から離れて。落ち込むことはないよ。天魂が依坐を選ぶときの基準は、彼らにしかわからないことだ。だから──」

「──違う。違うの」

　上うわ擦ずった声。普ふ段だんのミコのものではない声。そのことに最初に気づいたのは、当然のことながらクロノだった。光のない世界で、クロノがもっとも親しんできたものが、彼女の声だったからだ。

　レイコはミコの身体からだから手を離し、困こん惑わくしたように何度も瞬まばたきをしていた。得え体たいの知れない違い和わ感かんに、クロノも反はん射しや的てきに足を踏ふみ出していた。だが、ミコはそんな二人の挙きよ動どうにも、一いつ切さい気づいたような素そ振ぶりを見せなかった。右手で触れた天魂碑に、力を吸い取られてしまったかのようにがくりと頭こうべを落とす。祭壇の上に置かれた左手の爪つめが、かたかたと硬い音を立てるほどに震ふるえていた。

　ようやくクロノの周囲がざわめきはじめた。岩室は腰を落とし、いつでも動ける体勢を作っている。それらのすべてを無視するようにクロノはミコに近づいていく。ミコはうつむいたまま、うわごとのような声を漏もらしていた。

「────なに──わからない──それは────あなたの──名前？　私は──私の────」

「ミコ！　おい、ミコ！」

　左手の震ふるえが大きくなる。かたかた、かたかたと、祭さい壇だんの上に耳みみ障ざわりな音を立てている。クロノの呼び声にも応こたえずに、ミコはただ呟つぶやきつづける。

「──大きくて────明るい──この─────どうして────あなたの──私──」

「それから手を離せ、ミコ！　ミコ!!」

「──光────名前────私──光の────私────私の、────私の、名前は」

　ミコの肩口を摑つかんで、クロノは彼女の身体からだを激しく揺ゆさぶった。ミコはなにも反はん応のうしない。振り返りすらしない。天てん魂こん碑ひに触ふれている右手を強引に引き剝はがそうとしたが、どれだけ力を込めても、両手でもって引き離そうとしても、ぴくりとすら動かなかった。あり得えないことだ。ミコの非ひ力りきは有名で、小学生相手に腕うで相ず撲もうで負けたことすらあるというのに。

　クロノはレイコのほうに向き直った。動どう揺ようで声が震えるのを、どうすることもできなかった。

「レイコ、オモイカネを！　早く！」

「……あ、ああ」

　ようやく正しよう気きに返ったように、レイコは素す早ばやく手て袋ぶくろを脱ぬぎ放はなった。うつむくミコの首くび筋すじに、レイコがその手を当てようとした瞬しゆん間かん──

　ミコは、低く響ひびく声で呟いた。

「私の名前は天てん条じようミコよ。アマテラス」

「────あくっ!?」

　突然レイコの身体が跳はねて、彼女は熱いものに触れたようにミコから手を離してしまった。後のちに岩いわ室むろが語ったところによれば、それは『光』だったという。レイコがミコに手を当てようとした瞬間、閃せん光こうが弾はじけてレイコの手を灼やいたのだった。

　だが、このときのクロノにはそれがまったく視みえなかった。クロノが知覚できるのは『闇やみ』であって、どのような種類のものであれ、それが『光』に属するものならば視ることはできない。このときのクロノが視た光景は──手を押さえてうずくまるレイコと、ゆっくりと天魂碑から手を離した、ミコの姿だった。

　クロノたちに背を向けて、ミコは立ち尽つくしていた。だらりと腕を下げて、心もち上を向いて。不ふ意いに、彼女の身体が動いた。正気を失なくした幽ゆう女じよのように、ミコはふらつきながら、あらぬ方向へと歩いていく。その足が畳たたみの上を、こするように動く音だけが、静まり返った部屋の中に響いていた。

「……ミコ？」

　ミコの背中に、クロノはそんな声をかけた。静かに、ゆっくりと、彼女に近づいていく。ミコはクロノの声に反はん応のうしたような素そ振ぶりは見せなかった。ただ彼女は足を止めて、なにかを見上げるように顔を上に向けた。

「──ラ────ワ──」

　奇き妙みように、ねじくれた音が、ミコがいる方向から聞こえた。それが彼女の発した音だとは、クロノにはどうしても信じることができない。舌が砂になってしまったような感覚を嚙かみ締しめながら、クロノは震ふるえを抑おさえた声で、もう一度ミコの名を呼んだ。

「ミコ──俺おれだ、クロノだ。こっちを、向いてくれ」

　ミコはクロノの言葉に素す直なおに従った。その声が彼女の耳に届いていたのかどうかは定さだかではないが、少なくとも、ミコは振り向いた。水の中にいるような、ゆっくりとした動作で、彼女はクロノに顔を向け──

　座ざにいた人々が一いつ斉せいに息を吞のんだ。サングラスのその下で、クロノは見えぬ目を見開いていた。

　ミコの顔が、なかった。存在しない。大きくて垂たれ気ぎ味みの目も、低めなことを気にしていた鼻も、鈴すずのような声で笑う唇くちびるも──なにもかもが、消しよう滅めつしていた。クロノの『闇やみ』の中で知覚できるのは、目も耳も鼻も口もない、のっぺらぼうのような平面だけだった。

　クロノはなにもできなかった。全身が麻ま痺ひしていた。自分が感じているものが恐怖なのか驚きよう愕がくなのか、それすらも判別できなかった。ただ「なぜ」という言葉だけが、分ぶん裂れつした思考のあいだにしきりに舞っていた。なぜミコがこんなことになっているのか──なぜ自分にはミコを視みることができないのか。ぐるぐると巡めぐるクロノの疑問に、図はからずも答えを与えたのは、彼の隣となりで事の始し終じゆうを呆ぼう然ぜんと見つめていた、レイコの呟つぶやきだった。

「……『顕あら神がみ』、か…………」




　　　　◆




　天てん条じようレイコは現実主義者である。なにか問題が起こったときにまず考えるのは、「なぜそれが起こったか」ではなく「それにどうやって対処するのか」だった。このとき彼女はそうした。自分がまず、すべきことは──

「岩いわ室むろ、タカヤと鼎かなえを呼んできてくれ！　他ほかの者はすぐに戻もどってみなに勧かん告こくを！　本ほん殿でんから一いつ刻こくも早く退たい避ひするんだ！」

「──わかった！」

　応こたえて岩室は走り出し、本殿管理部の数名もその後うしろに従った。かくて部屋の中に立つ人数は三人となり、レイコは目まぐるしく思考を巡らせはじめる。姉を──あの優やさしかった天条ミコを、どうすれば元に戻もどせるかを。

『顕あら神がみ』は天まが魂たまの力が制せい御ぎよを失い、依より坐ましと天魂が合ごう一いつしてしまった果てに現れる存在だ。いや、それは『存在』というよりも、『現象』と表現したほうが的てき確かくかもしれない。『顕神』は理性も実体も持たない、嵐あらしや洪こう水ずいのような荒あらぶる自然を体現したものなのだから。

　──そんなものが、自分にどうにかできるのだろうか？

　ふと浮かんだそんな疑問を振り払い、レイコは敢かん然ぜんとミコに近づいていく。ミコの姿は──正視に耐たえないものだった。『光』だ。首から上が『光』になってしまっている。かろうじて、かつて人間だったときの輪りん郭かくは留とどめているものの──それも、暴力的なまでに膨ぼう大だいな『光』の向こうにちらほらと見えているだけで、今にも消え去ってしまいそうに儚はかなかった。

「……ミコ」

　唇くちびるを嚙かみ、姉の名前を呼ぶ。すぐに助けると、そう心の中で続けた言葉を──突然現れたオモイカネの声が嘲あざけった。

『やめなよレイコ、そんなこと。君らしくもない』

「っ!?」

　驚きよう愕がくと同時に不ふ覚かくを思う。先ほどクロノに言われてレイコに触ふれようとしたときから、オモイカネとは『接続』を確立したままだった。さっさと仕事を終えてそれを切ってしまおうと考えたレイコの耳に、オモイカネは遠えん慮りよなく声を響ひびかせる。

『どうしてそんなことをするんだい？　まったく道どう理りに合わないよ。第一相手は「顕神」だ、私たちの手に負える相手じゃないさ』

「……うるさいっ、気が散るから黙だまっていろ」

　短く押し殺した声が、予想よりも大きく響いてしまった。クロノに聞こえてしまっただろうか、と心配し、こんな状況でそんなことを思う自分を恥はじる。

『君だって知ってるだろう？　私は、「意思」の天魂だよ。そして、「顕神」は意思を持たなくなった天魂のなれの果てだ。私たちは人間や犬いぬ猫ねこ相あい手てなら完全に支配することができるが、炎や水や雷かみなりや金属そのものを支配することはできないんだ。君が今さら、彼女に触れてみたところで──』

　オモイカネの減へらず口ぐちを封ふう殺さつしたいただその一いつ心しんで、レイコは伸のばした腕うでをミコへと近づけた。かろうじて人としての輪郭を保っている彼女の手に触れようとして、

「……グッ！」

　激げき痛つうに呻うめき声ごえをあげて、やはりミコから手を離してしまった。オモイカネは呆あきれたように、

『──「光」そのものになってしまったミコが相手では、そうなるのがオチ。しかもこの「光」は他の物質を侵おかす性質を持っているようだね。かわいそうなレイコ、綺き麗れいな両手が爛ただれてしまった』

　その声を意図いと的てきに頭の外に締しめ出して、レイコは考える。考えることこそ、レイコがもっとも得とく意いとすることだからだ。

　──完全に『顕あら神がみ』になってしまえばどうなるかは文ぶん献けんで読んだことがあるが、ミコはその段階には至いたっていないようだ。まだ人の輪りん郭かくを保っているのがなによりの証拠。『光』に手を灼やかれようと、無視して彼女の腕うでを摑つかめばいい。そうすればそれですべてが終わる。私の『意思』の能力で、相手を完全に支配し、制圧することができる。暴走したアマテラスを一いつ瞬しゆんで沈ちん静せいさせ、ミコをこちら側に取り戻もどす。そして──

『そして？　クロノに感謝される？　それとも元に戻ったミコがクロノに抱だきつく姿を、にこにこしながらただ眺ながめるのか？』

　顔を歪ゆがめたレイコに、オモイカネは潜ひそめた声で笑う。不ふ快かい、不快極きわまりない。レイコの頭の中にまでこびりついてくるような、共犯者めいた響ひびきを持つ囁ささやき声で、オモイカネは続ける。

『なあァ、レイコ。君だっていい加か減げん気がついてるんだろう？　まだ自分を偽いつわるというのなら、私が言ってあげよう。──これは、千せん載ざい、一いち遇ぐうの、チャンスだ。誰だれにもわからない。誰も君を責めはしない。力が及ばなかったと、神しん妙みような顔でそう言えば、みな許してくれるさ。だから、レイコ。ミコを──』

　まるで恋人に囁く甘い言葉のように。

　オモイカネは。

　レイコも頭に思い浮かべていたその一言を、口にした。

『──見捨てるんだ』

　頭が割れそうに痛む。へたり込んでしまいそうになる。痛む両手で痛む頭を押さえようとしたところで、不ふ意いに、視界に黒い色が映うつった。

　クロノの背中だった。

「レイコ。俺おれの『意思』を媒ばい介かいして、ミコの『意思』を支配することはできるか？」

　あまりにも普ふ段だんどおりの、低い穏おだやかな彼の声に、レイコは考えることも忘れて、その質問に答えていた。

「え、ああ──ど、どうかな、わからない。私は、直じかに触ふれることによって能力を発はつ揮きするから──」

「俺の『意思』をお前が支配して、その手を動かしてミコに触れれば、それはお前がミコに触れている、ということにならないか？」

　レイコは必死に思考を巡めぐらせる。かつての記憶を呼び起こす。そう、あれは──鼎かなえだ。彼女のアトリエを訪ねたときに、鼎は『金属』のワイヤーを使って、離れたところにある『金属』の塊かたまりを変形させていた。物質操そう作さ能力を向上させるための訓練だと鼎は言っていたが、要するにあれは属ぞく性せいのものを介かいして別の属性のものを支配する、ということだ。それを今の状況に置き換えるなら、クロノの『意思』を媒介して、ミコの『意思』を支配する、ということになる。

　レイコは、彼女にしては珍めずらしいことに、自信のない口く調ちようで言った。

「やったことがないからわからないが、多分、できると、思う」

　クロノは頷うなずいて、また一歩ミコへと近づいた。

「やれることはすべて試こころみよう。では、レイコ。頼む」

「え？」

　答えたときにはすでに遅かった。クロノはなんの躊ちゆう躇ちよもなくミコの前に立つと、灼しやく熱ねつの『光』そのものと化かした彼女の身体からだを、静かに抱だき締しめた。レイコは鋭するどく息を吞のみ、信じられないものを見るような声で叫んだ。

「クロノ!?　一いつ体たいなにを────！」

　じりじりと燻いぶるような音と、肉が焼ける嫌いやな臭においが、一いつ瞬しゆんのうちに部屋の中に立ち込めた。ミコの背中に回した手が、赤く焼け爛ただれはじめているにもかかわらず、クロノが答えたその声は、普ふ段だんとなにも変わらない平静なものだった。

「言っただろう。俺おれを媒ばい介かいにして、ミコの中のアマテラスを封ふうじてくれ。──早く頼む。俺の身体がいつまで保もつかわからない」

　知らないうちに、レイコは拳こぶしを握にぎり締めていた。ミコの『光』によって灼やけた痛みが、鋭く手のひらを刺さす。こんな痛みを受けていながら平然としていられるクロノの精神構造が、レイコにはどうしても理解できなかった。自分は一瞬も我が慢まんできなかったのに。手を灼かれただけで、情けなく引っ込めてしまったのに。

　──そんなに、お前は、ミコのことが、大切なのか？

　クロノが再度口を開く。今度は幾いく分ぶんか、痛みに歪ゆがんだ声だった。

「早くしてくれ。熱くてかなわない」

　拳を解といて平ひら手てを作り、レイコは機械的にそれを上げた。唇くちびるに痛みを感じ、それが自分の歯によるものだということに気づく。今、自分がどんな表情をしているのか、考えたくもなかった。一いつ刻こくも早く、この時間を終わらせようと、レイコはクロノの首くび筋すじに手を伸のばして──オモイカネの嘲あざ笑わらうような声が、耳に響ひびいた。

『なんと言うべきかは、もちろんわかっているね？　私の愛いとしいレイコ』

　レイコは答えない。反論も、毒づきもしない。ただ救いを求めるように、その右手をいっぱいに広げて、彼女は、クロノの素す肌はだに──

　触ふれた。




　　　　◆




「…………」

「…………」

「……レイコ？」

　沈ちん黙もくを守るレイコに、クロノは耐たえ切れずにそんな声をあげた。両手両りよう腕うで両肩と、胸きよう部ぶに感じる焼けるような激げき痛つうは、静まるどころかさらに激しくなっていくばかりだ。なにも抱だき締しめる必要はなかったのかもしれないが──こうしたほうが、より強くレイコの『意思』支配の役に立つような気がしたのだ。

　それに、この状況下においては、自分の痛みなど、どれほどの意味も持たないように思えたから。

『闇やみ』を通じて自分の身体からだがどうなっているのかをチェックする。ミコの肌はだに強く触ふれている右みぎ腕うでなどは、ほとんどが『光』に侵しん食しよくされて、『闇』では知覚できなくなってしまっている。もうそろそろ落ちるかもな──と顔を歪ゆがめて分ぶん析せきしながら、クロノは三み度たびレイコに呼びかけようとして、

「……クロノ」

　レイコは、低い、低い声で、

「…………だめだ……もう、ミコは……どこにも、残って、いない」

　そう言った。

　一いつ瞬しゆん。

　クロノはなにも見えなくなった。なにも聞こえなくなった。なにも感じなくなった。ミコの身体の『闇』も、ぼそぼそと続くレイコの言葉も、自分の身体を焼く『光』の痛みも、なにも。

　クロノはただ、一言、

「そうか」

　と、言っただけだった。

　不ふ意いに彼は気づいた。全身を覆おおっていた無感覚が、いつまで経たっても終わらないことに。ゆっくりと右手を上げて、自分の目の前に掲かかげる。先ほどまでは『光』に侵食されていた箇か所しよが、完全に修しゆう復ふくされて、元の腕の形に戻もどっていた。──いや。

　元の形から逸いつ脱だつし、溢あふれ出すようにして、空間に広がりはじめていた。

　そこでクロノは、ようやく自分に起きていることに気づいた。呆ぼう然ぜんと目の前を見つめながら、それが持つ意味を考える。考えるうちに、そう悪いことでもないような気がしてきた。かすかに笑って、腕の中のミコに目を向ける。彼女はもう、クロノの『闇』では無としか認識できないほど、『光』と化してしまっていたが──

　それでも、その『光』がミコであることに変わりはないのだ。

　レイコがクロノの首くび筋すじから手を動かして、肩を摑つかもうとした。

「クロノ、気持ちはわかるが、もう──」

　差さし迫せまった声で、彼女はそう言いかけて──その手が、するりとクロノの肩をすり抜けた。レイコが息を吞のむ音、それを遮さえぎるように、クロノはあっけらかんとした口く調ちようで、

「俺おれは行けないよ、レイコ。お前ひとりで行ってくれ」

「──馬ば鹿かな！　なにを言い出すんだ!?」

　レイコのこんなに焦あせった声は初めて耳にする。そのことにかすかなおかしみを覚える。ゆっくりと首を振りながら、クロノは諭さとすように言った。

「わかるだろ。俺おれも同じだ。ミコと同じものになる。もう、その兆ちよう候こうが表れている」

　自分がまだこんなにも理性的な言葉を発せられるということが、クロノには不ふ思し議ぎだった。依より坐ましが激情に吞のまれ、その力を制せい御ぎよすることができなくなったときに、『顕あら神がみ』は現れる。いつか読んだ文ぶん献けんには、確かそんなことが書かれていたはずだ。そして今のクロノの心しん中ちゆうは、激情とは程ほど遠とおい、死んだような静せい寂じやくがあるだけだった。

　それと、もうひとつ。

　暗い、暗い、永遠の『闇やみ』のような、絶望が。

　それのせいかな、とちらりと思う。激情も絶望も、感情が振り切れた果てにたどり着く状態であることには変わりがないだろう。ただそれが、怒いかりか悲しみか、プラスかマイナスかというだけの違いでしかない。自分がまだまとまった思考を保てているのは、もしかしたらその違いのためなのかもしれない。

「クロ、ノ」

　上うわ擦ずった声で、レイコはそう言った。クロノはそれに答えようとしたが、考える先から言葉が散らばって、ひとつの言葉を創つくり上げることがどうしてもできなかった。『顕神』の影えい響きようが、いよいよ思考にまで及びはじめたのかもしれない。クロノは諦あきらめたように首を振ると、短く簡かん潔けつに、こう言った。

「──じゃあな、レイコ」

　その言葉を、最後にして──

　庵あん堂どうクロノは、『闇』になった。




　　　　◆




　ミコがアマテラスの依坐に志し願がんするというのだから、その日タカヤは当然のように本ほん殿でんに詰つめていた。彼女が成功するにしても失敗するにしても、人づてではなく彼女自身の口からその成せい否ひを聞きたかったからだ。慰なぐさめるかからかうか、どちらの反はん応のうが適てき切せつだろう──などと意識せずに考えていたくらいだから、タカヤは口ではああ言ったものの、内心ではミコが失敗することを望んでいたに違いなかった。無む論ろん、それはタカヤがミコのことを嫌きらっているからではなく、おっとりとした姉に依坐の重じゆう責せきを背せ負おわせたくないという、庵堂クロノとほとんど同じ理由があるからだ。

　だから、岩いわ室むろが血けつ相そうを変えて保管庫から飛び出してきたとき──タカヤは目を猫ねこのように見開き、彼がすべてを話し終えるよりも先に走り出していた。

『生命』の依坐としての能力をフルに活用して、タカヤは保管庫へと急ぐ。道みち筋すじを思い出すのが実際の速度に間まに合わなかったほどだ。何度か足あし踏ぶみをして、何度か道に迷いながら、タカヤはようやく目的の場所にたどり着くことができた。立ち並ぶ天てん魂こん碑ひを横目に見ながら、彼はアマテラスの部屋へと足を踏み入れようとして──留とどまった。

「…………ミコ、姉ねえ？」

　呆ぼう然ぜんと、タカヤはその名を呼ぶ。なぜその名前が自分の口から出てきたのか、それすらもわからない。部屋の中には──ミコの姿も、そしてクロノの姿も、どこにも見当たらないというのに。

　そこにあるのは、ただ一面の闇やみだった。

　固形物のように黒々と蟠わだかまる闇が、部屋の中に溢あふれるほどに満ちている。その前に立ち尽つくしているひとつの人ひと影かげに、タカヤは駆かけ寄った。早口に問う。

「レイ姉！　一いつ体たいなにが起きたんだ!?　クロノは──ミコ姉は、一体どこにいるんだ!!」

　レイコはしばらくのあいだ、その問いに答えなかった。岩いわ室むろと、彼に連れられた鼎かなえがようやくやってきて、同様の質問をレイコに浴あびせたときに、彼女は初めて口を開いた。

「『顕あら神がみ』だ。二人とも、『顕神』に成なってしまったんだ。ミコがまずアマテラスに侵しん食しよくされ、それを見たクロノも──」

　全身から力が抜ける。その場に崩くずれ落ちそうになる自分の身体からだを、タカヤはかろうじて持ちこたえさせた。なにも考えられなくなったタカヤの傍かたわらで、鼎が歯は軋ぎしりをするような声で呟つぶやくのが聞こえた。

「……馬ば鹿かな、なぜミコが『顕神』なんかに成ってしまったんだ？　あれは依より坐ましの激げき情じようを糧かてにして生まれるものだろう。ミコは激情という言葉から一番遠いところにいる人間だぞ。それなのに──」

　鼎の質問に、レイコはただ首を振り、

「なぜかなどと、そんなことは私にはわからない。もしかしたら、それがアマテラスがこんな場所に置かれていた理由だったのかもしれない──だが、理由の詮せん索さくよりも先に、すべきことがある」

　レイコの言葉には、不ふ思し議ぎと感情が籠こもっていなかった。だが、さしものタカヤにも、レイコが素す手でになっているのを見て、彼女がなにをするつもりなのか理解できた。胸の中に希望が湧わき起こってくるのを感じ、タカヤはしゃんと背せ筋すじを伸のばして、期待に満ちた声で言った。

「──そうか、オモイカネか。レイ姉の能力なら、『顕神』になった二人を元に戻もどすことができる！　そうだろ、レイ姉？」

　レイコは、目だけでタカヤのことを見て、すぐに目の前、固形の闇に視線を戻した。ぽつりと言う。

「ひとりだ」

「え？」

「ミコにはもう触ふれた。彼女は──もう戻もどってこない。存在しない」

　なにを言ってるのか理解できない。呆ほうけたようにレイコのことを見つめていると、岩いわ室むろが疑うたがうように、

「庵あん堂どうは戻ってくるのか？　彼もまた、『顕あら神がみ』に成なってしまったのだろう？　なら──」

「それもわからない。私はまだクロノには触れていないんだ。岩室、お前が来るのを待っていた。この部屋の周囲は『岩』だからな。遮しや断だんするには、オオヤマツミの力が要いる」

「……遮断？」

　自分の声が、まるで別人のように虚うつろに響ひびいた。レイコはタカヤのことを見ようともせず、

「もしもクロノをこちら側に戻すことが成功すれば──それはすなわち、アマテラスの顕けん現げんを防ぐものがなにもなくなってしまう、ということだ」

「…………おい、」

「アマテラスは危険だ。あれは、封ふうじなくてはならない。そのためには、岩室、お前が周りの『岩』を支配して、彼女が出てくる前に遮断しなくてはいけない。──ここに、アマテラスを封ふう印いんする」

「おいって！　待てよレイ姉ねえ、なに言ってんだよ！　アマテラスってミコ姉のことなんだろ!?　ミコ姉を、封印するなんて、そんな────!!」

　タカヤの懇こん願がんするような声に、レイコは、なにも答えようとしなかった。うつむいた彼女の表情は、そこにどんな色が浮かんでいるのか、それを見て取ることさえもタカヤに許さなかった。ただレイコは事務的な──まるで機械のような声で、こう呟つぶやいた。

「御み座くら台だいにとってのあらゆる危険を排はい除じよするのが、私たちの務つとめだ。たとえ、それが、かつて姉であったものだろうとも──」

　タカヤは瞬まばたきをする。なにか考えようとする。それも叶かなわない。なにか、真っ白なものが胸の中に生まれ、その空白がタカヤの中のなにもかもを吞のみ込んでしまったかのようだった。立ち尽つくすタカヤのことを、無視するかのように──岩室も、そして鼎かなえも、レイコの言葉に賛さん同どうを示した。

「──そうか。仕方ないな」

「ミコも天てん条じようの人間だ。……わかって、くれるだろう」

　タカヤの眼がん球きゆうが動き、その言葉を吐はいた二人の人間のことを見み定さだめた。口を開き、呼こ気きが漏もれ、タカヤは歯を軋きしませる。スローモーションのように岩室の身体からだが動き、固形の『闇やみ』のすぐ脇わきの、石いし壁かべに触れた。レイコは頷うなずいて、

「合図と同時に隔かく離りしてくれ。では、始めるぞ」

「待ってくれ」

　タカヤは確かにそう言った。レイコにはそれが確実に聞こえていた。

　そうでありながら──レイコは、タカヤの言葉を無視した。

　拳こぶしを握にぎり締しめる。胸の中の真っ白なものが、怒いかりであることに、タカヤはようやくにして気がついた。『闇やみ』に向かって手を伸のばしたレイコの肩に、嚙かみつくようにして摑つかみかかる。

「やめろ！　そんなことをしてなんになる！」

　レイコはタカヤのことを見た。ぞっとするような目だった。

「……クロノが、戻もどってくる」

「だから、それになんの意味があるのかって聞いてるんだ！　クロノは全部わかっていて『闇』になったんだ！　ミコ姉ねえが、もうこっちに戻ってこれないなら──せめて、同じ『顕あら神がみ』になって傍そばにいられるようにって、そう思って『顕神』になったはずだ！　それを、引き離すなんて、そんなことさせるかっ!!」

　それは、なんの根こん拠きよもない言葉だった。だがその場にいる人間には、その言葉が真実であることが理解できたはずだった。クロノとミコの間あいだ柄がらは、アマツカサでも周しゆう知ちのことだったから。レイコにだって、そんなことくらい、わかっていたはずなのに──

　彼女は氷のような表情を浮かべたまま、ただ首を横に振った。

「タカヤ、そんなことは問題ではない。クロノは──三さん貴き神しんの一ひと柱はしらであるツクヨミをその身に宿やどすものだ。その彼をアマテラスもろとも封ふう印いんすることは、アマツカサにとって重大な損そん失しつになる。こんなことで、あいつを失うわけにはいかない」

　タカヤは怒りに顔を歪ゆがめ、

「こんなことだと？　お前──お前にとってミコ姉は、こんなことに過ぎないっていうのかよ！」

「私はもう存在しないものの望みより、今存在するものの安全のほうを優先する。タカヤ、聞き分けろ。手を離せ」

「誰だれが、そんなこと、聞き分けるか!!」

　タカヤは姉の肩に置いた手に力を込めた。自らに宿る『生命』の天まが魂たま・スサノオの能力を使って、彼女の身体からだの自由を奪うばおうとしたところで、全身を『金属』のワイヤーに縛しばられて、レイコから引き離されてしまった。保管庫の壁へき面めんに巻きついたワイヤーと共ともに打ち付けられ、身動きひとつ取れなくなる。それを行った張ちよう本ほん人にん──『金属』の鼎かなえユウは、タカヤのことを痛みをこらえるような顔で見つめていた。

「君の言うこともわかる、タカヤ。しかし──正しいのは、レイコのほうだ」

　タカヤは構かまわずに動こうとする。『生命』の能力で己おのれの身体を支配し、無む理り矢や理りにでも、ワイヤーを引きちぎってでもレイコのことを止めようとする。皮ひ膚ふが裂さけ、全身から血を噴ふき出しながら、タカヤは吼ほえる。

「正しいとか間ま違ちがっているとか、そんなこと知るか！　ミコ姉は、クロノと一いつ緒しよにいるべきなんだ！　それを──」

　血を吐はくようなタカヤの叫びを、血に塗まみれながら伸ばされたタカヤの腕を、レイコはまるで空気のように無視した。黒く黒く、漆しつ黒こくの壁かべのように目の前を塞ふさぐクロノの『闇やみ』に、レイコはゆっくりと手を上げて、

「やめろ！　レイ姉ねえ、やめろっ!!」

　それに、触ふれた。
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　そしてクロノは彫ちよう像ぞうのように立ち尽つくし、タカヤは静かにそれを見み据すえている。

　彼の姿は、五年前とはほとんど変わるところがなかった。真っ黒な服装に盲もう目もくを隠かくすサングラス、やや足を開き気ぎ味みに立つクロノの姿は、人間というよりはどこか機械めいた印象を受ける。本ほん殿でんを背にして、敵てきするものを防ぎ止める、天あま総つかさの社やしろ最強の、『闇やみ』の天まが魂たまを宿やどす黒い依より坐まし。

　庵あん堂どうクロノ。

　タカヤは目を細めて、吐はき捨すてるように言った。

「……ミコ姉ねえは、まだあの穴あな蔵ぐらの中にいるのか？」

　クロノはどんな動どう揺ようも表に出さなかった。タカヤの言葉を受けて、簡かん潔けつに答える。

「お前がいなくなってから、地中の『闇』を通じて、あそこを覗のぞいたことがある。──『光』が満ちていたよ」

　無感情なその声に、タカヤは激しい憤いきどおりと──そして、深い絶望を感じた。それを隠そうともせずに、タカヤはゆっくりと、クロノのほうに歩きはじめた。

「俺おれは──お前なら、ミコ姉には相応ふさわしいと思っていたんだ。お前なら、安心してあの人を任まかせられると」

「…………」

「どんな状況になっても守ってくれると。決けつして、見捨てることなんてしないと──」

「タカヤ」

　クロノに名を呼ばれて、タカヤはその足を止めた。庵あん堂どうクロノは天てん条じようタカヤにとって、単に姉の恋人というだけの存在ではなかった。『生命』の依より坐ましとしての任にんを受け、その能力の使い道や伸のばし方に悩なやんでいたタカヤのことを、教え、諭さとし、導みちびいてくれた。タカヤがもっとも信頼し、そして尊敬していた、恩おん師しでもあったのだ。

　ふと、ミコがいつか言っていたことを思い出した。

　天条の家の者は、みな、クロノのことが好きなのだと。

　──そのとおりだな、とタカヤは自じ虐ぎやく的てきに思う。いや、そのとおり、だった。

　淡たん々たんとした口く調ちようで、クロノは続けた。

「言いい訳わけをするつもりはない。お前が俺おれのことを憎にくむのも、当然だ。俺はミコを見捨てた。あいつよりも、御み座くら台だいを優先した」

「……御座台、だと？」

「五年前のあのとき、俺は『闇やみ』からレイコに救い出され、再び人の形を得えた。そのときに、ミコが言っていたことを思い出したんだ。──御座台のことを愛し、自分が生まれ育ったこの故郷ふるさとの役に立ちたいのだと言った、あいつの言葉を」

「…………」

　タカヤは黙もくしたまま、クロノの言葉を待った。彼が噓うそをついているようには見えなかった。そもそも庵堂クロノという人間は、自分の損そん得とくによって噓をつくということをまったくしない人間なのだ。言い訳はしないと前まえ置おきした以上、彼が言っていることは、真実なのだろう。

　ふと、頰ほおに冷たいものを感じた。右手でそれを拭ぬぐう。──雨、だ。周囲がいつの間まにか薄うす暗ぐらくなり、ぽつぽつと水すい滴てきが地面を叩たたく音が、沈ちん黙もくの中に響ひびきはじめる。その中にあっても、本ほん殿でんを守るように立ち尽つくすクロノの身体からだには、微み塵じんの動どう揺ようも感じ取ることはできなかった。

「だから、俺はあいつの代わりに、あいつができなかったことをしようと決めた。ツクヨミの力を使って、御座台を守る。ミコが大好きだったこの土地を、依坐になってでも守りたかったこの場所を。タカヤ、お前がなんと言おうと──その俺の決心は、変わらない」

　タカヤはぐっとうつむいた。ともすれば萎なえそうになる殺意を保つのに苦労した。クロノはなにも間ま違ちがったことは言っていない。かつてミコが言っていたことを、自らが代わって成なし遂とげようというその決意も、まったくもってクロノらしいと、そうとさえ思った。しかし。

「──だが、それでも、俺は、お前がやったことを、許すことはできない」

　声が震ふるえる。恐怖や罪ざい悪あく感かんから、ではなかった。

　純じゆん粋すいな怒いかりが、タカヤの声を、身体を、心を震わせていた。

　ミコのことを考えるたびに、タカヤはどうしてもそうなってしまう。ミコは今、あの狭せまい狭い穴あな蔵ぐらの中で、どんなことを感じているのだろう。ひとりきりになってしまったことへの恐怖か。誰だれと会うこともできない悲しみか。──愛するものが傍そばにいない、寂さびしさだろうか。あの優やさしかった姉が、なぜそんな仕し打うちを受けなければならないのだろう。そんな仕打ちを受けているあの姉の傍そばに、なぜクロノはいてやらなかったのだろう──

　握にぎり締しめた拳こぶしを、タカヤは振り上げて、振り下ろした。まるで駄だ々だっ子こがするようなその動作に、クロノはやはりどんな感情も浮かべない。タカヤは、怒いかりよりもほとんど悲しみが滲にじんだ声で、クロノに向かって叫んだ。

「──お前は、お前はミコ姉ねえのことがかわいそうじゃないのか？　あんな場所に、たったひとりで閉じ込められて。誰だれと話すこともできず、日の光を浴あびることもできず、お前に会うことさえできないで！　五年も！　五年もミコ姉はあの狭せまい部屋に閉じ込められているんだぞ！　お前が──お前が傍にいてやりさえすれば、あの人はきっと、それで満足だったはずなんだ！」

　クロノの顔に、初めて感情の影かげが差した。服や帽ぼう子しとは対照的な、陶とう器きのようなその白い顔が、苦痛に耐たえるように歪ゆがむ。その唇くちびるが、迷うように動き──

「では聞くが、タカヤ。お前はクロノに、ミコの人ひと柱ばしらになれと言っているのか？」

　次し第だいに強くなってきた、雨の煙けむりの向こうから。

　天てん条じようレイコが、ゆっくりと前に出てきた。濡ぬれた髪かみを搔かき上げて、彼女は仮面のような顔で自らの弟を見つめながら、雨あま音おとの中でもよく通る声で言った。

「お前の言っていることは、すべてお前の身み勝がつ手てな妄もう想そうから生まれたことだ。ミコはもう、寂さびしさも悲しみも感じない。『顕あら神がみ』という、人ではない存在になってしまったのだから」

　一段と表情を険けわしくして、タカヤはそれに答える。

「それでも──ミコ姉が、ミコ姉であることに違いはないだろう」

「それがつまり人柱ということだ。──タカヤ、尋たずねるが、お前の目的は一いつ体たいなんだ？　ハシバネを離り反はんさせ、御み座くら台だいの防ぼう衛えい網もうを弱体化させた、その目的はなんだ？」

　タカヤはしばらくのあいだ、黙だまっていた。言うべきか言わざるべきかを考え、しかしすぐに、どちらも大たい差さないことを知った。恐おそらくレイコはタカヤの目的をほとんど推すい察さつしているのだろう。彼女はオモイカネの力に拠よらずとも、他人の考えていることを推すい測そくするのが大の得意だったから。それに、特に隠かくす理由もない。タカヤは正直に、自分の目的を口にした。

「決まっている。ミコ姉を解放する。あの穴あな蔵ぐらから、御座台に解とき放はなってやるんだ」

　自分とよく似た、猫ねこのようなレイコの瞳ひとみが、薄うつすらと細められた。

「それが、どういう意味か、わかっているのか？　『顕神』を人ひと里ざとに放すということが」

　タカヤも同じように目を細めて、それに答えた。

「──知ったことか」

　吐はき捨すてるようなタカヤの声に、レイコは数秒だけ考えてから、「わかった」と呟つぶやいた。

「タカヤ。お前は疲れているんだ。天条家の長男が、封ふうじた『顕神』を解放するなどと、そんなことを正しよう気きで言うはずがない」

　そしてレイコは、自らの両手に嵌はめた白しろ手て袋ぶくろを、ゆっくりと脱ぬぎ放つ。素す手での感覚を楽しむように、両手の指を互いに合わせながら、レイコは断だんずるように言う。

「私とクロノが、お前のことを楽にしてやろう。ありがたく思え」

「……上等だ」

　獣けもののような声で、タカヤはそう答えた。姿勢を低くして、レイコに照しよう準じゆんを定さだめる。クロノがなにか言おうとするのがわかったが、それに耳を貸すつもりはなかった。いや──それを言うのならば、最初から自分は、この御み座くら台だいに説得をしたりされたりするために戻もどってきたのではないのだ。

　自分が欲ほしかったのは、ただ、決別。

　かつて所属していた組織を──かつて仲間と呼び、姉と親しみ、兄とも慕したった人々を、確実に倒たおすことができるという覚かく悟ごこそが、タカヤが欲ほつしていたものだった。

　そして、レイコの無情な言葉がその覚悟を固めてくれた。『生命』の能力を使い、実の姉であるレイコの生命を確実に奪うばうために、タカヤは凄すさまじい速度で彼女に迫せまっていった。




　　　　◆




　第だい一いち分ぶん殿でんに着いた頃ころには、すでにもう曇くもり空ぞらになっていた。水気を含ふくんだ空気を見上げてから、ナナミは再び前を向き、第一分殿の敷しき居いをまたいだ。

　玄げん関かんで数人の職員が話し込んでいて、ナナミの姿に気づいた彼らは、小さく会え釈しやくをした。ナナミはそれに、忸じく怩じたるものを感じる。彼らがナナミのような若じやく輩はいに対してそうするのは、彼女が他ほかでもない、アマツカサの中ちゆう核かくたる依より坐ましだからだ。

　しかし、今の自分は──依坐の責せき務むを放棄した、負け犬に過ぎない。

　顔をうつむかせて、ナナミは彼らの横を通り過ぎた。職員たちの不ふ審しんの視線を頰ほおに感じ、それが一いつ層そう、ナナミの惨みじめな気持ちを膨ふくれ上がらせた。ミツハノメが、呆あきれたように言うのが聞こえた。

『……いい加か減げんにしたらどうだ、ナナミ』

　まだ声をかけてくれるだけの信用はあったのか。自じ虐ぎやく的てきにそんなことを考えながら、しかしナナミはそれに返す言葉も持たなかった。ミツハノメは業ごうを煮にやしたように、

『お主ぬしが落ち込むのは勝手だがな、それに妾わらわまで付き合わせるでないわ。隣となりでそんなふうにぐじぐじぐじぐじ悩なやまれると、妾の精神まで落ち込んできてしまうのだ。いい加減に──』

「なら、私の中から出ていけば？　もう私なんかには、愛あい想そうも尽つきたでしょうに」

　そう言って、ナナミはくすくすと笑った。破は滅かい的てきな笑えみ。昨日きのうの自分が今の自分を見たら、きっと──自じ殺さつ衝しよう動どうが湧わき上がるほどに軽けい蔑べつするに違いない。そう思った途と端たん、ナナミの顔が歪ゆがんだ。

　ミツハノメがため息をついた。

『なんだな。お主ぬしがタカヤのことを想おもっておったのは知っていたが、まさかここまでとはな。他ほかのものが相手なら、たとえ自分が死ぬことになろうと、迷わず向かっていったであろうに』

「…………」

『自分がどうすればいいのか、わかっておらぬのだな。まあ、お主は今までほとんど迷ったことがないから、迷うということに対して免めん疫えきがないのだろう』

　そしてミツハノメは、不ふ思し議ぎに抑よく揚ようのない声で、こう続けた。

『ナナミ。マナに会え。あいつのことだから、まだ第だい一いち分ぶん殿でんに残っておるであろう。あいつに会おうてから、もう一度考えて、どうするか決めてみろ』

「……楠木くすのきさんに？」

　問い返してみても、ミツハノメはもうなにも答えてくれなかった。どこか精神の奥おく深ぶかいところに潜ひそんでしまったかのようだ。ナナミはしばらくのあいだ、立ったままじっと考えていたが、やがて明確な目的を持って歩き出した。

　目当ての人はすぐに見つかった。というよりも、向こうのほうが先にこちらを見つけた。

「あ、瀬せ川がわさん。お戻もどりになられたんですか」

　そう言ったのは、ミツハノメが名指ししていた楠木マナ──ではなく、本ほん殿でん管理部の沢さわ村むらだった。相あい変かわらずの大きな身体からだに、似つかわしくない小心そうな顔で、彼はナナミに近づいてきた。ナナミはおずおずと、

「沢村さん、あの──」

「ちょうどよかった。楠木さんの娘さんが、あなたを探さがしていましたよ」

「え？」

　ナナミは思わず沢村のことを見つめた。その視線に、彼は少し気まずそうに頰ほおを搔かき、

「ああ、いえ、というか──お二人がお帰りになるのを、ずっと待ってらっしゃるんです。ええと、神じん野のさんは──あれ、ご一いつ緒しよじゃないんですか？」

　神野。その名前を出されて、ナナミは再び無力感に襲おそわれ、うつむいてしまった。沢村が不思議そうに首を傾かしげるのがわかったが、彼はそれ以上なにも追及してこなかった。「とにかく」と咳せき払ばらいをするような声で続けると、沢村はナナミの前に立って歩きはじめた。

「お会いになってください。私も楠木さんから強く言われてたんですよ。見かけたらまず連れてくるようにって」

　彼の言う『楠木』とは、楠木マナではなくその父親のことだろう。本殿管理部における沢村の上司が彼なのだということは、ナナミもよく知っていた。面識もあるが、しかしなぜその人が自分を呼んでいるのかはわからなかった。

「どうして、私を──？」

　ナナミが後うしろについてくるのを確認してから、沢村はちょっとだけ笑い、

「楠木さんの娘さんがお待ちなんですよ。あなたがたが帰ってくるまで、自分も家に帰らない、と粘ねばっているようです。それで楠木くすのきさんも困り果ててしまったようでして、よければお会いになっていただけないかと、そういう次し第だいです」

　ナナミは目をし瞬ばたたかせた。少し考えてから、それがいかにもマナが言いそうなことだと思う。絵に描かいたような優等生に見えて、あの少女は意外に頑がん固こなところを持っているから。

　沢さわ村むらが立ち止まったのは、ナナミもよく知る座ざ敷しきの前だった。『水』の依より坐まし用の訓練用貯ちよ水すい池ちを、ちょうど望のぞむことができる部屋だ。沢村がその部屋の障しよう子じを開けたときに、ナナミの心に罪ざい悪あく感かんが湧わき上がってきた。それは、きっと──マナが誰だれよりも待ち望んでいるであろう神じん野のメイが、自分と一いつ緒しよにいないからだ。

　ナナミが部屋に入ると、まず楠木氏と目があった。軽く会え釈しやくをされ、ナナミもそれにうつむくようにして応こたえる。それからマナのほうに目を向けると、彼女はちょうど中ちゆう腰ごしになって立ち上がろうとしているところだった。その目が大きく見開かれているのを見て、ナナミの心に差す罪悪感が一いつ層そう強くなった。だが、次にマナが取った行動は、ナナミが予期していないものだった。──マナは小走りにナナミのところまで駆かけ寄ると、彼女の身体からだに抱だきついたのだった。

　ナナミは慌あわてて、

「ちょっ──く、楠木さん、やめっ──！」

「よかった……よかった、無事、だったんですね……！」
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　助けを求めるように視線をさ迷わせるが、隣となりにいたはずの沢さわ村むらはわざとらしいくらいに首をあらぬ方向へと捻ねじ曲げていて、楠木くすのき氏は困こん惑わくしきりといった感じに目を瞬しばたたかせるばかり。と、胸に押しつけられたマナの顔の感かん触しよくが、不ふ意いに消えるのがわかった。恐おそる恐る、マナのほうに顔を向けてみると──涙に濡ぬれたマナの目が、誰だれかを探さがしていた。

　誰を探しているのかは、考えるまでもないことだ。ナナミは重々しい声で、マナに告つげた。

「……神じん野のさんは、いないわ」

　マナの目がさらに大きくなる。そこから先を言うべきかどうかは、ナナミにもわからなかったが、それでも、せがむように自分を見つめつづけるマナの視線に耐たえ切れなくなって、ナナミは途と切ぎれ途切れに言葉を続けた。

「本ほん殿でんに──その、侵入者が現れたの。彼女は、その人との戦いに行ってしまったから」

　マナの瞳ひとみを見つづける勇気が持てなくて、ナナミは下を向いた。それならどうして、瀬せ川がわさんはここにいるんですか──そんな、疑問のような非難のような言葉がマナのく唇ちびるから発せられるのを、身を硬くして待った。

　だが、いつまで経たっても、そんな言葉がぶつけられる気け配はいはなかった。マナは不意に踵きびすを返すと、再び部屋の中に戻もどっていってしまった。──ナナミの手を握にぎったまま。

「……マナ」

　楠木氏がたしなめるようにそう言ったが、ナナミは首を振って彼の言葉を封ふうじた。マナと隣り合わせになって、座ざ敷しきの座ざ布ぶ団とんの上に腰を下ろす。気まずい沈ちん黙もくの後のちに、マナは感情が複雑に入り混じった声を出した。

「……ごめんなさい、こんな、早とちりしちゃって……」

　早とちり。その言葉に、胸が暗くなるのを感じる。ナナミは首を振り、

「私のほうこそごめんなさい。あなたをがっかりさせるつもりは、なかったんだけど──」

　マナはきょとんとした顔をして、

「……私が、がっかり？　どうしてですか？」

「だって。神野さんは、あなたの一番大事な友達なのでしょう？　私なんかが帰ってくるよりも、彼女が帰ってきたほうが、楠木さんもずっと──」

　右手に痛みが走り、ナナミは驚いて口を噤つぐんだ。マナが──今までに見たことがないような、怒おこった顔をしている。その小さな手には似つかわしくないほどの強い力でナナミの手を握り締しめながら、マナは硬い声で、

「友達に一番も二番もありません。メイさんが大事とか、瀬川さんが大事とかでもないんです。──私には、どっちも大事な友達です！」

　ほとんど叫ぶように、そう言った。

　ナナミは呆あつ気けに取られてマナのことを見つめている。やがて、その視線を恐れるように、マナは顔を伏ふせてしまった。その眉まゆはまだ強気に跳はね上がり、その唇くちびるはきっと引き結ばれているが、ナナミの手を痛いほど強く握にぎる手は、かすかに震ふるえていた。

「──だから、私は、ただ、瀬せ川がわさんが帰ってきて、安心したんです。……でも、それでも、まだ、メイさんが戻もどらないって、そう言うから──」

「……楠木くすのき、さん」

　耐たえ切れなくなったように、マナはきゅっと目を閉じた。手の震えが伝でん播ぱしたように、その細い肩も震えはじめる。

「ごめんなさい、こんな──でも、もう少しだけ、手、貸してください。やっぱりまだ、私、メイさんのことが、心配、なんです」

　一ひと言こと一言、区切るようにそう言ったマナの声も、肩と同じように震えていた。不安に怯おびえるマナのことを、ナナミは、砂を嚙かむような思いで見つめ──

　不ふ意いに、ナナミの心しん臓ぞうが鳴った。

　これと同じ光景を、かつて、自分は見たことがある。

　三年前。あの、洪こう水ずいが起きたときに。

　ナナミは洪水に巻き込まれた人たちを助けようとした。荒あれ狂くるう水の中に飛び込み、懸けん命めいにその『水』を支配して、落ちた人たちを全員救い上げようとしたのだ。一人、二人、三人、四人。そこまでは順調に見つかったのに、最後のひとりがどうしても見つからなかった。

　ナナミは焦あせった。そうこうしているうちに、さらに洪水はその強さを増しはじめた。それでもナナミひとりであれば、彼女は洪水など物ともせずに最後のひとりを捜さがしつづけただろう。だが、ナナミはひとりではなかった。救うべき人たちを、四人も抱かかえ込んでいたのだ。

　ナナミは直感で行動した。じっくり考える時間など、そのときの彼女には決けつして許されない贅ぜい沢たくだった。それ以上荒あれ狂くるう濁だく流りゆうの中に身を浸ひたしていれば、自分はともかく他ほかの四人の体力は保もたなかっただろう。なにが正しい行動なのかを考えるよりも先に、彼女は身を翻ひるがえして岸へ向かっていった。──最後のひとりを、見捨てたのだった。

　その人の遺い体たいは、次の日にはるか下流で見つかった。

　他の者はナナミを慰なぐさめ、褒ほめさえしてくれた。死んだ人の家族だけはナナミのことを責め立てたが、彼女はそれに一ひと言ことも反論せずに頭を下げた。彼らの批判よりも、あるいは慰めよりも、なによりも強く脳のう裏りに残っているものがあった。自分が見捨てた人の遺体と、それに縋すがりついて泣くその人の家族の姿だった。

　あの日、ナナミは、強く、冷たく、心に決めたのだ。

　二度と私はこんな光景を見ない。そのために──ありとあらゆる『水』を支配する、本当の依より坐ましになるのだと。

　今のマナの姿は、あのときの、死んだ人の家族のようだった。泣くのをこらえているかのように、ただじっと震えている。これからやってくる凶きよう報ほうを恐おそれるかのように。メイの死を、恐れるかのように。

　──また、私は、同じものを見ようとしているのか。

　マナに握にぎられていないほうの手を、ナナミは硬く強く握り締しめた。爪つめが白く浮かび、ほとんど手のひらの肉に食くい込むほどの力に、それでも彼女は痛みを感じなかった。ただ──ぽっかりと穴が開いたようだった胸の中に、白く、熱いものが漲みなぎりはじめていた。

　瀬せ川がわナナミが依より坐ましになったのは、天てん条じようタカヤに憧あこがれたからだ。だが、本当に、本当にその憧れだけが、自分の原動力だったのだろうか。自分の力を専せん一いつに磨みがきつづけてきたのは、なにも知らない子供だったあのときのように、タカヤにそれを見せて喜んでもらうためだけだったのだろうか。

　そんなはずはない。

　無力感も惨みじめさも、洪こう水ずいのときに嫌いやというほど刻きざみ付けられた。自分の力が及ばず、人を死なせてしまったとき、ナナミは自らの力の限界と、それを伸のばすことを知った。そこに天条タカヤの名前はどこにも存在しなかった。身を苛さいなむ後悔の中で、ナナミは、自らが依坐であることを、自らで選択したのだ。

　そして、今のこの状況は、洪水のときとは天と地ほどにも違う。

　まだ誰だれも死んでおらず──そして自分も、まだなにもしていないという点に於おいて。

　ナナミは立ち上がった。彼女の手を握っていたマナの身体からだが、その勢いきおいに引っ張られてしまうほどに強く。驚いたように自分を見上げるマナのことを、ナナミは静かな、凪ないだ海面のような瞳ひとみで見つめた。短く、

「ごめんなさい、楠木くすのきさん」

「……え？」

「用事を思い出したわ。行かなきゃ」

　そう言って、ナナミはマナの手を優やさしく外はずした。縁えん側がわのほうを見ると、すっかり本ほん降ぶりになった雨が、容よう赦しやなく訓練用貯ちよ水すい池ちに降り注そそいでいた。好こう都つ合ごうだ、とナナミは不ふ敵てきな笑えみを漏もらし、そんなナナミに、マナは不安に塗まみれた声を出した。

「よ、用事って、一いつ体たいどこに──」

「本ほん殿でん。忘れ物をしたの」

　マナは心しん臓ぞうが止まったような顔をした。ぱくぱくと口を開閉させるマナの顔に、ナナミはさもおかしそうに笑い、端たん的てきに言葉を続けた。

「神じん野のメイさんをね、忘れてきちゃったから。──大だい丈じよう夫ぶ、すぐに取って戻もどってくるわ」

　呆ぼう然ぜんと絡からみつくマナの視線を振り解ほどき、ナナミは縁側から飛び出して、そのまま訓練用貯水池に駆かけ寄った。『水』の球で身体を包んで移動させれば、単に走るよりもずっと短時間で本殿に到着することができるだろう。

　貯水池に向かって跳び上がったとき──耳の奥おくから、ミツハノメの得とく意いげな声が聞こえてきた。

『どうだ、妾わらわの言ったとおりであったろ？　これからも、妾の言うことを能よく聞き入れて励はげむがよいぞ』

　恩を着せるようなミツハノメの言葉に、ナナミは唇くちびるを曲げただけでなにも答えなかった。弾はじけるような水音と、一いつ瞬しゆんにして全身を覆おおう冷たい感覚の中で、ナナミは大きく両りよう腕うでを広げ、己おのが眷けん属ぞくたる『水』を支配した。




　　　　◆




　天井を見上げている。

　熊くまのぬいぐるみのように足を放ほうり出して、壁に背中を預けながら、イツキはずっとそうしていた。ぽつぽつと、雨に打たれて鳴る天井は、本ほん殿でんの名に相応ふさわしい年季を備そなえているように見えた。とはいえ、イツキとて別べつ段だん意味があってそんなことをしているわけではない。他ほかにやることがまったくなかっただけのことだ。

　もっとも、やることがないといっても、それはイツキの勝手な言い分なのかもしれない。現に外ではすでに戦せん闘とうが始まっている。恐おそらくは桐きり山やまミヅチが引き起こしているのであろう『土』の爆ばく音おんも、ひっきりなしに聞こえてきている。そうでありながら、イツキは微み塵じんも動く気になれなかった。あの瀬せ川がわナナミが今のイツキを見たら、顔をしかめてこう非難したことだろう。あなたは一いつ体たい、依より坐ましの責せき務むをなんだと思っているのですか──

　憂ゆう鬱うつそうにため息をついて、イツキは見上げるのをやめて、視線を平行に戻もどした。まあ仮かりにそうなったところで、叱しかられるのは自分ひとりではない。この座ざ敷しきにはもうひとり、無む為いに時間を過ごしている学生服がいるのだから。

　と、そんなことを考えていると、その学生服がつと顔を上げてイツキのことを見た。目が合う。口を開く。

「なに」

　なにと言われてるほどのことを考えていたわけでもない。イツキはそのとき頭に浮かべていた言葉を、ろくに吟ぎん味みもせずに言の葉に上らせた。

「あのさ、俺おれたちなんもしなくていいのかな？」

　学生服──穂ほ村むらヒノエはその言葉に、くい、と片かた眉まゆを上げた。それから再び、視線を手元の文庫本へと落としてしまう。ぽつりと、

「行きたいなら行けば。僕はここにいるけど」

「また、お前はそういう協調性のないことを。庵あん堂どうさんとかはもうとっくに戦いはじめてるみたいだぜ？　ここで油売ってていいのかよ」

「その庵堂さんが言ったんだろ。ここを絶対に動くなって。入ってきてから対応すればいいさ」

「……相あい変かわらずやる気ないな。お前」

「イツキに言われたくないね」

　それから、ヒノエは文庫本をぱたりと閉じた。学生服のポケットをまさぐり、そこからライターを取り出して、文庫本と一いつ緒しよくたにして目の前の座ざ卓たくに置く。

「第一、僕が出ていってなにができるのさ。こんなライター一個で作り出せる『炎』なんてたかが知れてる。外じゃ可か燃ねん物ぶつも少ない。その上雨が降ふってきた。こんな状況で戦うなんて、自殺行こう為いもいいとこ──ちょっと、うるさいよヒノカグツチ」

「なんだって、ヒノカグツチ？」

「……『だから管理部に言ってガスボンベを用意させればよかったんだ』だってさ。一いち応おう沢さわ村むらさんに言ったんだけどね。本ほん殿でんを吹き飛ばされたくないからって却きや下つかされた」

　くつくつと、イツキは喉のどを鳴らして笑った。ヒノエは不満そうに眉まゆを寄せ、刺さすような視線をこちらに向けてきた。普ふ段だんは冷静を装よそおっているくせに、ヒノエは意外とむきになりやすい。もっとも、自分はそういうところが面おも白しろくて、ヒノエと友達付き合いを続けているのだが。

「僕なんかよりも、君のほうがずっと適てき任にんだろ、イツキ。『禍か福ふく』なんだから、その場にいるだけで有利をもたらせる。それに君のほうは、僕と違ってまともな武器を支給されたんだろ？」

　その言葉に、イツキは笑うのをやめて、また天井を見上げた。「んー」と気のない声を出してから、すぐ脇わきに置いてあったカバンを探さぐり、目的のものを取り出す。

　鉄とゴムと火薬でできた、引き金と撃げき鉄てつと銃じゆう身しんを持つ無ぶ骨こつな物体。

　ヒノエが息を吞のむ音が聞こえた。まあそれはそうだ、とイツキも思う。冗じよう談だん半分で言っただけなのに、まさか本当にこんなものが出てくるとは、当の自分でさえ思っていなかったのだから。

　人を殺せる重みを持つそれを、玩具おもちやのようにくるくると弄もてあそびながら、イツキはうんざりとした表情を浮かべる。

「武器ったってなあ、これだもんな。本当に武器だよ。面白みがないっつーか野や暮ぼったいっつーか、アマツカサって結けつ構こうヤバい組そ織しきなんだなって改めて思っちゃった」

「だったらなおさら参加しなくちゃだめだろ」

　イツキは乱暴に手を振り、

「別にいいよ。かったりー」

　ヒノエは呆あきれたように、

「本音が出たね」

　ぴたりとその手を止めて、鈍にぶく輝く銃身を見つめる。雨あま音おとに紛まぎれて、遠くから爆ばく発はつするような音が聞こえてくる。聞くとはなしにそれに耳を傾けながら、見るとはなしにそちらに視線を向けながら、イツキはふと、静かな声で呟つぶやいていた。

「──いいんだよ。俺おれ達は手を出さないで」

「……？」

「これは庵あん堂どうさんやレイコさんの因いん縁ねんだからな。俺おれやお前は関係ないことだ。命令された以外のことを、やる必要はどこにもない」

　いつになく真しん剣けんなイツキの顔を、ヒノエは珍めずらしいものを見るような目で眺ながめた。その視線になんとなく気き恥はずかしいものを覚え、ごまかすようにイツキは笑う。

「なんてな。ふと思いついた。どうよこの言いい訳わけ、レイコさんに通用すると思う？」

　真面目まじめに聞いて損をした、という表情を、ヒノエはした。

「言い訳なんて考えてる場合なの？　まあ、今はまだ僕たちも、こうしてていいのかもしれないけどさ。もしあいつが、ここに入ってきたら？」

　イツキはにやりと笑う。右手に握にぎった鉄の塊かたまりを軽く振り、意思の表示に変える。

「言っただろ。命令された以外のことはやる必要はない。けど、命令されたことくらいは、ちゃんとやらなくちゃな。そして、俺たちが受けた命令は──」

「『本ほん殿でんの防衛』か。──ま、そうかもね。それくらいはやらないと」

　イツキは大おお仰ぎように頷うなずいて、もう一度外に視線を向けた。地鳴りのような爆ばく発はつ音おんが、雨あま音おとのせいかこもってイツキの耳に響ひびいてきた。それを聞いても、やはりイツキの心には動こうという考えは浮かんではこなかった。

　他ほかの誰だれか──例えば瀬せ川がわナナミあたり──がそんな彼らの姿を見れば、あるいは無責任とか卑ひ怯きよう者ものとか誹そしられるのかもしれない。だが、そう言われたとしても、イツキには自らの姿勢を変える気は微み塵じんも起こらなかっただろう。情熱を燃やし、自ら進んでアマツカサに参さん画かくするなど、とても自分の性しように合っているとは思えないからだ。自分の考えでのみ動き、求められたことだけをする──それが、上かみ運うん天てんイツキと、穂ほ村むらヒノエが考える、『依より坐ましの責せき務む』なのだった。




　　　　◆




　最悪なことに雨が降ふってきた。最初はぽつぽつと、次し第だいにばしゃばしゃと、本殿に着いたときにはもう土ど砂しや降ぶりもいいところで、メイは頭のてっぺんからつま先までずぶ濡ぬれになってしまっていた。

　玉たま砂じや利りを蹴け飛とばしながら走っていたメイは、ふとその足を止めて息を整えた。普ふ段だんからよく走るためだろうか、坂道を駆かけ上がってきたというのにそれほど息は切れていない。大きく深呼吸をしながら視線を左右に巡めぐらせるメイに、タケミカヅチが呆あきれたように呟つぶやいた。

『しっかし、お前もわからん奴やつだな。俺があれだけスサノオ相手じゃ不利だって忠告してやったのに、それでも挑いどむのかよ？』

　むっと唇くちびるを尖とがらせて、メイは反論する。

「不利とか有利とか、そういうことで決めるものじゃないでしょ？　あたしは──その、ほら、依より坐ましだからさ、それで──」

　タケミカヅチは馬ば鹿かにするように笑い、

『そいつは立りつ派ぱなこったな。精せい々ぜい死なないようにしろよ』

　その憎にくまれ口ぐちを、メイは苦にが々にがしく受け止めた。本当のことを言えば──恐怖が、まったくないわけではない。むしろ、今もなお踵きびすを返して分ぶん殿でんへ逃げ帰ってしまおうかと、頭のどこかで考えているくらいだ。それくらい、タカヤの能力は危険なものだということが、メイにもわかりつつあった。

　なにしろメイは一度彼の術じゆつ中ちゆうに嵌はまっている。一いつ瞬しゆんで意識を失ってしまったものだから、死への実感はなかったが、目を覚ましてから時間が経たてば経つほどに、彼がしたことの意味がメイの勇気をじわじわと蝕むしばんでいた。あのとき意識を失って、そのまま永遠に目め覚ざめなくなっていても、なんの不ふ思し議ぎもなかったのだ。そしてタカヤは──次に会ったときは、容よう赦しやしないと言っていた。

　メイは激しく首を振って、不吉なその考えを頭から追いやった。濡ぬれた金きん髪ぱつを両手で搔かき上げ、彼女は再び走り出す。本ほん殿でんまで来れば、戦せん闘とう音おんからどこへ向かえばいいかわかると考えていたのだが──しかし、メイの耳には雨あま音おと以外になにも聞こえなかった。

　と、またもやメイは立ち止まった。ふと、違い和わ感かんを覚えたからだ。

「……ねえ、タケミカヅチ、ここって……」

　メイの眼がん前ぜんに、なにもない広場が拓ひらけていた。つい先せん刻こく、ナナミと一いつ緒しよに通ったときに、目にしたはずの場所。だが、メイの記憶が確かならば、

「……こんなのあったっけ？　周りには林しかなかったような気がするんだけど」

　ちょっとした草野球ならできそうなほどの大きさの広場だ。あたりに森林しかないこの場所で、これだけ広い空あき地ちを目にしたのなら、はっきり覚えていてもよさそうなものなのに。それに、ただの広場にしては気き味みが悪いほど整然としている。雑ざつ草そうの一本、石ころのひとつも見当たらないのだ。まるで──つい今いまし方がた、造ぞう成せいしたばかりのように。

　フン、とタケミカヅチが笑うのが聞こえた。呆あきれたような口く調ちようで、

『ツクヨミか。相あい変かわらず派は手でなやり口だな』

「ツクヨミ？　って、確か、庵あん堂どう先生の？」

『そうだ。こんな芸げい当とうができるのは、サクヤヒメ以外にはあいつくらいしか考えられんさ。お前だって経験あるだろ。庵堂の「闇やみ」に、何回か引き込まれたことがあるんだから』

　タケミカヅチがそう言ったところで、メイはようやくにして気がついた。

　広場の向こう、延えん々えんと続く木こ立だちの何十本もの木々が──ゆっくりと、土の中に引き込まれていることに。

　メイは思わず目を見張り、そんなメイに解説するように、タケミカヅチは言葉を続ける。

『ツクヨミは「闇」とその内側を支配する。「闇」とは要するに、光のないところのことだ。例たとえばお前でいえば、光の届かないお前の体内や、あるいは地面と接せつ触しよくしている足の裏の「闇やみ」を利用して、自分が支配する世界に引き込むことができるんだよ。このでかい広場は、このあたり一いつ帯たいの林を「闇」の中に引きずり込んだんだろう。それくらいのことあいつなら朝あさ飯めし前まえだ。さすがに時間はかかるだろうが』

　正確には、ツクヨミ──いや、庵あん堂どう先生が『闇』の中に引き入れているのは、木々ではなくそれらが生はえている地面のようだった。地面からほんの数センチ下にある『闇』に引きずり込むことで、地上にあるなにもかも──木々も草花も人間も、すべてを吞のみ込むことが可能なのだろう。次し第だいに増していく広場の面積に、メイはなにをすることもできず立ち尽つくし、タケミカヅチはなおも解説を続ける。

『しかも「闇」の依より坐ましは、自分が支配する「闇」の中に身を隠かくしてるってんだから始し末まつに負おえねえ。「土」なら依坐本体がこちら側にいる分、まだしも対抗措そ置ちがあるってもんだが、「闇」の世界なんてはっきり言って異次元みたいなもんだからな。そこから出てこなけりゃ敵の攻こう撃げきを受けることもない。しかしツクヨミは「闇」を通じてどこに誰だれがいるのかってことは簡単に把は握あくできるし、もちろん攻撃もし放ほう題だい。そして一度「闇」の世界に囚とらわれたら、そこから抜け出す術すべはない』

「なにそれ。反則じゃん」

『反則さ。反則級に強いから、ツクヨミはアマツカサ最強の天まが魂たまなんだ。勉強になったな』

　そのとき、広場のその向こうの木こ立だちに、素す早ばやく動く人ひと影かげが見えたような気がした。──あれがタカヤなのかもしれない。しかし少なくともこちらに来る気け配はいはないし、メイとしても向こうに行く気が失うせてしまった。というか、

「──もしかして、あたしが来なくても、庵堂先生さえいれば大だい丈じよう夫ぶだったんじゃないの？」

　タケミカヅチは笑ってそれに答えようとしたが、それよりも先に背はい後ごから、怜れい悧りな声が響ひびいてきた。

「そうでもないよ、神じん野のメイさん。あなたが来てくれて助かった」

　緊きん張ちようしていたものだから、思わず身体からだが跳はねた。振り向くと同時に、思わず右手を『ピストル』の形にして、その人差し指を背後の声の主ぬしに向けてしまった。声の主──天てん条じようレイコは、メイが向けた人差し指に、素す直なおに両手を上げて見せた。慌あわてて右手を下ろしてから、メイは問う。

「レ、レイコさん？　なんでここに」

「なんでって、あなただって御み宿すく会えに出ていたでしょうに。私とクロノは本ほん殿でんの防衛。──上かみ運うん天てんと穂ほ村むらがどこに行ったのかは知らないけど」

　それからレイコは歩きはじめ、メイはなんとなくその後うしろに従った。広場の向こうではまだ戦いが繰くり広げられている。濡ぬれた玉たま砂じや利りの上でも、不ふ思し議ぎと足音がしない歩き方をしながら、レイコはちらりと戦いの軌き跡せきに目を遣やった。

「クロノが心配するものだから、私は戦せん闘とうから外はずされてしまったけどね。まあ確かに、あいつひとりならタカヤ相手に負けることはないだろう」

　ほっとするような、気抜けするような、そんな複雑な思いが駆かけ上がってくる。なんだ、やっぱりあたしが来なくてもよかったのか──というメイの思考を読むように、レイコは突然メイのほうを振り返った。ゆったりとした笑えみ、

「しかしね、神じん野のさん。負けることがないということは、イコール勝つことではないんだ。あくまでも負けないというだけ。引き分けたり取り逃がしたりすることも充分にあり得うる。特にクロノの『闇やみ』は、タカヤのようにすばしこく動く相手とは相あい性しようが悪い」

「……は、はあ……」

「だから、少しばかりこちらで援えん護ごしてあげなくてはいけないんだ。──神野さん、協力してくれるね」

　これは聞いているわけではなく、確認しているだけなのだろうな、とちらりと思ってから、メイは頷うなずいた。彼女とて、たったひとりでタカヤに当たろうと思っていたわけではない──そこまで無む謀ぼうでも勇ゆう敢かんでもない。自分の力が少しでも役に立てばと思って、ここまでやってきたのだ。メイが承しよう諾だくしたのを見て、レイコは満足そうに言う。

「ありがとう。あいつは『生命』の依より坐ましだから、ちょっとした怪け我がくらいならすぐに治してしまうからね。その点、『雷いかづち』なら怪我どころか、一いつ瞬しゆんで意識を消し飛ばすこともできる。あなたの協力があれば、もう勝ったも同然だ」

　メイはおずおずと、

「あの……でも、ちょっと気になってるんですけど」

「うん？」

「ほら、御み宿すく会えでレイコさんも言ってたじゃないですか。あたしはまだ未み熟じゆくだから、戦力外なんだって。だから──」

「失敗するかもしれない、と」

　先回りするようにそう言ったレイコに、メイはすまなそうに頷いた。クロノでなくても、あれだけの速度で動く相手に『雷』を当てるのは至し難なんの業わざだ。がしかし、レイコはどこか達たつ観かんしたような表情で、なんでもないことのようにこう言った。

「そうなったらそのときだよ、神野さん。もしもあなたが失敗したら──」

「失敗したら？」

「死ぬだけだ。私もあなたも」

　聞くんじゃなかった、とメイは後悔し、レイコはそんなことはお構かまいなしに、戦闘中の木こ立だちへと向き直った。メイに背を向けたまま、レイコは平然と作戦を説明する。

「なに、簡単な仕事だ。まず私がタカヤを挑ちよう発はつし、あいつが私を仕し留とめに来たところを、あなたが『雷』で迎げい撃げきする。最初に死ぬとしたら多分私のほうだから、あなたはそんなに気にしなくてもいいよ」

「……そっちのほうがずっとプレッシャーなんですけど」

「へえ、自分の命よりも他人の命のほうが大事なのか。なかなか有望だ。将来きっと立りつ派ぱな依より坐ましになるだろうね」

　軽かる口くちを叩たたくようにそう言ったレイコに、メイは小さく、しかしはっきりとした声で、尋たずねた。

「もうひとつ、知りたいことがあるんですけど」

　レイコは首だけでメイのことを振り返り、

「私に答えられることなら」

「あの人を──タカヤさんを放ほうっておいたとしたら、どうなりますか？」

　彼女は数秒間だけメイのことを見つめ、それから簡かん潔けつに答えた。

「間ま違ちがいなく、大勢の人が死ぬ。あいつは──あいつの目的は、『顕あら神がみ』をこの御み座くら台だいに解とき放はなつことだ。あなたならその意味がよくわかるだろう、神じん野のメイさん」

『顕神』。その言葉だけで、二にの腕うでに鳥とり肌はだが立つのがわかった。それは、かつてメイが成なってしまったものの名前だった。メイの恐怖を、自らに宿やどる能力の負ふの面を体現した言葉だった。『顕神』はメイの友人を殺しかけた──いや、メイに友人を殺させかけたものだ。メイにとっては、それは、恐怖の対象であると同時に、憎むべき存在でもあった。

　最後の最後で、覚かく悟ごが決まった。大きく頷うなずいて、

「……わかりました。気合入れてやります」

　右手をぎゅっと握にぎり締しめたメイのことを、レイコは頼たのもしそうに見る。それから視線を巡めぐらせて、木こ立だちに向かって朗ろう々ろうとした声を響ひびかせた。

「──タカヤ！　なにをしている、私はここにいるぞ！　仕し留とめなくていいのか!?」

　その声は木こ霊だまのように森の中に響き渡り、やがて雨あま音おとの向こうに吸い込まれていった。しばらくのあいだ、なんの反はん応のうも返ってこなかったが、メイもレイコも気づいていた。

　先ほどまで聞こえてきていた戦せん闘とう音おんが、止やんでいる。

　ごくり、とメイは唾つばを飲み込んだ。いつ来ても反応できるように、両腕両足の緊きん張ちようをほぐそうとした瞬しゆん間かん──

　彼女たちの真正面に生はえていた木が二本、凄すさまじい音を立てて地面から引き抜かれた。

「────っ!?」

　驚きは人の身体からだの動きを縛しばる。メイの身体も縛られた。めきめきと耳みみ障ざわりな音を撒まき散らしながら、二本の木は何本もの木もく片へんに細分化し、それらが持つ尖とがった先せん端たんがすべてメイたちのほうに向けられた。そこでようやく、メイはそれらの木片を両手に摑つかんでいるのが、天てん条じようタカヤであることに気がついた。

　そしてタカヤも、同時にメイの姿に気づいたようだった。その目が驚きに見開かれ、次いで非難するように細められるのを、メイは確かに見た。ほんの一いつ瞬しゆんだけ生じたタカヤの逡しゆん巡じゆんは、彼の攻こう撃げきに備そなえるだけの猶ゆう予よをメイとレイコに与えてくれた。

　横よこ殴なぐりの突とつ風ぷうのように降ふり注そそいだ数多あまたの木もく片へんを、レイコとメイは左右に分かれて回かい避ひする。砂じや利りの上に転ころがって、痛みに顔を歪ゆがめながら、メイは素す早ばやく右みぎ腕うでを上げてタカヤに照しよう準じゆんし、放電した。が、そのときにはもうタカヤの姿はそこにはなく、メイが放はなった『雷いかづち』は虚むなしく木こ立だちを打ち据すえたに過ぎなかった。

「──次は容よう赦しやしないと、俺おれは確かに言ったぞ！　神じん野のメイ！」

　風雨の音に紛まぎれて、そんな声が聞こえてきた。恐怖に震ふるえる喉のどを押さえながら、メイも負けじと言い返した。

「──それでもあたしはあなたを放ほうってはおけません！」

　雨はますます強くなってくる。すでにメイの身体からだ中じゆう、濡ぬれていない箇か所しよはどこにもなくなってしまっていた。雨あま音おとはメイの耳を塞ふさぎ、水みず煙けむりはメイの視界を塞いだ。これではどこにタカヤがいるのか、わかったものではない──そう思い、舌打ちをしそうになったメイの頭の中に、タケミカヅチの声が聞こえてきた。

『メイ、しゃがんで地面に手を当てろ。多分そっちのほうが早い』

「……どういうこと？」

『昼間ナナミに対してやっただろうが。微び弱じやくな「雷」を地面の上に広げて、どこに誰だれがいるのかを把は握あくするんだ。──雨が降ったのは僥ぎよう倖こうだったな。ずいぶんと広げやすくなっている。この状況なら、お前の技量でもなんとかなんだろ』

　メイは一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよしたが、すぐにその言葉に従った。そんな芸げい当とうができるほど、自分の能力が伸のびているとは思えなかったが──しかし、タケミカヅチが『できる』と言っているのだ。彼は口は悪いが正確な判断をする。自分よりも、ずっと。

　玉砂利の上に載のせた手のひらが、大きく広がっていくイメージを練ねる。『雷』を、自分が支配する別の何物か、ではなく、自分の身体の一部なのだと強く念じはじめる。すると、これまでにないほどスムーズに、地面の上に『雷の輪』が広がっていくのがわかった。メイの手のひらが、大きく、大きく、それこそ何十メートルもの円を描いて大きくなっていくのがわかる。石ころ、葉っぱ、木の破は片へん──それら細こま々ごまとしたものの形や場所までが、文字どおり手で触ふれるようにして知覚できる。そうするうちに、やがてひとつの大きな物体が『雷の輪』の中に入ってきた。これは──レイコさんだ。彼女の全身の表皮に流したごくごく微弱な『雷』から、大まかな全形を把は握あくしたメイは、そう結論づけた。

　迷うような足取りで、レイコは絶たえ間まなく動いていた。してみると、彼女もタカヤの姿を見失ってしまったのだろう。メイは目を閉じて、さらに『雷の輪』を広げる。今度はメイを中心にではなく、レイコを中心にして。

　タカヤが狙ねらうとしたら、恐おそらくメイではなくレイコが先のはずだ。確かくたる根こん拠きよがあってのことではなく、あくまでも推すい測そくに過ぎないのだが──レイコとタカヤのあいだには、『よそもの』のメイには知り得えない、なにか確かく執しつのようなものがあるように感じられた。タカヤは、レイコを狙ねらう。そしてメイは、そのタカヤを狙えばいい。

　しゃがみ込んで地面に手を当てた体勢のまま、メイはひたすら待ちつづけた。自分のほうが先に狙われていたとしたら、あるいはうまく反はん応のうできずにレイコさんを救えなかったとしたら。そんな不安を煽あおり立てる言葉がいくつも浮かび上がったが、メイはそのたびに自分の呼吸を意識して、それらの不安を消し去った。難むずかしいことはなにも考えなくていい。ただ自分は──『雷いかづちの輪』を乱す侵入者を、感じればいいだけだ。

　そして、そのときが来た。

　レイコから三メートルと離れていない場所に、大きく力強く地面を打つ物体があった。メイの身体からだの一部といってもいい『雷の輪』は、自らに押しつけられたその物体を、何者かの足だと断定した。鋭するどく息を吞のみ込むと、メイは全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて、その物体に練ねり上げた『雷』を流し込んだ。




　　　　◆




　なにが起きたのかまったくわからなかった。全身を巡めぐる神経が、一気に焼き切れてしまったような激げき痛つう。その中でタカヤは、自分が膝ひざをついているのだということを自覚した。

　身体が動かない。ふくらはぎから太ももにかけて、皮ひ膚ふが焼けたように引き裂さかれている。まるで、そう──落らく雷らいにでも打たれたかのように。

　そう思った瞬しゆん間かん、嫌いやというほど耳にこびりついた冷静な声が、タカヤを現実に引き戻もどした。

「……神じん野のさん、か？　想像以上だな、これは」

　ほとんど意地で視線を上げて、レイコのことをその目で見み据すえる。彼女の顔には、相あい変かわらずどんな表情も浮かんでいなかった。虫けらでも見つめるような、なんの興味も映うつらない視線を、じっとタカヤの上に注そそいでいた。

「まだ動けるのか。それも『生命』の能力か？」

「…………レイ、……姉ねえ……」

　タカヤがそう言うと──初めて、彼女の顔に翳かげが差した。

　憐れん憫びん。悲ひ哀あい。そのどちらともつかない表情。その色が持つ意味を理解するだけの思考力は、このときのタカヤには残されていなかった。ただ、タカヤは──

「もう眠れ、タカヤ。ミコのことは忘れるんだ。──私が、忘れさせてやるから」

　レイコが口にしたミコの名前に、原始的な動物のように反応しただけだった。怒いかりに駆かられて立ち上がろうとして──失敗して、またもや膝をついてしまう。左足の感覚がない。歯を軋きしらせてそちらに目を向けたタカヤの心しん臓ぞうが、嫌いやな音を立てて鳴った。

　左足が、『闇やみ』に吞まれていた。

「クロノも来た。もうお前に、勝ち目はない」

　断だんずるようにそう言った、レイコのことを見上げて──

　タカヤは、獰どう猛もうに笑った。

「勝ち目はなくても──あんたひとりの首を嚙かみ千ち切ぎるくらいの力は、残ってるさ！」

　そしてタカヤは全身の制せい御ぎよを、筋肉や神経ではなく『生命』の能力に委い託たくした。痛みが水に落ちた雪のように消えていき、代わりに凶きよう暴ぼうなまでに荒あれ狂くるう力が注そそぎ込んでくる。その力は、『闇やみ』に吞のまれたタカヤの左足を、どうにかしてそこから抜き出させようとした。が、それが成功するはずのない試こころみであることは、誰だれよりもタカヤがよく知っていた。『闇』に囚とらわれたということは、決けつして外はずれない足あし枷かせをつけられたのと同じ意味を持っているのだ。

　決して外れない足枷から逃のがれるには、どうすればいいか。

　簡単だ。

　タカヤは左足を切断した。

『生命』の能力によって、木々を真っ二つに引き裂さくように。タカヤは左足の膝から下を引き裂き、完全に切り離した。レイコが驚きの声をあげるのが聞こえ、それを聞いてタカヤは破は滅めつ的に笑う。自らの身体からだが損そこなわれるという事態に、脊せき髄ずいと脳のうは激げき痛つうという形の悲鳴をあげていたが、それでもタカヤの笑えみが消えることはなかった。残った一本の足に『生命』を注ぎ込み地面を蹴けって、身をすくませているレイコに襲おそいかかり──

　目の前に、黒いものが現れた。

　──クロノだ。

　土を跳はね上げ、砂じや利りを吹き飛ばしながら、地中の『闇』から、クロノが現れたのだった。

　レイコの喉のど首くびを千切り取るはずだったタカヤの指は、クロノの右みぎ腕うでの骨を摑つかんで砕くだいた。息の音ねが聞こえるほどのごく至し近きん距きよ離りに、クロノの陶とう器きのような白い顔がある。その顔が、苦痛に歪ゆがんでいた。どちらの痛みを感じているのだろう、という益やく体たいもない考えが、刹せつ那な的てきに脳のう裏りに閃ひらめく。砕けた骨の痛みだろうか──あるいは、かつての同どう胞ほうと戦っているという胸の痛みか。

「タカヤ。頼む、やめてくれ」

　押し殺した声で、クロノはそう言った。タカヤは自分の顔も歪んでいることに気がつかなかった。ただ彼は、搾しぼり出すようにして、

「……やめたいのは、俺おれだって同じだ……」

「それなら──」

「だが、始めたのはお前らのほうだっ!!」

　そう叫び、タカヤはクロノの身体を自分のほうに引き寄せた。同時に左腕を伸のばして、彼の喉を摑む。クロノの顔には、微み塵じんの驚きも浮かんでいなかった。そこに浮かぶのは、ただ苦痛。そしてタカヤの動きに、その痛みの色がいっそう深くなった。

　タカヤは目を閉じる。それ以上、彼の顔を見ているのが辛つらかった。目を閉じて、クロノの『生命』を支配し、その中心、胸の奥おくで力強く脈みやく打うつひとつの臓ぞう器きを、自らの意思で──

　停止させた。




　　　　◆




　庵あん堂どう先生の身体からだが大きく跳はねて、それから崩くずれ落ちていく。ゆっくりと、まるで水の中にでもいるかのように。その背から力が失われ、地面に膝ひざをつき、横よこ倒だおしになって──庵堂先生の身体が、どうと音を立てて玉たま砂じや利りの上に倒れ込んだ。

　雨の音。

「……先生？」

　呼んでみても、返事はなかった。降ふりしきる雨と、獣けもののように荒く息をつくタカヤの身体以外に、その場に動くものはなにひとつ存在しなかった。

　近づいて、もう一度呼んでみようと思い、メイは足を踏ふみ出した。その瞬しゆん間かん、タカヤが弾はじかれたように振り向いて、メイのことをにらみつけた。刺さすように鋭するどいその視線にメイはたじろぎ、タカヤも警けい戒かいするようにその場から飛び退のいた。それとほとんど同時に、レイコの裂さくような声が響ひびき渡った。

「──クロノ！　クロノっ!!」

　今が戦せん闘とう中ちゆうであることも、すぐそこに敵であるタカヤがいることも忘れてしまったかのように、レイコは悲鳴に近い声で庵堂先生の名を呼ばわりながら、倒れ伏ふした彼のところへ駆かけ寄っていった。その身体を抱かかえ起こそうとしたレイコに──タカヤが、無情に呟つぶやいた。

「……無む駄だだ。心しん臓ぞうを止めた。クロノは、死んだんだ」

　庵堂先生に触ふれたレイコの手が、その声にびくりと止まった。顔を上げて、彼女はタカヤのことを見る。そこに浮かぶのは──これまで、メイが決けつして見たことのない種類の表情だった。常に冷静で、動じることなく、的てき確かくな判断を下すことのできる、大人の女性。それが、メイがレイコに対して抱いだいていた印象だった。それなのに──

　今のレイコは、まるで、あどけない少女のような顔をしている。

　それを見て、タカヤは不ふ快かいそうに顔を歪ゆがめた。再び姿勢を低くして、レイコのことも葬ほうむろうと、片方しかない足で地面を蹴けろうとして、

「────やめなさい!!」

　メイの声に反はん応のうした。右手の人差し指から雷らい光こうが閃ひらめき、轟ごう音おんと共ともに雨を引き裂いたその雷かみなりを、タカヤは身をひねって回かい避ひした。玉砂利の上を転ころがるように移動しながら、両りよう腕うでを器用に使って体勢を立て直す。血を撒まき散らしながら、三本の肢あしで動くその様さまは、人間というよりも、なにか得え体たいの知れない異い獣じゆうのように見えた。

　恐怖と怒いかりが同時に湧わき上がってくる。その両方の感情を、メイは声にして自分の外に押し出した。

「……よくも、庵あん堂どう先生を……！」

　対してタカヤは、軋きしんだ声で答えた。

「うるさい。──よそものが、俺おれたちの問題に首を突っ込むな！」

　叫んでタカヤは再び跳ちよう躍やくする。庵堂先生に対してそうしたように、その手でメイの心しん臓ぞうを握にぎり潰つぶそうとして。煙けむった空間の向こうから、狼おおかみのように一直線に襲おそいかかってきたタカヤに──メイは、迷うことなく人差し指を向けて、『雷いかづち』を落とした。
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　轟とどろき、閃ひらめき、貫つらぬいた。『雷』の直ちよく撃げきをその身に受けて、それでもタカヤは止まらなかった。全身から血と煙を噴ふき出しながら、雷らい撃げきで裂さけたその腕うでを伸のばして、身動きが取れないでいるメイの喉のど首くびを、がしりと摑つかむ。思わず口を開けたメイのことを嘲あざけるように、タカヤは燻くすぶった声で笑った。

「残念、だったな。どれだけ、『雷』を、喰くらおうとも、この意識が、ある限り──俺は、動くことが、できるんだ」

　メイの顔が紛まぎれもない恐怖に染まった。右腕を跳はね上げて、もう一撃見舞おうとしたところで、身体からだがぴくりとも動かなくなっていることに気づく。タカヤは、むしろ哀あわれんでいるような口く調ちようで、切れ切れに言う。

「余よ計けいなことを、しなければ、見み逃のがしてやる、つもりだったのに。これで君は、明確な、俺おれの敵になった。──残念だよ」

　どくどくと心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打つ。それを読み取っているのだろうか、タカヤは薄うすく目を細めた。恐怖に滲にじんだ脂あぶら汗あせが、雨に濡ぬれたメイの頰ほおを伝っていく。浅く早く呼吸をしながら、メイは耐たえ切れずに、その目を閉じて──

　そして、衝しよう撃げきがメイの身体からだを襲おそった。

　死んだ、とまず思った。心臓を止められるというのはこういう感覚なのか、とその場に立ち尽つくしながらぼんやりと思い、それからようやくにして、自分がまだ両足で立っているということに思い当たった。

　人間というものは心臓が止まっても立っていられるものなのだろうか？　かの源みなもとの義よし経つねの従じゆう者しやである武む蔵さし坊ぼう弁べん慶けいは、主あるじを守るために立ったまま大だい往おう生じようを遂とげたという。それと同じ現象が、この自分にも起こっているのだろうか──と、パニックの余よ韻いんでつらつらと考えていたメイの耳に、聞き慣なれた声が響ひびいてきた。

「神じん野のさん、無事!?」

　驚いて視線を走らせると、そこには全身に『水』の条じようを身に纏まとった瀬せ川がわナナミが立っていた。息を切らして、メイのことを見つめるナナミの顔が、不ふ意いに安あん堵どに歪ゆがんだ。自分のことを助けに来てくれたのだということに今さらながら気づき、感謝よりも先に驚きを感じる。少し離れた場所でタカヤが胸を押さえてうずくまっているのを確認してから、メイは再びナナミに目を戻もどし、信じられない、といった口く調ちようで、

「……なんでいるの？」

　当然ながら、ナナミは不満そうな顔をした。何事か文句を言おうと、しばらく考えていたようだったが、やがてなにかを恥はじるように顔を背そむけると、ぼそぼそとした声で言った。

「友達を見捨てるわけには、いかないでしょ」

　友達。メイは目をぱちくりとさせ、ナナミはそれを見るのを恐おそれるかのようにタカヤのほうに向き直った。その顔をややうつむかせて、静かに口を開く。

「タカヤさん。あなたは、私の憧あこがれで、理想でした。私が目指すべき目標でした。あなたを忘れたことは、この五年間、ただの一日としてありませんでした。でも、それでも──私は、やっぱり、御み座くら台だいの依より坐ましなんです。だから、タカヤさん──」

　そしてナナミは、宣言するようにこう叫んだ。

「──あなたを、捕ほ縛ばくします！」

　その言葉に、うずくまっていたタカヤも顔を上げて、ナナミのことを見た。先ほどまでの彼とはまるで別人のような表情だ。獣けもののような攻こう撃げき性せいはどこかへ影かげを潜ひそめ、ナナミを見るこの顔は、まるで──

　妹を見守る、兄のような表情だ。

　タカヤはなにかを言おうとして、すぐに口を閉じてしまった。首を振り、その場に起き上がる。メイとナナミは緊きん張ちようをその身体からだに漲みなぎらせ、いつでも迎げい撃げきできる態勢を作り上げた。が、結果的にその緊張は無む駄だなものに終わってしまった。

　タカヤは三つの肢あしをしならせると、地面を蹴けって──本ほん殿でんのほうに、駆かけ去ってしまったからだ。

「あ……」

　思わずそんな声が漏もれて、メイはナナミと顔を見合わせた。まさかここで逃げられるとは、考えてもいなかったのだ。彼女は少しだけ、虚きよ脱だつしたような思いに囚とらわれ──それからすぐに、そんなことをしている場合ではないことに気がついた。ナナミに向かって早口に言う。

「そうだ、庵あん堂どう先生が、あの人に心しん臓ぞうを止められちゃったんだ。あたしが診みなきゃ。なにができるか、わからないけど──もしかしたら、まだ助けることができるかもしれないから」

　それを聞いて、ナナミは驚いたように視線を巡めぐらせ、地面に伏ふしている庵堂先生の身体を発見した。表情が硬くなったが、彼女はその光景に対して感想を述べようとはしなかった。ただメイのほうに向き直り、力強く頷うなずいただけだ。

「私は、タカヤさんを追う。──庵堂先生のこと、任まかせたわ」

「うん。そっちも、しっかりね」

　そう言って、メイは軽く左手を上げた。ナナミは少し戸と惑まどったようだったが、すぐにメイの思おも惑わくを理解してくれた。心なし顔を赤らめながら、彼女は自分も左手を上げ、痛いくらいの勢いきおいでメイの手を打つと、すぐさま身を翻ひるがえして、タカヤを追って本殿のほうに走っていった。

　メイは数秒間だけ、その後うしろ姿を見送っていた。だが、すぐに自分に課かせられた責任を思い出すと、その顔に知らず知らずのうちに浮かんでいた笑えみを消して、庵堂先生のところに駆け寄っていった。

　地面に倒たおれた庵堂先生に、レイコが縋すがりついて泣いていた。それを見てメイはあることに気づいたが、この状況にはなんの役にも立たない情報だったので、頭の隅すみに押しやっておく。

「レイコさん、離れてください！」

　そう呼びかけて、メイはレイコの注意を逸そらした。彼女が呆ぼう然ぜんとした顔を上げた隙すきに、うつ伏せだった庵堂先生の身体からだを抱かかえ起こし、強ごう引いんに胸むな元もとをさらけ出させた。──覚かく悟ごはしていたが、ぴくりとも動かないその胸を見ると、じわじわと焦あせりが滲にじんでくるのがわかった。まだ生なま温あたたかい肌はだに手を当てて、精神を集中させるために目を閉じる。

　心しん停てい止し状態に陥おちいってから脳のうに後こう遺い症しようが残るようになるまでの時間は何分だっただろうか。二分か、四分か、いずれにしろあまり時間は残されていない。メイはまず、庵堂先生の身体に『雷いかづち』を通して、心しん臓ぞうがまだ元の形を留とどめているかどうかを確かめることにした。タカヤの手によって、単に心臓を止められていただけならば、電気ショックを与えて蘇よみがえらせることは可能かもしれない。だが、もしも心臓という器官自体が潰つぶされていたとしたら──メイには、どうすることもできないのだ。

　微び量りようの電気を流して、その反はん応のうを確かめてみる。メイはほっと息をついた。庵あん堂どう先生の心しん臓ぞうは、確かに停止してはいるものの、その形かたち自体は無傷そのものだった。早さつ速そく蘇そ生せいを試こころみようとした瞬しゆん間かん、隣となりでへたり込んでいるレイコがメイの肩を揺ゆさぶった。

「神じん野のさん、クロノは──クロノは、助かるの？　ねえ──」

　気持ちはわかるが、とメイは思う。目を開けてレイコのほうを向き、はっきりとした声で述べる。

「静かにしてください！　気が散ります！」

　レイコは親に叱しかられた子供のような顔をした。先ほどの確信がさらに強くなるのを感じながら、メイは再び目を閉じて、手のひらに神経を集中させた。だが、そこで彼女の動きはぴたりと止まってしまった。

　本当に、これでいいんだろうか？　そんな疑問が、不ふ意いに湧わき上がってきたからだ。

　もちろんメイには、心しん停てい止し状態に陥おちいった人を電気ショックで復活させるといったような、劇的な経験をしたことなど一度もない。そんな状況が来るとすら考えていなかった。ましてメイはあくまでも『雷いかづち』の力を持つ人間であって、心臓マッサージのための機械ではないのだ。どれだけの電気ショックをどこに何秒間加えればいいのか、それすらもわからない。

　だが、他ほかに方法はないし、なによりも時間がない。イチかバチか──と覚かく悟ごを決めようとした瞬間、タケミカヅチがそれにストップをかけた。

『やめろ馬ば鹿か、んな適当な方法で死んだり生き返ったりしたんじゃ庵堂も浮かばれねえよ』

　メイは目を開けて、不ふ服ふくそうに唇くちびるを歪ゆがませた。それが精せい一いつ杯ぱいの反抗だった。ならどうすればいいのかなどと、時間のかかる質問はしていられず、またタケミカヅチも、この期ごに及んで質問を待つほど悠ゆう長ちような性格はしていなかった。彼は素す早ばやく、的てき確かくなアドバイスをメイに与えた。

『これもナナミにやったことと同じだ。「雷かみなり」を身体からだに通し、神経を通る電気信号を支配して、筋肉を思いどおりに操そう作さする。腕うでも心臓も筋肉で動いてるのは同じだ。お前は指の操作なんて細かいこともできんだから、心しん筋きんくらい動かせないはずがないだろうが』

　その言葉に、メイは天てん啓けいを得えたかのように目を見開いた。再び目を閉じて、先ほど心臓の形を探さぐらせたときと同じように、微量の『雷』を庵堂先生の身体に流し込む。ただし今度は把は握あくのためではなく──心筋を操作する神経を、しっかりと支配するために。

『雷の指』で確実に筋肉を掌しよう握あくしてから、メイは恐おそる恐る、まるで生まれたての赤あか子ごを扱うように、庵堂先生の心臓を動かしはじめた。最初はゆっくりと、次し第だいにペースを上げていく。いつの間まにか、メイはもう片方の手で自分の胸をまさぐっていた。どれだけの速度で、どれだけの強さで動かせばいいのか──格かつ好こうのお手本が、他でもない自身の中にあるということに、無意識のうちに気づいていたのかもしれない。

　どくん、どくん、どくん、どくん──と、次第に庵堂先生の心臓が力強く脈みやく打うちはじめた。もう『雷いかづちの指』を離してもいいのかもしれないが、いまいち自信が持てなかったし、なによりも呼吸が再開していない。目を閉じたまま、メイはきっぱりとした口く調ちようで、

「レイコさん、手伝ってください」

「え？　──ええ、わかったわ。でも、な、なにを？」

「人じん工こう呼こ吸きゆう。お願いします」

　レイコはぎょっとして、

「じっ──そ、そんな────！」

「早く!!　庵あん堂どう先生を死なせたいんですか!?」

　その言葉は覿てき面めんの効果を発はつ揮きした。レイコはそれ以上なにも言わずにメイの指示に従った。鼻をつまんで気き道どうを確保してから、この状況下ではかなり長いといえる時間、レイコは躊ちゆう躇ちよしていた。だが、やがて覚かく悟ごを決めたように、彼女はそのく唇ちびるをクロノのそれに合わせた。その顔が赤くなっているのを、薄うすく開けた目で確認する。レイコさんでもこんな顔をするのか──などとおかしく思ってしまったのは、きっとメイの中に「助かる」という確信が生まれていたからだろう。

　そして、その確信は現実のものとなった。レイコが三度目に庵堂先生と唇を合わせた瞬しゆん間かん、彼は咳せき込むようにして、呼吸を再開したのだった。

　ゆっくりと、ゆっくりと、メイは『雷の指』を彼の心しん臓ぞうから離した。それでもなお強く、庵堂先生の心臓は動きつづけていた。にわかに生せい気きが戻もどったその頰ほおと、大きく上下しはじめた胸を見て──メイは、すべての力が抜けてしまったかのように、その場に尻しり餅もちをついた。

　レイコが何事か叫びながら、庵堂先生にしがみついている。先ほどと違うのは、その顔に浮かぶ感情の色だ。それをぼんやり見つめながら、メイは胸の中でぽつりと呟つぶやいた。

（──タケミカヅチ）

『あ？』

（ありがとう。あんたがいてくれて──本当に、本当によかったよ）

　タケミカヅチは沈ちん黙もくする。それから咳せき払ばらいするような声で、

『やめろ馬ば鹿か、気き味み悪いんだよ。いきなりそんなこと言うんじゃねえ』

　その答えに、メイは今度こそ、声をあげて笑った。口に出して言う。

「あんたでも、照てれることなんてあるんだ」

『────』

　絶ぜつ句くするように黙だまり込み、それから頭の奥おく底そこに、タケミカヅチが引っ込んでいくのがわかった。馬鹿馬鹿しい、付き合ってられん──とでも言いたげなその退散の仕方に、メイは安あん堵どと放ほう心しんの中で、いつまでもくすくすと笑いつづけたのだった。




　　　　◆




　痛みのせいで意識が滲にじむ。『生命』の能力で左足の血管を収しゆう縮しゆくさせて出血を抑おさえているものの、動くたびに走る激げき痛つうだけはどうしようもなかった。神経系の制せい御ぎよは筋肉系に比べてずっと難むずかしく、全身に傷を負おった現状ではそちらにまで気を回している余裕はどこにもないのだ。

　そのおかげで、本ほん殿でんの玄げん関かんを突き破やぶるようにして開けた瞬しゆん間かん、タカヤはバランスを崩くずして土ど間まの上に転ころがってしまった。かろうじて立ち上がったときも、後うしろに気を取られて仕方がなかった。追われている、と実感する。クロノやレイコや、メイにではない。

　自分が救い、育て上げた依より坐ましである、瀬せ川がわナナミに。

　薄うすい笑えみを口元に浮かべて、タカヤは本殿の中を、足を引きずるようにして移動しはじめる。どこへ行けばいいのか、そもそもなにがしたいのか、それすらわからなくなりつつあった。ただタカヤは、自分の直感、本能に従って動いていただけだ。

　ふと、タカヤは誰だれかの足音に気がついて立ち止まった。前方の廊ろう下かの角から、見覚えのない少年が姿を現していた。少年はタカヤの姿をその目に認め、しばらく驚いたような顔をしていたが、やがてにやりと笑うと、タカヤのことを指差してこう言った。

「ああ、あんたか、天てん条じようタカヤさんってのは？　その様子だと、俺おれたち以外にこっぴどくやられたらしいね」

　依坐、か。タカヤはそう判断して目を細め、虎とらが獲え物ものを狙ねらうように両手を床ゆかの上に置いた。『生命』で活動する今のタカヤにとっては、この体勢が一番動きやすいのだ。と、そこでタカヤは、少年が右手に握にぎっている黒いものに気がついた。──拳けん銃じゆうだ。

　彼は無む造ぞう作さにそれをタカヤのほうへ向けると、にこやかな顔でこう言い放はなった。

「警備部から借りたんだよ。いやアマツカサってのは恐おそろしいね、こんなもんも手に入っちまうんだから。ま、俺の『禍か福ふく』は直接攻こう撃げきする手段を持ってないんだから、こういうのに頼るしかないんだけどさ」

『禍福』──という言葉を耳にして、タカヤは全身の毛が逆さか立だつ思いをした。身を翻ひるがえして横手の部屋に、障しよう子じを突き破りながら転がり込む。少年が引き金を引いたのは、それとほとんど同時だった。

「つっ──！」

　右足に熱と痛みを感じる。あの少年──『禍福』の依坐が、転がっている相手の膝ひざを狙い撃うてるほどに優すぐれた射しや手しゆだった、というわけではない。『禍福』の天まが魂たま・オオマガツヒは、ありとあらゆる可能性を支配するという、ある種反則めいた能力を持っている。彼が放った銃じゆう弾だんがタカヤの足に当たったのは、あくまでも『偶然』だ。ただしそれは、オオマガツヒによって支配された『偶然』だが。

　タカヤが転ころがり込んだのは、なんの変へん哲てつもない和室だった。素す早ばやく周囲を見回して、タカヤは自分がなにを探さがしていたのかに気がついた。目的のものは──少なくとも、ここにはない。本ほん殿でんの地図を正確に頭の中に思い浮かべようとした瞬しゆん間かん、障しよう子じの向こうから三回続けて発はつ砲ぽう音おんが響ひびき渡った。

　障子を貫かん通つうした三発の銃じゆう弾だんは、すべてタカヤの身体からだに食くい込んだ。

「──く、そっ!!」

　忌いま々いましい『偶然』だ。どこから撃うっても必ず当たる。幸さいわい急所にはまだ一発も命中していないが、それも時間の問題だろう。タカヤは血を撒まき散らしながら、身を翻ひるがえして入ってきたのとは反対方向の障子に突っ込んだ。だが、オオマガツヒの『偶然』は、そう簡単にはタカヤを逃がしてはくれなかった。

　廊ろう下かに躍おどり出たタカヤを待っていたのは、冷さめた目をした学生服の少年だった。先ほどの『禍福』が言っていた言葉を思い出す。──俺たち以外にこっぴどくやられたらしいね。

「おーい、ヒノエー。そっち行ったぞー」

　この場にはあまりにも似つかわしくない、のんきな『禍福』の声に、少年──ヒノエはまったく動じることなく学生服のポケットに手を入れた。彼が取り出したのは、なんの変哲もない金属製のライターだ。かきん、と音を立ててライターの蓋ふたが開いた瞬間、タカヤはそれがなにを意味しているのか気づいた。歯を軋きしませて背中を向けたタカヤに、その目と同じ冷めた声、

「──逃がさないよ。レイコさんには燃やしていいと言われてる」

　点火し、引いん火かし、延えん焼しようさせる。それが『炎』を支配する、ヒノカグツチの能力だ。後うしろを向いていたタカヤにも、その音がありありと聞こえた。彼の『炎』の餌え食じきとなったのは廊下の側面、紙素材の障子で、悪あく魔まの舌のように障子を伝って延のびる『炎』がタカヤの頭めがけて襲おそいかかってきた。タカヤは身を投げ出してかろうじてそれを回かい避ひしたが、首くび筋すじにひりひりと感じる火傷やけどの痛みが、回避しきれなかったことを教えてくれた。

　すでに全身、無傷なところはどこにもない。修しゆう復ふくしている時間もなければ、そんな気力もタカヤには残されていないのだ。『炎』を拡大させ、ゆっくりと迫せまってくるヒノエから、タカヤは這はいずるようにして逃げ出し──

　そして、三人目の依より坐ましに出会った。

　いや──再会した、と言うべきか。

『水』の依坐──瀬せ川がわナナミは、小さな声で警けい告こくした。

「……動かないで、ください」

　こちらに向けた竹たけ筒づつが、かすかに震ふるえている。にもかかわらず、澄すんだナナミの瞳ひとみから、迷いの色を見て取ることはできなかった。ナナミはふと口元が緩ゆるむのを感じた。真面目まじめで融ゆう通ずうの利きかない性格は、まだ直っていないらしい。

　いっそ優やさしいとすら言える声で、タカヤは尋たずねた。

「君も、俺おれの敵に回ったか」

　ナナミの喉のどから押し殺した声が漏もれた。その瞳ひとみが潤うるんでいるのを見て、タカヤは「悪いことを聞いてしまったかな」と後悔する。ナナミはなにかを振り払うように、

「お願いします。投とう降こう、してください。庵あん堂どう先生やレイコさんには、決けつしてあなたを傷つけないよう、私からお願いしますから。だから──私に、あなたを、撃うたせないでください」

　タカヤは大きく息を吐はいた。答えなど最初から決まっていたが、それをナナミに投げ返すのは酷こくだと思った。どう答えるべきか、しばらく迷い──それからタカヤは、ふとあることに気づいて、顔を上げた。ナナミの顔を、まっすぐに見つめ、

「もしかして君は、神じん野のメイさんを助けるためにここに来たのか？」

　ナナミは意い表ひようを突かれたような顔をした。それでも素す直なおに、こくりと頷うなずく。

「は、はい。そうです、けど」

「──そうか。あの子を、ね──」

　ナナミは怒おこったように、

「ごまかさないでください！　私の言うことに、ちゃんと──」

　そこで彼女の声が途と切ぎれた。タカヤの口元に浮かんでいる穏おだやかな笑えみに、気がついたからだ。

　安あん堵どのため息をつくようにして、タカヤは言った。

「よかった。心配してたんだよ。ひとりぼっちで、泣いてやしないかって」

「……え？」

「ナナちゃんにも──信しん頼らいできる友達が、できたんだな」

　その言葉に、ナナミは大きく目を見開いて──

　そしてタカヤは、横手の障しよう子じに身を躍おどらせた。背はい後ごから、『炎』と『禍か福ふく』が迫せまってきている。これが最後のチャンスだ、とぼんやりと思いながら、彼は突っ込んだ先の部屋の造りを確かめた。ごく普通の座ざ敷しき。大きな桐きり製せいのテーブルに、壺つぼが置かれた奥おくの間ま、そこに掛かけられた掛け軸じく、そして──

　押入れへと続く、襖ふすま。

　ここで、当たりだ。

　襖に寄りかかるようにして、タカヤは立ち上がった。振り返ると、自分が突き破やぶってきた障子から、ナナミと──『禍福』と『炎』が顔を覗のぞかせるのが見えた。タカヤは少しだけ笑い、外がい套とうのポケットを探さぐった。そこに入っていたものを取り出して、左右に振る。

　白い鈴すずの耳飾りは、ちりん、と澄すんだ音を響ひびかせた。

　その音に、なぜか『禍福』の少年が反はん応のうした。この期ごに及んでもまだ吞のん気きな色を残していたその表情が、鈴の音ねを聞いた瞬しゆん間かん、不ふ意いに引き締しまったのだ。そのことに気づいたヒノエが、不ふ審しんそうに呟つぶやいた。

「イツキ？　どうしたの？」

『禍か福ふく』は──イツキはなにも答えない。その反はん応のうに不ふ穏おんな気け配はいを感じ取ったのか、ナナミが叫ぶような声で彼のことを制止した。

「上かみ運うん天てん先せん輩ぱい、やめてください！　タカヤさんは、もう──」

　イツキの表情は変わらなかった。なにも答えず、どんな感情も浮かべずに、タカヤをその照しよう準じゆんに据すえたまま、ゆっくりとその引き金を引いた。

　銃じゆう声せいの代わりに、乾かわいた音が響ひびき渡った

　弾だん丸がんも硝しよう煙えんも発生しない。ヒノエが信じられないものを目にしたように、

「イツキが、不発だって？　そんなことが──」

　対してイツキは、不ふ敵てきな笑えみをその顔に浮かべ、

「最後の最後で、ツイてねえな。──向こうの援軍だ」

　その言葉をきっかけにしたかのように、タカヤが背中を預あずけていた襖ふすまが、するすると音を立てて開いていった。バランスを取るだけの気力も失っていたタカヤは、襖の向こうの空間に仰あお向むけになって倒たおれ込んでしまう。タカヤは逆さかさまになった景け色しきを見通して、安あん堵どのため息をついた。

　永遠に広がる、座ざ敷しきだけの空間。

　座ざ敷しき楼ろうだ。

　そして、この世界の主あるじである少女は、倒れ込んだタカヤの傍かたわらに座り込んで、彼の顔を冷たく覗のぞき込んでいた。幼いその顔に侮ぶ蔑べつするような色を宿やどしながら、祝はふり部べは吐はき捨てるように言った。

「このうそつきめ。そのざまの、どこがぶじだ」

　それから祝部は片手でタカヤの襟えり首くびを摑つかみ、猫ねこの子を持ち上げるような気軽さで、彼の身体からだを簡単に座敷楼の中に引きずり込んだ。イツキもヒノエもナナミも、手出しすることすら忘れてしまったかのように、ただ呆ぼう然ぜんとその行動を見つめているだけだった。祝部はそんな彼らのことを順じゆん繰ぐりに見つめると、菩ぼ薩さつのような笑みをその顔に浮かべた。

「うんがよかったな。ほんらいならば、やつざきにしてもたりないところだが──なにしろわたしは、そちらにはいけぬ。『いわと』のけっかいに、かんしゃするがよいぞ」

　表情とはまるでそぐわない、ぞっとするような祝部の声に、しかし三人は怯ひるまなかった。特にナナミは、その言葉に反発を覚えたかのように、強い表情で一歩ずつこちらへ近づいてきた。座敷楼の中に足を踏ふみ入れてでも、タカヤを連れ戻もどす、という彼女の決意が、その表情にありありと表れている。それを見て祝部はちろりと唇くちびるを舌で湿しめらせ、それを見てタカヤは小さく息を吐いた。ナナミのことを見上げて、言う。

「ナナちゃん」

　それだけで、ナナミの足は止まった。

　その瞳ひとみに、涙がいっぱいに溜たまっていることに、タカヤは気づいた。刺さされるような胸の痛みを押し殺して、タカヤは笑ってみせた。小さく手を上げる。別れを告げるように。

「次に会うときは、俺おれたちは敵かたき同士だ。迷わず撃うてるようにしておくといい。わかったね」

　ナナミが鋭するどく息を吞のむ音が、タカヤの耳にも聞こえた。耐たえきれなくなったように涙がこぼれ落ち、白い頰ほおを伝っていく。濡ぬれた目を見開いて、ナナミは親にすがる子供のように、タカヤに向かって腕うでを伸のばし──

　そして、祝はふり部べはそれを断たち切るように襖ふすまを閉めた。

　不ふ意いに訪れた静せい寂じやくは、痛いほどにタカヤの耳を刺した。聴ちよう覚かくを失ってしまったのではないかと疑うたがいたくなるほどの、圧倒的な静寂。その中にあってひとつだけ、高く鳴り響ひびくものがあった。

　祝部の、耳飾りだ。

「……たかや。あのむすめは、たかやのおもいびとであったのか？」

　心配しているような、嫉しつ妬としているような、そんな声だ。タカヤは苦笑し、

「大事な人だよ。お前が想像しているのとは、別の意味でね」

「…………わたしは、」

「わかってるよ、祝部。わかってる」

　祝部の言葉を遮さえぎって、タカヤは小さな、しかし断だん固ことした声こわ音ねで、

「それを断ち切るために──俺は、あそこに行ったんだ」

　祝部は口を噤つぐんだ。

　ナナミが泣くのを見たのは、何年振りだろう。ふと、そんな自問をして、すぐにそれが無意味なものであることに気づく。親を失い、夜が怖いと泣いていたあの子は、もうどこにもいないのだ。いるのは、ただ──

　自分の敵である、依より坐ましだけだ。

「……じゃあね。ナナちゃん」

　小さく、小さく、タカヤはそんなことを呟つぶやいた。喉のどの奥おくから隙すき間ま風かぜのように漏もれたその声は、押しつぶされそうなほどの静寂に吸い込まれ、そして、虚むなしく消えていった。
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　夢を見た。昔の夢。

　それが夢だとわかったのは、その場に全員揃そろっていたからだ。

　それが昔だとわかったのは、その全員が、今よりも少しだけ若かったからだ。

　クロノがいた。レイコがいた。タカヤがいて、ミコがいた。彼らは──そう、彼らだ。自分たちではない──なにかを話し合っていた。同じテーブルについて、歌か藍らん堂どうの水みず羊よう羹かんをつまみながら、なにかを話し合っている。それはわかるのに、声がまるで聞こえてこないために、なにを話し合っているのかはさだかではなかった。サイレント映画のように、字じ幕まくが出るわけでもない。

　それでも、彼らは楽しそうだった。

　レイコが表情を動かさずになにかを喋しやべっている。クロノがそれをとりなすようになにかを言い、それを受けてタカヤが肩をすくめた。次の瞬しゆん間かんに膝ひざ立だちになって何事か叫んだのはミコで、どうやら彼女は機き嫌げんを損そこねてしまったらしく、子供のようにく唇ちびるを尖とがらせてそっぽを向いてしまった。彼女をなだめようと、タカヤとクロノが口々になにかを言う。と、お茶を啜すすっていたレイコのほうに、全員の視線が集まった。白い手て袋ぶくろの上に、湯飲みを抱かかえたレイコが、ほんの少しだけ微笑ほほえませた唇を動かした。一いつ瞬しゆんの停止の後のち、ミコがぱっと動いてレイコに抱だきついた。ミコは満面の笑えみで──恐おそらく──レイコのことを褒ほめ称たたえている。レイコはまんざらでもなさそうな顔でその賞しよう賛さんを受け入れ、クロノとタカヤは顔を見合わせて、仕方なさそうに苦く笑しようしていた。

　なぜか──

　それ以上、その光景を見たくなくなった。こんなものを見てもどうしようもないのだ、という思いが、ちらりと浮かんで消えていった。そうとも。

　どれだけ楽しく見えたとしても、これは、昔の光景に過ぎない。

　今はもう失われた、はるか昔の出来事だ。

　失われたものには、執しゆう着ちやくしてはならない。

　それでも──そのことがわかっていても、ミコの笑顔から目を離すことが、どうしてもできなかった。




　右みぎ腕うでの疼とう痛つうが、クロノを夢から現実に引きずり出した。

「ん……」

　小さく喉のどを鳴らして、クロノは寝返りを打つ。寝起きのためか痛みのためか、『闇やみ』を通じて周囲の状況を把は握あくしようとしても、なかなか精神を集中させることができなかった。それでも大きく深呼吸をすると、自分の周囲になにがあるのかくらいは知覚することができた。してみるに──ここは、病室らしい。少なくとも霊れい安あん室しつではない、と、そこまで考えたところで、なぜ自分がこんな場所に横たわっているのか、そこに至いたるまでの記憶がありありと蘇よみがえってきた。

「誰だれか──」

　かすれた声でそう言った瞬しゆん間かん、枕まくら元もとの丸まる椅い子すにまんじりともせずに座り込んでいた人ひと影かげが、素す早ばやく動いた。差し迫せまった声で、

「……クロノ？　クロノ、起きたのか？」

「ああ──レイコか。ここは、病院、か？」

　レイコは頷うなずいた。目をごしごしと擦こすって、クロノの左手を強く握にぎった。まるで彼女らしくない表情をしている。それを視みながら、クロノは重々しい声で尋たずねた。

「タカヤは、どうなった？」

　瞬間、レイコの表情が険けわしくなった。吐はき捨てるように、

「あいつは逃げた。詳くわしいことは今調べさせている。あいつは、お前を、お前を──！」

　その声には紛まぎれもない怒いかりが滲にじんでいた。殺意、と形容しても差し支つかえないほどの、激しい怒りだ。レイコがこんなふうに感情を露あらわにするのを見るのは、長い付き合いのクロノにとっても珍めずらしいことだった。レイコの手を握り返し、クロノは諭さとすように、

「落ち着け。大だい丈じよう夫ぶだ、俺おれはなんとか──」

　そう言った瞬間、右腕の痛みが再びクロノを襲おそった。一いつ瞬しゆんだけ口を噤つぐんでから、言い直す。

「まあ、なんとか、無事だ」

「無事なものか！　お前はそうやって吞のん気きにしてるくらいだからわかってないんだろうけどな、一度死にかけたんだぞ！　心しん臓ぞうを、止められたんだ！　あいつの力で！」

　特に驚きはしなかった。タカヤに喉のどを摑つかまれた一いつ瞬しゆんのことは覚えていたし、あのときに自分は死んだものと覚かく悟ごを決めていたからだ。が、少なくとも自分の心臓はまだ動いているし、今視みている光景も今いま際わの際きわの幻げん覚かくというわけではないだろう。それならこの場に、タカヤとミコがいなくてはおかしい。

　少し考えてから、クロノはふと笑った。

「……神じん野のに、後あとで、礼を言わなくちゃな。大たいした才能だ」

　レイコが頷うなずくのがわかった。目を何度も何度も瞬しばたたかせながら、クロノの手を痛いほどに握にぎる。もしかしたら、泣いているのかもしれなかったが──透明な涙を『闇やみ』で知覚するのは、容よう易いなことではない。わざわざそんな労力をかけてまで、確認しなくてはならないことでもないだろう。

　クロノは苦労しながらレイコの手を外はずした。不満そうな彼女の手の甲こうを、軽く叩たたいてから、自分の目元を覆おおう。すると、目め尻じりがほんの少しだけ濡ぬれているのがわかった。

　失われたものに執しゆう着ちやくするのは愚おろかなことだ。それを取り戻もどそうとすることは、なお悪い。

　それでも、クロノはタカヤのことを笑う気にはなれなかった。多分、それは、クロノの中にも、タカヤと同じ執着が存在しているからだ。

　この涙が、つまりそれなのだろう。親指で目尻を拭ぬぐいながら、クロノはそんなことを考えていた。




　　　　◆




　部屋に入って一秒後に、マナから痛つう烈れつなタックルを喰くらった。どこにそんな筋力を隠かくしていたのかと疑うたがいたくなってしまうほどの強力さで、彼女はメイの腰に抱だきつくと、それから赤あか子ごのように声をあげて、わんわんと泣きはじめたのだった。

　メイもナナミもマナの父親も、彼女が泣き止やむのを待っていたのだが、一いつ向こうにその気け配はいがなかった。次し第だいに空が暗くなってきたのを見て、まず最初に諦あきらめたのはマナの父親だった。「今日きようは第一分殿ここに泊とまることになりそうだ」と言った彼の、すまなそうな声を思い出すにつれ、メイは悪いとは思うが笑ってしまうのだった。

　──そして現在。驚きよう愕がくすべきことに、マナはまだメイの腰に頭を預けていた。ただし意識はすでになく、とっくに泣き疲れて眠ってしまっている。時間にすれば半日に満たないあいだ別れただけなのに、なぜこんなにも涙を流せるのか、不ふ思し議ぎといえば不思議だったが──それも、ナナミの言葉を聞いて納なつ得とくした。

「あなたのこと、ずいぶん心配してたのよ、楠木くすのきさん。それこそ神様に祈るくらいにね」

　崩くずした膝ひざの上で、気持ちよさそうに眠るマナを見下ろしながら、メイは眉まゆを上げた。

「なんで？　別にマナちゃんの目の前で『まつろわぬもの』に襲おそわれたってわけじゃないのに」

「彼女のお父様が色々と教えたみたいね。──タカヤさんのことも」

　その名を口にするときに、ナナミの声がかすかに震ふるえているような気がした。だが、ちらりと盗ぬすみ見た限りでは、ナナミの表情には目立った変化は見られなかった。

　メイは周囲を見回した。マナの父親は、先ほど「家か人じんに連絡をしてくる」と言い残して中ちゆう座ざしたきり、まだ帰ってきていなかった。そのことを確認してから、メイはナナミに耳打ちをするような声で言った。

「ひどいことするお父さんだね。余計な心配させなきゃいいのに」

　ナナミはくすりと笑い、

「そういうことを言うものじゃないわ。彼はそうしようとしたんだけど、楠木くすのきさんのほうがその噓うそを見抜いたみたい。噓が苦にが手てなのは、父親譲ゆずりのようね」

　メイも苦く笑しようして、その言葉に頷うなずいた。

　それから、沈ちん黙もくが部屋の中を支配した。開け放はなたれた障しよう子じから、縁えん側がわとその向こうに広がる夜空を見渡すことができた。雲はすでにすっきりと晴れ、漆しつ黒こくの空に穿うがたれた、白く煌きらめく星々を、二人ともただ黙だまって見上げつづけている。

　メイは思い切って尋たずねてみた。

「タカヤさん。なんて、言ってた？」

　ナナミは、ずいぶん長いこと黙っていた。答えないつもりなのかな、とメイが思ってしまったほどだ。その思いが確信に変わろうとした瞬しゆん間かん、ナナミは静かに口を開いた。

「次に会うときは、敵かたき同士だって。──迷わずに、自分を撃うてるようにって。そう、言ってた」

「……そう」

　メイにはそれくらいしか言うことができなかった。なにか気の利きいた言葉をかけるどころか、彼女の顔を見ることすらできない。申もうし訳わけなさそうにうつむいてしまったメイのことを見て、ナナミはさばさばとした口く調ちようで、

「別にいいのよ。だって、そうでしょう？」

　メイはちらりとナナミのことを見た。ナナミはじっと、夜空を見上げている。その横顔にどんな表情が浮かんでいるのかは、彼女の髪かみが邪じや魔まをして、見て取ることはできなかった。

　低く、小さく、抑おさえた声で。

　ナナミは、囁ささやくように言った。

「初恋は、実らないものだから」

　髪が揺ゆれる。わずかに覗のぞくその頰ほおが、月の光を受けて光っていた。

　それを見て──メイは腕うでを伸のばし、ナナミの頭を自分のほうへと抱だき寄せた。ナナミは一いつ瞬しゆん、驚いて抵抗しようとした。そんな彼女に、メイはぶっきらぼうに、

「あたしたち、友達でしょ」

「……え？」

「泣きたいなら──胸くらい、貸すから」

　抵抗が止まった。腕うでに力を込めると、ナナミは呆あつ気けなくメイの肩に寄りかかってきた。肩口にかすかな震ふるえと、そして、涙の熱を感じる。抑おさえきれない嗚お咽えつが溢あふれ、メイはそれを促うながすように彼女の背中を優やさしく撫なでた。最初は控ひかえ目に、次し第だいに強く──ナナミは、声をあげて泣きじゃくった。

　ずっと胸に秘ひめていたタカヤへの想おもいを、すべて吐はき出すかのように。





〔終〕












　あとがき




　どうもこんにちは、鈴すず木き鈴すずです。

　お久しぶりです。五ヶ月ぶりでしょうか。まあそんなこんなで、無事に『サンダーガール！』三巻目をお届けすることができました。楽しんでいただければ恐きよう悦えつ至し極ごくであります。

　今回の話は愛と友情がテーマです。

　噓うそ臭くさいです。

　噓です。

　いや、すいません、噓じゃないです。たった今取って付けただけで、特に間違ってはいません。愛も出てきますし、友情も出てきます。死人は出てきません。これは本当です。その寸前はわんさか出てきますが。

　しかし死人が出ないのはいいんですけど、出なさすぎてなんだかフラストレーションが溜たまってきます。いや、別に僕がネクロフィリアとかそういうのではなくて、なんか溜まるんです。次に書くものは『サンダーガール！』とは別の話にしようと考えていますので、そちらのほうでは死体を山のように出そうかな、などと考えています。死体の山です。屍し山ざん血けつ河がです。

　すいません、噓です。




　というわけで、恒例のお礼に入りたいと思います。

　そうそう、今回は『お礼』だけなのです。『お詫わび』はないのです。なぜなら締め切りをきちんと守ったからです。自分を褒ほめてあげたい気持ちでいっぱいですが、よく考えたら締め切りを守るなんて当たり前のことであって別に賞賛に値することではないのかもしれません。つまり僕は普段は当たり前のこともできないクズというわけです。すいません。

　で、お礼です。

　担当さん。いつも面倒を見ていただいてありがとうございます。これからも何なに卒とぞよろしくお願いします。あと僕風ふ情ぜいが言うのもなんなんですけど、タバコは控え目にお願いします。お医者さんに止められてるのに吸っちゃダメだと思います。

　イラストレーターの片瀬さん。いつも素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございます。またこの巻でも綺き麗れいなイラストをお願いしますと勝手な願望だけ言っておきます。

　そして、毎回パターン化しつつありますが、この本を手に取っていただいた読者の皆々様にも。

　本当にありがとうございます。またいつか、どこかでお会いしましょう。





鈴すず木き　鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

最近鈴木鈴って名前はどうなんだろうと考えてます。なぜなら編集長の名前が鈴木さんだからです。編集さんや他の作家さんの口から「鈴木さん」という名前が出ると一瞬混乱するのです。過去に戻って改名したい。田中一郎とかに。
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片かた瀬せ 優ゆう

三重県出身で杉並区在住のイラストレーター。好きなものは猫と紅茶。最近あまりに本を読んでなかったのを反省。とりあえず積んであったミステリを消化中。
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サンダーガール！3




闇やみノ宮みや








鈴すず木き 鈴すず
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